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昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第2回

大会から使用されることになった。

30度右傾斜の赤色の火炎を直径の10分の1の幅の紺青色の

円帯で囲んである。

国民体育大会マーク

ア マ チ ュ ア ロス ポ ー ツ マ ン の あ り方 (「日本体育協会スポーツ憲章」抜粋)

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。

●競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレーに終始する。

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。

●スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求めない。

●スポーツによつて得た名声を、自ら利用しない。

秋田の木「秋田杉」は、風雪に耐えて成長します。その若木のように、力強

く伸びやかなプレーを選手の皆さんに期待します。

秋田わか杉 体

君のハートよ位置につけ
君の心は明日に向かって、そして私の心を国体でかなえるために。さあ、位

置につこう。スター トだ。

秋田杉で作った積木をモチーフに、合言葉にあるハー

トを型抜きして強調しています。

緑は秋田県の木「秋田杉」をはじめとする秋田の豊か

な自然を表し、ハー トの赤は国体に参加する選手の躍動

する心と、全国の選手を迎える温かい心を表します。ま

た、上に向かって伸びる杉の形で、未来への飛躍を表し

ています。

モチーフの基本を『わか杉』とします。『わか杉』=
『木』=『気』とし、『げんき』+『ほんき』十『こん
き』という『秋田杉』で第62回国体の舞台で活躍する
選手、関係者の『げんき』を象徴するものです。『わか
杉』は、 ``てっぺん"をめざす意味の「矢印」のカタチ
でもあります。

スギリチ

マスコット

* ffit;-or
「
ヨ
コ

Ｆ
Ｌ

合1雪葉 (キャッチコピー)

シンボルマーク

⑥

00
∨



あ い さ つ

あ い さ つ

あ い さ つ
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歓迎のことば

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

国民体育大会会長 トロフィー授与規程
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あ い さ つ

第62回国民体育大会会長

財団法人 日本体育協会
会 長  森 喜 朗

風光明媚な自然に恵まれ、伝統的な地域文化が息づくここ秋田県に、天皇陛下・皇

后陛下のご臨席を仰ぎ、第 62回国民体育大会が盛大に開催されますことは、誠に喜

ばしい限りでありますも

スポーツを通して広く国民に夢と希望を与え、明るく豊かな国づくりを目指して

スタートした国民体育大会は、今日まで多くの関係者のたゆまぬ努力と情熱に支え

られ、我が国最大のスポーツの祭典として充実、発展を遂げてまいりました。

「秋田わか杉国体」の愛称のもとに開催される本大会は、昭和 36年に開催された第

16回大会以来、秋田県では46年ぶりの開催となります。そして、113万県民の皆さ

んが「君のハートよ位置につけ」の合言葉のもと、本年 2月 に開催された第 62回貝

民体育大会冬季大会スキー競技会の経験を存分に活かし、秋田らしさが随所に溢れ

る国体を体現するため、その準備に万全を尽くされた誠に意義深い大会であります。

全国から厳しい予選を勝ち抜き、栄えある郷上の代表として参加された選手の皆

さんは、日頃鍛えた力と技を存分に発揮し悔いのない競技をされるとともに、人情味

あふれる秋田県の皆さんと心暖かな交流の輪を広げられ、実り多い大会とされるよ

う切望いたします。

終わりに、「秋田わか杉国体」の開催にあたり、長年諸準備にご尽力いただきまし

た地元秋田県をはじめ、ご関係の皆様方のご支援、ご協力に対し、心から感謝の意を

表し、併せて大会の成功をお祈り申し上げます。
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文部科学大臣

伊 吹 文 明

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、ここ秋田県において、第 62回国民体育大会本大

会が盛大に開催されますことは、誠に喜ばしい限りです。

スポーツは、人々に夢と感動を与え、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や、国

民一人一人の心身の健全な発達に必要なものであり、人々が生涯にわたってスポー

ツに親しむことは、極めて大きな意義を有するものです。本大会で 62回 を数える国

民体育大会は、我が国最大のスポーツの祭典として、広く国民に親しまれるとともに、

競技力の向上はもとより、国民の健康増進と体力の向上、及び地域スポーツの振興と

地域文化の発展に、重要な役割を果たしてまいりました。

昭和 36年に秋田県で開催されました第 16回国民体育大会は、地元秋田県民の心温

まる歓迎と運営から「まごころ国体」と称され、参加した多くの方から賞賛されまし

た。46年ぶり2度目の開催となります「秋田わか杉国体」は、秋田県民の英知と創

造力を結集し、「秋田の心」を継承しつつ、時代のニーズに合わせた簡素で効率的な

運営とともに、まごころあふれる感動と出会いの大会となるよう万全な準備を積み

重ねられた大会です。本年 2月 に開催され大成功を収めた冬季大会スキー競技会と

同様、国民に夢と感動を与える素晴らしい大会となりますことを、心から願っており

ます。

郷土の代表として参加される選手の皆さん、これまで積み重ねてこられた練習の

成果を遺憾なく発揮されるとともに、この機会に、全国の仲間や秋田県民の皆さんと

交流の輪を広げられ、思い出に残る大会となるよう期待しております。

結びに、「君のハートよ位置につけ」の合言葉の下、県民総参加で開催の諸準備に

当たられた地元秋田県、会場となる各市町村をはじめとする関係の皆様の御支援・御

協力に対し、心から感謝の意を表しまして、ごあいさつといたします。

「
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あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミン トン協会

綿 貫 民 輔会 長

「君のハートよ位置につけ」をスローガンに、豊かな土壌と、美しい自然、歴史あ

る土地、ここ秋田県美郷町で第62回 国民体育大会「秋田わか杉国体」バドミントン

競技会を開催できることは、誠に喜びに堪えないところであります。ここ秋田県で

の国民体育大会開催は、実に46年ぶりであり当時は「まごころ国体」と呼ばれ、秋

田県人の素朴で人情あふれる応対が、全国のアスリートに深く想い出として刻まれ

た大会でした。今大会も、県民総参加「一人一役運動」として、かつての「まごころ

国体」以上の誠意ある取り組みがなされてきました。

思い起こせば、その秋田県もかつては「バドミントン王国」という異名をとった強

豪県でした。長く低迷が続きましたが、関係者の熱意により昨年の兵庫国体では素

晴らしい活躍で「王国復活」を全国に示し、今回の地元国体に臨んだものと思います。

また、会場地であるここ美郷町の町章は、「希望」「飛躍」「親睦」を表現している

そうです。選手の皆さん、今一度、国民体育大会が目指す意義をお考え下さい。常日

頃から大いなる「希望」を持ち、弛まぬ努力で国体出場を果たし、栄えある郷土の代

表として「飛躍」を目指すとともに、選手間はもちろん大会運営に携わるスタッフや

会場地の方々と大いに「親睦」を深めていく、という志です。まさにこの美郷町の町

章と合致します。

選手の皆様には、地元秋田県の熱意や美郷町の町章・町民の皆様の誠意に恥じない

よう、スポーツマンシップに則った感動あるプレーを展開されますよう期待いたし

ます。

終わりに、「秋田わか杉国体」の開催にあたり、長年諸準備にご尽力をいただきま

した地元秋田県、会場地美郷町の関係者、秋田県バドミントン協会の各位に対し、心

から感謝の意を表しまして、ご挨拶といたします。
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歓 迎 の こ とば

秋田わか杉国体実行委員会会長

秋田県知事  寺 田 典 城

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国から多数の選手並びに役員の皆様をお迎え

して、第62回国民体育大会「秋田わか杉国体」を盛大に開催できますことを、大変

うれしく思います。秋田県民を代表して皆様を心から歓迎します。

「秋田わか杉国体」は、“まごころ国体"と して共感を呼んだ昭和 36年の大会の精

神を受け継ぎ、開催市町村と住民が主役になり、地域の特色と創意工夫を生かした秋

田らしい大会を目指して、県民総参加で準備を進めてきました。

選手の皆様には、「君のハートよ位置につけ」の合言葉のもと、栄えある郷土の代

表として日頃鍛えた力と技を存分に発揮されるとともに、一緒に参加される選手は

もちろんのこと、運営に携わる役員、ボランティア、応援の皆様との交流を深め、多

くの感動を分かち合うことによつて、この「秋田わか杉国体」が、皆様の思い出に残

る素晴らしい大会になることを心から願っております。

また、御来県の皆様には、本県の豊かな自然や食、香り高い文化、県民の温かいも

てなしの心にふれていただき、秋田の魅力を大いに楽しんでいただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にあたり、多くの御支援、御尽力をいただきました関係の

皆様に心から感謝を申し上げ、歓迎のことばといたします。

「
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歓 迎 の こ とば

秋田わか杉国体美郷町実行委員会

会長 美郷町長  松 田 知 己

第 62回国民体育大会秋田わか杉国体の開催にあたり、ここ美郷町においてバドミ

ントン競技会に関わる多くの選手・監督並びに役員の皆様をお迎え出来ますことはま

ことに喜ばしく、町民とともに心から歓迎申し上げます。

当町は、平成の大合併で秋田県内の第 1号 として平成 16年 11月 1日 に誕生しまし

た。澄んだ空気と清浄な水、豊穣の大地に恵まれた「美しい郷」は、四季の鮮やかな

彩りと人の真心で満たされています。また、競技会場の美郷総合体育館リリオスは、

バリアフリーなど最新の設備を備えており、ハード・ソフトの両面で、快適な競技環

境となるように準備を整えてまいりました。

また当町では、これを機会に町民一人ひとりが様々な人たちとの交流を広げるこ

とで、合併後の町の一体感ある発展につなげることを期待しております。バドミン

トン競技の選手・監督の皆さんを民泊で受け入れることも、そうした思いの一つとし

て取り組んでいます。

更に、選手の皆さんの全力で熱いプレーを目の当たりにすることで、次代を担う子

どもたちや多くの町民が、スポーツの感動を肌で感じて、美郷が一層元気になること

を願っております。

選手の皆さんには、日ごろ鍛えた技を存分に発揮されますとともに、こうした町の

雰囲気に触れて、町民との交流を広げていただき、多くの感動を分かち合うことがで

きますよう念願いたしております。

終わりに、本競技会の開催に際して、ご支援ご協力を賜りました関係者の皆様に心

から感謝申し上げますとともに、バドミントン競技のますますの発展をご祈念申し

上げ、歓迎のことばといたします。

「
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歓 迎 の こ とば

秋田県バドミントン協会

会 長  齋 藤 隆 夫

全国各地から激戦を勝ち抜き、選りすぐられた選手、監督並びに役員の皆様を美郷

町にお迎えし、第 62回国民体育大会バドミントン競技会を開催できますことは、誠

に喜ばしく心より歓迎申し上げます。

ここ美郷町は、平成 16年 11月 1日 に、千畑町、六郷町、仙南村の 2町 1村が合併

して誕生した、奥羽山脈の裾野、仙北平野に広がる清らかな水と自然豊かな町であり

ます。

昭和 36年に第 16回大会が本県を中心に開催され、質素な中にも温かい県民性を発

揮した手厚いもてなしは、「まごころ国体」として参加者の絶賛を浴びた大会であり

ました。本大会においても、開催地美郷町をはじめ秋田県バドミントン協会関係者

は来県なさる皆様を温かく迎え、選手には実力を遺憾なく発揮して存分にプレーし、

大会運営についてはスムーズに運ばれるよう万端の環境づくりに誠心誠意努めてま

いりました。

出場される選手の皆様には、郷土とご自身の栄誉のために、日頃鍛えた技と力を十

三分に発揮し、最後まで自熱したプレーをご期待申し上げます。

「君のハートよ位置につけ」をスローガンに開催されます秋田わか杉国体は、文字

通り国民の体位の向上と充実した生涯スポーツの一環として、バドミントン競技人

口の拡大、競技水準の向上、競技施設の拡充等に大いに貢献するものと期待されてお

ります。

終わりに本大会の開催にあたり、ご支援ご協力を賜りました財団法人日本バ ドミ

ントン協会をはじめ、地元美郷町並びに関係機関、関係各位に厚くお礼申し上げると

ともに、本大会の成功を心からご祈念申し上げ歓迎のことばといたします。

轟f覇
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天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯 。皇后杯授与規程

第 1条  天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の
都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 天皇杯及び皇后杯は、本大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会
式において返還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要により

一時返還を求めた場合は、これに応じなければならない。

本規定は昭和 41年 4月 1日 制定
昭和 45年 1月 22日 一部改訂
昭和 48年 7月 10日 一部改訂
昭和 54年 5月 9 日一部改訂
平成 17年 6月 16日 一部改訂

附  則
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大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 卜回フィー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」という。)は、正式競技別

男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条 大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還する。

第 3条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任を持って保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は当該都

道府県で協議して決めるものとする。

(4)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければな

らない。

附 則

「

昴マ覇ス尋¬
確 L壁と 」

本規程は昭和45年 4月 1日制定

昭和45年 1月 22日一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9 日一部改訂

平成 17年 6月 16日 一部改訂



大 会 役 員

(順不同・敬称略)

資

　

幸

三

治

輔

郎

夫

悦

藍

郎

和

幸

壽

子

二

郎

彦

二

弘

浩

信

夫

武

昭

嘉

孜

功

雄

允

信

孝

宏

忠

之

　

士

修

　

祐

永

洋

祐

桂

冨

征

　

紀

大

孝

英

妙

修

二

武

謙

容

　

義

陽

　

芳

一

健

　

澄

康

隆

好

日

　

原

物

関

本

内

洗

本

田

岸

島

木

中

手

樋

　

栗

監

小

坂

中

御

山

飯

山

大

鈴

田

本

田

井

波

藤

藤

宅

辻

名

尾

戸

林

野

詰

渕

下

谷

田

宮

十

福
　
藤
　
川
　
高
　
遠
　
齋
　
一二
　
一二
　
蝦
　
神
　
〓
一　
小
　
坂
　
橋
　
田
　
竹
　
刈
　
人
　
雨

岡 崎 助忠

郎

治

章

明

也

和

修

正

三

樹

三

利

治

雄

成

昇

一

彦

律

雄

夫

啓

琴

俊

秀

進

廣

伯

明

雄

彦

朗

久

三

信

昭

半

寛

秀

文

恒

　

　

幸

茂

克

勝

興

秀

三

　

圭

忠

秋

春

和

　

員

博

昌

　

嗣

善

和

英

和

哲

皓

治

苗

木

佐

井

田

田

島

川

嶋

山

部

井

村

本

木

下

見

藤

中

原

山

貫

橋

藤

田

井

山

田

井

野

坪

良

永

保

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

佐

蒔

青

帖

臼

久

竹

福

市

田

本

阿

櫻

木

山

鈴

真

蓮

近

田

菅

園

島

高

佐

柳

碓

柱

古

吉

松

五

相

末

明

朗

健

城

之

一

博

一

一

子

二

夫

一

徳

一

夫

治

雄

孝

朗

也

勝

平

真

剛

子

春

一

郎

美

夫

喜

幸

作

憲

昭

文

書

　

典

孝

俊

正

真

洋

久

康

和

榮

英

彰

達

寛

義

由

十

幹

　

久

　

　

清

正

浩

信

克

敏

昭

廣

昌

通

藤

吹

　

沼

田

西

本

　

田

木

日

邊

野

見

本

田

井

納

根

本

塚

辺

　

岡

越

笠

野

木

木

川

沖

中

田

藤

山

本

斐

々

伊

森

長

寺

安

鈴

森

落

鈴

樋

渡

佐

浅

二

前

笠

嘉

関

木

飯

渡

後

村

村

衣

小

佐

鈴

山

中

田

林

佐

中

松

甲

名誉会長

会  長
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顧   問

宇津木

春

弘

宏

二士心

千
　
　
　
　
斗

谷

野

崎

藤

レ
し

猪

日

尾

斉

子

男

雄

康

辰
　
武

岡

　

　

川

片

林

立

男

勝

也

文

　

　

隆

中
　
野
　
澤

田

清

相

雄

勝

也

敏

　

　

恒

田

坪

崎

永

岩

勇

田 中 道 博

古 り|1  徹

常 山 正 雄

市 原 則 之

大 山 則 夫

上 村 春 樹

末 栖 行 正

萩 原 俊 次

斎 藤 寛 之

川 口 房 男

青 木 英 典

井 口 弘 章

赤 星 哲 志

三 田 光 夫

大 桑 埼 嗣

根 石 紀 雄

裕

信

雄

孝

　

　

育

亀
　
谷

谷

大

高

神
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久

健四郎

日出夫

|′ l

成

悟

久

巳

室

武

昭

二

豊

光

郎

也

平

武

一

仁

次

也

明

幸

貞

芳

大

敬

廣

玄

尚

富

昭

　

義

太

達

雄

　

隆

　

善

善

義

憲

勝

枝
　
浪
　
井
　
田
　
浦
　
竹
　
浦
　
　
　
保
　
田
　
楯
　
村
・
安
　
生
　
　
　
藤
・
田
　
井
　
井
　
松
　
本
　
藤
・
田
　
瀬

呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久

日

松

玉

野

松

佐

三

千

大

福

岩

松

武

麻

堀

佐

沼

石

村

國

柿

加

上

広

隆

寛

　

一

志

子

衛

良

彦

浩

郎

洋

男

夫

恵

　

　

　

　

一

美

　

梅

晴

光

賢

　

哲

春

木

田

里

積

田

関

内

山

脇

藤

林

村

股

毎

鈴

石

大

穂

小

大

山

平

門

佐

東

西

猪

子

子

美

学

悦

道

男

博

明

夫

英

男

二

暁

保

員

　

陽

宏

紀

利

正

正

佳

英

剛

重

坊

谷

田

木

渕

藤

　

田

木

邊

部

本

下

池

銭

寺

鈴

大

齋

林

盛

立

渡

岡

坂

府

夫

弘

一

郎

彦

樹

三

弘

一

利

春

義

英

潤

栄

秀

敏

正

原

村

森

田

場

本

名

炉

井

藤

脇

金

横

馬

山

岩

井

石

嗣
　
一　
治

子

令

東

孝

宥

田

田

田

田

原

坂
　
一
一　
太

一　
雄

敬

好

田
　
本

坂

松

美

拓

郎

正
　
　
　
一二

谷

峙

淵

賀加
　
山
　
川

郎
　
一　
郎

五
　
秀
　
剛

島
　
田

林

川
　
飛

大

浩
　
一　
裕

嘉

富

泰

井
　
田
　
下

村

福

山

弘

義

武

秀

英

門

寧

郎

平

士

光

樹

光

夫

子

也

夫

郎

憲

壽

明

伸

成

勇

隆

敏

秀

郎

一

司

悦

隆

敏

子

郎

工

　

八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

太

　

嘉

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

ム
ロ

清

信

　

幸

信

右

正

喜

洋

大

達

俊

行

康

祥

拓

芳

慎

正

義

義

吉

関

　

　

　

長

健

祐

有

勝

　

正

祥

策

日
■

村

山

坂

　

川

　

藤

塚

野

田

崎

部

納

田

川

増

田

原

本

回

岡

坂

井

本

川

中

木

藤

登

田

谷

川

谷

法

野

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

々

梅

福

保

林

御

大

齋

鬼

河

吉

山

海

嘉

福

宮

達

角

石

谷

田

桝

仁

三

井

荒

田

佐

佐

能

鶴

土

樽

渋

綿 貫 民 輔

笹 り|1  尭

赤 木 恭 平

吉 田 哲 也

神 田 真 秋

井 手 正 敬

溝 口 善兵衛

飯 泉 嘉 門

金 子 原二郎

伊 藤 祐一郎

石 野 利 和

北 林 康 司

加 藤 義 康

参   与

榮

哉

多

弘

光

夫

光

弘

佳

永

和

野

野

員

澤

谷

松

田

　

　

井

多

永

仲

鬼

津

高

之

文

豊

一

聡

明

博

英

　

　

栄

　

　

定

樫

田

藤

川

回

路

田

冨

武

安

瀬

田

淡

一　

栄

伝

信

嶋
　
谷

田小
　
金

明

郎一

隆

健

松

藤

小
　
近

司
　
男

松

長

泉

木

中

鈴

一

潤

敏

一

雄

み

子

聡

と

正

英

孝

ひ

幸

口

田

田

浦

木

川

　

部

川

中

柴

三

鈴

石

原

渡

鉱 一

嘉 範

美津子

こだま

石 川

加 藤

工 藤

伊 藤
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二

一

男

雄

隆

彦

進

蔵

雄

和

昌

男

才

一

士

裕

文

文

冨

文

靖

　

米

忠

俊

弘

秀

瞭

晃

山

藤

藤

藤

藤

邊

藤

野

林

関

宅

形

松

見

森

佐

佐

武

佐

渡

進

大

小

一

安

尾

小

伏

彦

次

充

行

子

司

進

二

象

守

明

満

孝

男

男

松

了

　

哲

愛

浩

　

康

雄

　

健

　

忠

生

一

本

田

村

岐

丸

内

田

友

澤

崎

村

野

松

田

邊

々

　

　

　

王

佐

藤

木

長

山

竹

米

大

小

山

笹

上

小

寺

渡

靖

広

夫

一

一

輝

一

吉

志

次

郎

彊

子

費

克

太

文

雅

英

紀

孝

良

喜

兵

廣

義

洋

　

時

　

吉

部

藤

橋

藤

本

井

川

　

藤

谷

部

藤

藤

橋

田

渡

加

高

佐

岩

藤

澁

辻

加

細

安

伊

加

高

前

一

史

郎

典

吉

昭

夫

二

司

一

夫

晋

亮

耕

徳

彦

一

太

清

充

慎

正

清

正

隆

伸

英

欣

雅

　

直

　

博

光

修

生

之

隆

博

院

二

男

三

一

敏

詔

　

士
口

光

堅

幸

敬

知

橋

博

林

島

田

島

口

野

部田

高

石

小

豊

松

森

出

大

谷

次

文
　
一

譲

豊
　
幸

元

賀

　

山

間

口

川

山

田

辺

　

倉

　

原

松

田

山

塚

藤

野

　

下

坂

有

菊

杉

本

山

江

中

青

渡

森

朝

昇

藤

末

澤

高

君

佐

牧

南

日

林

生

方

夏

喜

見

部

小

安

均

司

夫

生

悦

行

郎

男

清

郎

晴

正

郎

男

治

文

一

昇

志

稔

徹

子

善

清

正

鋼

二

治

雄

伸

男

雄

一

帳

史

裕

キ

生

男

二

裕

敏

英

憲

正

淑

幸

　

康

雅

　

悦

岩

清

正

助

　

一

　

　

洋

教

　

香

　

浩

征

弘

元

和

嘉

英

利

矩

和

ユ

幹

幸

岸

上

山

中

川

橋

岡

部

寺

田

利

田

谷

木

木

　

崎

川

村

宮

林

谷

安

澤

賀

藤

木

原

崎

成

井

田

中

崎

田

部

島

野

本

野

　

　

　

賀
一

々

　

　

　

　

　

　

　

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

名

　

比

根

井

中

田

虻

高

村

渡

小

柴

毛

池

加

佐

船

泉

岡

荒

上

篠

福

三

國

中

古

進

鈴

木

山

江

安

笹

田

官

笹

田

大

日

山

委 員 長

副委員長

総務委員

委  員

茂

三和子

香

木 内 貴 史

菅 原 哲 朗

不 老 浩 二

三 宅 勝 次

宮 本 正 之

雄克ア
」

コ
ヽ
一

三夫口

市 田 和 夫

澤 村 哲 郎

小 泉 芳 孝

大 矢 豊 治

岡 田 行 雄

山 内 英 樹

今 井 茂 満

岡 本 武 勝

蔵
　
一　
美

俊

憲

俊

井
　
沼
　
地

長

柿

菊

之
　
史

治

誠
　
弘

榮

川
　
沢
　
口

野

自
　
小
　
田

順

大

一

亮

雄

真

博

廣

宏

耕

康

拓

康

嵐

田

根

屋

部

田

股

十五

藤

関

土

溝

寺

猪

剛

緑

輔大

沼
　
塚
　
谷

生
　
大

添

弘

平

郎太

久

　

　

啓

浦

下

畑

杉

森

前
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秋

子

太

夫

剛

彦

義

彦

樹

秀

明

生

雄

忠

三

喬

寛

行

輝

義

千

豊

正

豊

芳

勝

靖

正

能

茂

昌

由

信

三

　

誠

　

　

一

博

正

藤

藤

村

藤

　

門

浦

山

地

田

瀬

嶋

井

井

木

本

澤

山

下

工

伊

川

佐

関

長

三

柴

菊

柳

貝

横

今

新

山

松

有

村

森

西

二

道

巧

一

郎

之

桃

宏

志

仁

出

夫

博

郎

夫

之

司

博

徳

剛

次

講

好

　

有

斌

良

胡

芳

仁

　

　

道

正

幹

幸

知

博

　

昌

川

田

野

藤

木

　

内

賀

口

村

原

水

邊

梨

村

本

岡

井

岡

能

野

市

池

小

佐

鈴

辻

丸

和

川

市

萩

清

渡

山

西

吉

下

石

山

得

行

貴

造

榔

諸

昭

毅

道

久

賢

彰

男

良

孝

永

嗣

彦

夫

隆

男

正

敏

昌

喜

喜

宗

　

弘

正

静

　

　

春

泰

清

幸

浩

一

龍

清

和

広

木

元

藤

庭

江

橋

田

田

野

原

井

原

内

田

畑

田

口

村

日

本

金

笠

秋

伊

桜

杉

高

増

官

磯

梶

新

石

寺

松

川

濱

川

中

岡

谷

白

彦

夫

男

孟

雄

夫

美

策

則

雄

治

一

隆

彦

美

治

雄

澄

弘

男

久

昌

邦

次

　

和

和

保

昭

一

義

雅

龍

義

俊

宏

俊

憲

真

康

哲

皓

川

藤

藤

条

水

下

木

　

坂

橋

村

家

登

　

橋

尾

藤

内

場

鯛

永

小

伊

伊

後

清

瀬

船

湊

相

高

木

菅

能

林

高

中

加

竹

馬

北

末
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(順不同・敬称略)

競 技 会 役 員

秋田県美郷町長

財団法人日本バ ドミントン協会会長

財団法人日本バ ドミントン協会副会長

財団法人日本バ ドミントン協会副会長

秋田県バ ドミントン協会会長

秋田県美郷町体育協会会長

秋田わか杉国体美郷町実行委員会事務局長

己

輔

司

務

夫

助

南

一

記

夫

一

雄

二

夫

宏

一

利

明

一

彦

一

弘

一

和

忠

壽

敏

樹

三

稔

章

之

　

　

　

　

　

一二

知

民

祐

　

隆

鐵

陽

　

基

伸

清

二

昭

重

淳

清

武

嘉

栄

克

義

義

清

忠

　

長

真

英

潮

　

福

田

貫

宅

水

藤

田

谷

田

藤

橋

場

　

木

橋

宮

田

本

村

飼

林

　

森

澤

川

野

　

田

山

森

藤

藤

松

綿

三

清

齋

山

澁

森

伊

人

相

原

青

高

小

戸

岡

野

小

竹

北

金

唐

宮

上

澤

石

深

西

近

伊

長

長

長

〈〓

△
〓

普名

会

副

嗣

朗

治

市

宣

郎

市

士
心

勝

一

忠

角

博

登

昇

明

一

朗

男

一

昇

也

郎

郎

右

彬

甫

一

雄

治

利

鉄

芳

稔

信

　

和

多

哲

庸

　

一

孝

芳

谷

川

上

本

田

田

端

多

山

豆

地

藤

藤

井

内

野

坂

本

谷

田

崎

山

本

城

山

関

市

村

橋

植

平

川

内

村

伊

菊

伊

佐

遠

小

日

保

山

神

藤

岡

瀧

松

金

朗

正

之

甫

久

喜

芳

宏

　

嘉

問

澤

川

山

水

利

里

野

岡

北

辺

根

村

崎

塚

田

澤

森

林

相

野

口

田

二コ
ー

森

林

官

塩

丸

清

毛

五

牧

福

今

渡

山

木

岩

手

杉

高

金

平

成

西

野

池

男

生

夫

保

一

一

道

確

一

誠

生

壮

徳

男

夫

博

二

六

淳

子

司

任

寛

潔

猛

男

男

征

蔵

隆

一

勝

菫
月
を
■

哲

章

三

　

正

信

昌

寿

修

　

節

　

光

秀

牧

　

康

一
　

田

博

　

正

　

　

英

忠

紀

礼

安

　

良

掛

問

藤

藤

田

元

田

島

田

中

郷

高

見

井

岡

藤

中

田

藤

中

藤

上

田

澤

水

村

野

　

谷

坂

木

木

Ｌ
ト

沓

久

加

佐

権

秋

池

中

吹

濱

本

日

里

油

花

須

田

山

後

田

加

池

本

相

清

岡

星

原

根

脇

鈴

鈴

顧

参 与

規矩雄

′」ヽ:五郎

幸 雄
晃

志

秋

武

一

夫

雄

怜

寛

郎

彦

博

基

正

嗣

信

明

治

徹

清

光

　

幸

基

成

　

　

昭

克

　

　

　

弘

安

昌

良

房

治

宇

樹

猛

一

威

隆

寛

昭

信

　

隆

垣

藤

崎

藤

橋

谷

藤

板

加

地

加

高

熊

武

明

文

航

郎

子

一

男

二
　

　

　

智

善

和

　

順

満

隆

美

田

原

原

葉

渡

澤

村

富

藤

藤

稲

樋

杉

中

郎

滋

之

昭

悦

守

昭

一
　

勝

秀

春

　

利

局

本

木

山

地

田

村

川

藤

鈴

本

熊

福

中
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郎

一

一

勲

了

夫

廣

一新

義

成

　

　

立

藤

沢

井

村

藤

村

澤

齊

深

照

大

佐

中

深

夫

久

門

茂

憲

浩

助

ェ
　
　
　
　
　
之

良

右

雅

順

龍

谷

野

　

本

山

木

松

澤

熊

吉

飛

山

中

鈴

後

雄

夫

勉

孝

輝

助

一

之

淑

繁

　

　

義

信

昇

元

　

澤

藤

田

塚

本

森

泉

戸

佐

山

篠

坂

一

二

治

子

雄

哲

治

隆

藤

俊

正

貴

久

道

敬

沢

谷

橋

藤

木

藤

木

木

々
　
　
　
　
々

戸

澁

高

後

佐

近

佐

鈴

財

財

秋

秋

秋

阿

銭

中

松

菅

渋

武

三

照

武

齊

菅

佐

伊

金

安

藤

千

ェ

今

委

副

委

雄

彦

義

一

巳

一

彦

雄

武

博

彰

史

一

治

裕

治

一

寿

等

雄

夫

一

恵

子

義

信

武

正

辰

純

孝

幹

　

正

　

秀

永

一
　

浩

新

　

　

利

文

書

幸

裕

根

原

村

藤

橋

戸

地

壁

田

木

谷

間

米

田

上

藤

田

藤

藤

田

田

谷

藤

浦

賀

関

上

谷

佐

高

木

築

真

福

船

加

本

久

須

井

佐

松

佐

佐

原

黒

甲

斉

松

団法人日本バ ドミントン協会専務理事

団法人日本バ ドミントン協会総務本部 本部長
田県バ ドミントン協会理事長

田県美郷町バ ドミントン協会会長

田わか杉国体美郷町実行委員会事務局次長

F
,て

「
,電

員

員

委  員

紀

夫

勉

郎

章

之

悟

紀

修

雄

昭

弘

孝

理

夫

一

均

浩

治

正

健

　

順

季

理

　

登

康

忠

英

和

清

　

真

揚

　

淳

将

崎

葉

中

田

畑

木

坂

水

木

藤

松

太

田

田

木

藤

永

場

ロ

々

河

千

濱

山

田

鈴

保

野

鈴

斉

小

信

松

藤

佐

斉

辻

樋

山

夫

治

子

力

一

豊

美

誠

義

晋

子

也

昭

淳

志

誠

一

巳

子

洵

や
ヽ

秀

欽

紀

　

周

　

弘

　

達

　

ユ

哲

博

　

聡

　

誠

友

妙

部

谷

山

下

原

谷

田

浦

井

田

藤

生

藤

藤

沢

宅

原

種

藤

満

夫

忠

裕

武

法

一

伍

治

正

蔵

ぶ

夫

昭

郎

功

衛

俊

彦

晃

ヽ
´
　
　
　
　
　
　
　
　
一摯
●

茂

英

安

　

　

啓

亮

忠

昭

一

悦

し

一

弘

栄

　

善

文

政

井

橋

村

井

岡

谷

谷

塚

戸

木

藤

佐

藤

　

林

嶋

藤

　

原

藤

´

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
‘

今

高

野

三

浅

魚

土

石

四

佐

齋

土

斉

岸

小

九

遠

原

小

佐
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競 技 役 員

あい子

春 江

こずえ

照 内 咲 子

松 橋 弘 光  山 口 将 治

佐 藤 公 子

(順不同・敬称略)

亜紀子

江美子

大  人 木 奈穂美

誠

章季

浦

畑

三
　
田

井

織

小

煤

西

三

　

木

勉

義

博

満

彰

彦

治

子

子

朗

子

子

也

子

子

悦

誠

浩

悟

裕

勝

一

一

子

豊

央

彩

進

伍

美

　

　

希

武

正

茂

　

信

昭

芙

洋

達

有

咲

寿

温

和

春

　

和

　

和

文

新

亮

直

　

朋

　

　

忠

中

村

木

井

谷

原

戸

部

長

賀

　

　

　

田

濱

谷

船

今

加

上

四

阿

小

競技役員長

総務部長

競技審判部長

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

総務副部長

総務主任

総務委員

競技副役員長

競技委員

進行主任

進行委員

記録主任

記録委員

シャトル主任

シャトル委員

点示主任

点示委員

掲示主任

掲示委員

報道主任

報道委員

放送主任

放送委員

招集主任

招集委員

登

子

二

子

紀

京

純

純

登

藤

野

藤

田

水

原

田

反

伊

菅

斉

四

野

藤

山

子

子

助

み

浩

美
　
　
　
　
ゆ

久

裕

耕

ま

男

平

彦

之

子

江

幸

衛

文

昇

和

信

静

淑

和

塚

藤

松

藤

木

井

藤

辺

飯

加

小

佐

鈴

藤

武

渡

野

谷

柳

種

山

村

　

島

中 田 好 三

子

ぶ

也

均

太

法

彦

美

美

子

史

豊

ギ

の

ツ

し

昌

　

龍

啓

政

雅

弘

妙

秀

川

藤

藤

藤

井

原

岸

石

加

斉

佐

照

藤

山

　

　

大

甲

小

千

畠

米

　

豊

黒 川

佐々木

志

仁

子

浩

史

や

弘

　

み

淳

政

平

玉

柳

場

山

大

児

小

樋

平

也
　
．・　
　
ヱ
ー
　
ー
．

龍
甚
期
友　
徹

´

子

宏

子

球

子

〓

裕
「
難
牧
和
敦

一
′

上

山

柳

賀

山

浦

　

村

木

田

田

野

地

宅

宮

柳

　

谷

田

谷

野

谷

野

原

谷

塚

藤

佐

橋

永

保

谷

原

崎

田

藤

間

江

子
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
、
　

　

　

　

″
五

鈴

半

町

吉

熊

安

大

小

金

仲

松

土

浅

渋

浅

菅

細

石

伊

上

高

辻

大

魚

小

山

武

工

本

近

昭

人

博

義

藤

田

佐

藤

渉

子奈緒

本

田

坂

藤

子

子

恵

憲

部

原

安

菅

小 西 祥 子  田 村 尚 之

斉 藤 幸 恵

佐 藤   寿
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直

子

悟

宏

子

之

一

弥

一

蔵

誠

郎

治

一

史

也

治

博

公

子

子

明

苗

輝

行

子

也

子

恵

文

莉

介

也

勝

彦

美

俊

之

子

介

生

貴

美

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

り

め

　

　

　

　

理

　

ミ

恵

　

俊

叔

秀

清

満

昌

悦

　

純

政

永

浩

義

一

正

一

る

ひ

広

早

貢

広

真

潤

ユ

文

博

友

佑

慎

正

輝

由

文

康

龍

良

新

優

谷

泉

坂

地

橋

山

分

木

保

藤

浦

埜

達

米

藤

田

田

嵐

部

井

　

藤

原

原

田

村

藤

藤

木

藤

藤

原

石

橋

野

門

　

浦

田

崎

原

田

井

　

十

　

　

　

　

笠

　

　

　

　

　

々

本

飯

保

畦

高

丸

國

鈴

佐

齋

三

小

安

久

佐

戸

須

五

阿

石

泉

伊

小

小

鎌

木

齋

齊

佐

佐

佐

菅

高

高

丹

土

原

保

松

宮

柳

和

任

員

主

委

一示
　
一不

表

表

点

点

得

得

等

子

之

一

功

子

恵

男

子

子

昭

一

義

夫

美

　

　

　

代

藤

弘

正

　

恵

　

文

房

千

弘

正

達

房

藤

島

島

原

本

田

瀬

木

本

田

　

藤

井

澤

佐

高

鍋

小

鈴

黒

加

鈴

荒

吉

岸

佐

照

米

雄

弘

平

伸

一

美

子

子

明

衛

夫

一

彦

鶴

　

　

　

津

貞

伸

新

光

俊

聡

千

泰

秀

善

真

修

昌

川

藤

野

松

藤

浦

子

藤

本

橋

田

々

沖

堤

会

佐

牧

高

齋

三

金

遠

佐

高

原

長部百ロ¨千審

員

技

判

競

審

美

一

章

喜

吾

加

智

み

則

人

康

美

り

隆

紀

也

太

寿

一

郎

紀

一

男

歩

ゆ

　

　

　

　

ど

　

　

　

　

　

　

一

朝

陽

貴

晴

憲

由

　

ま

孝

幸

智

文

み

清

武

智

優

志

優

喜

有

純

尚

川

松

藤

木

藤

藤

野

川

橋

舘

島

崎

川

居

　

田

田

々

　

　

　

　

　

　

中

絹

小

斉

佐

佐

佐

菅

瀬

高

田

豊

野

平

松

湊

柳

和

一

子

子

光

孝

子

子

大

也

来

司

之

弓

一

久

史

帆

枝

也

勝

子

太

介

子

美

　

　

衣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

紀

　

　

美

伸

悌

久

俊

康

麻

紘

義

龍

未

健

隆

真

準

和

学

美

有

卓

　

南

雄

大

愛

南

津

澤

藤

藤

形

梅

島

米

藤

木

藤

藤

井

藤

橋

中

本

村

野

井

澤

木

村

々

木

粟

石

伊

伊

尾

貝

北

久

齊

佐

佐

佐

白

須

高

田

塚

中

日

松

水

茂

米

又

部

岡

藤

藤

原

田

辺

田

藤

田

藤

藤

谷

生

橋

田

田

谷

口

田

浦

田

本

邊

笠

山

　

保

　

　

　

　

　

　

　

　

　

野

勝

阿

石

伊

伊

小

小

川

久

斉

榊

佐

佐

澁

菅

高

武

塚

中

樋

堀

三

村

山

渡

史

也

彬

り

樹

子

悟

莉

樹

雄

子

治

之

志

也

作

晋

郎

子

幸

之

純

洋

璃

子

お

　

美

　

衣

　

　

穂

　

　

　

　

　

　

一

加

正

伸

充

か

真

寿

翔

亜

直

忠

美

浩

博

武

哲

栄

　

庸

智

栄

浩

　

吉

瑠

友

隆

任

秋

悟

博

賠

久

範

正

子

夫

志

喜

内

一

雅

庄

千

　

政

美

芳

昌

一

裕

辰

聡

英

嘉

誠

審

藤

線

　

田

寺

藤

川

永

木

崎

　

沢

藤

井

原

…

　

　

野

　

　

　

々

加

兼

翁

豊

小

佐

皆

松

佐

山

関

金

佐

照

藤

小 野 達 也

競技審判副部長

線審副主任

線審員 相 内
五十嵐

石 塚
伊 藤
小笠原

長 利
加賀屋
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競 技 補 助 スタッフ

(順不同・敬称略 )

奈津美

奈那子

実歩子

千紗都

駿

,じ
フく

勉

原

原

崎

原

藤

藤

柿

藤

美

夏

貴

哉

久

千

智

木

藤

野

木

鈴

佐

大

鈴

望

利

斗

恵

江

将

行

原

藤

生

藤

菅

佐

麻

佐

美

香

み

翼

と

愛

静

こ

前

庭

部

藤

越

大

渡

佐

谷

垣

上
　
野

岩

石

村

今

秋田県立羽後高等学校バ ドミントン部

美 夏
真衣子

美奈子

里 紗

秋田県立大曲工業高等学校バ ドミントン部

秋田県立西仙北高等学校バ ドミントン部

秋田県立平成高等学校バ ドミントン部

基

太

馬

也

介

勇

駿

一

純

亮

橋

藤

木

米

山

々

高

伊

佐

久

西

陸

也

命

哉

恵

大

慎

　

克

淑

木

黒

田

間

木

鈴

石

栗

本

鈴

弥

人

駿

哉

記

馬

直

祐

　

智

直

竜

林

谷

谷

田

原

辺

海東

古

熊

新

菅

渡

也

之

地

子

史

也

奈

拓

貴

大

香

隆

裕

村

山

藤

藤

藤

口

木

西

加

進

佐

山

平

弥

平

満

顕

樹

翔

智

康

博

　

幸

原

村

寺

藤

藤

坂

笠

　

　

野

小

竹

小

佐

佐

真

平

生

也

平

翔

良

好

佑

秀

島

藤

藤

原

浦

戸

伊

須

柳

深

裕

也

則

人

理

貴

智

好

健

員

村

藤

藤

田

木

田

武

佐

矢

鈴

真

央

成

子

平

太

一

真

一

幸

晃

裕

藤

浦

本

田

木

田

々

進

三

佐

安

鈴

和

哉

美

慧

子

磨

光

恵

成

知

　

美

琢

藤

谷

藤

原

藤

田

伊

舛

斉

藤

進

矢

紀

海

さ

介

美

将

ず

美

七

あ

享

杏

秀

部

島

田

宮

木

浦

々

阿

豊

太

西

佐

三

保子

貴

匠

旭

成

　

　

理

勇

本

田

山

田

林

田

々佐

柴

冨

吉

小

柴

邦

子

太

子

子

樹

佳

樹

紀

蘭

優

美

桃

和

優

一

藤

藤

橋

原

原

藤

沢

齋

佐

高

藤

小

佐

月

春

太

太

佳

平

吾

太

一

慶

健

春

良

省

諒

寺

藤

橋

場

田

藤

橋

野小

佐

高

馬

太

佐

高

藤

藤

　

中

葉

木

橋

々

伊

佐

関

野

稲

佐

高

人

子

美

子

小 原
牧

菅 原
黒 澤

弥沙紀

馨

早於里

美奈子

勇 太

尚 也

典 也

小百合

美穂子

奈 央
真侑子

伊 藤

佐々木

東海林

能登谷

栗 津
佐々木

高 橋

奈緒子

智 晴

怜 志

栞

幹 晴

梓

利 昌

秋田県立湯沢高等学校バ ドミントン部

和

彩

苑

洋

瀬

谷

崎

部

後

長

越

柿

渡

子

穂

介

衣

由

美

嵩

舞

谷

倉

崎

橋

澤

浅

柿

高

希

光

子

暢

依

有

和

真

崎

上

橋

橋

柿

村

高

高

香

美

織

典

里

桜

絵

菜

香

雅

部

田

藤

原

阿

藤

佐

桐
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奈保子

望 美
みなみ

利理子

田

橋

田

橋

柴

丸

鎌

高

美

美［ロ

舞

明

藤

田

佐

福

絵

帆

理

真

田

橋

泉

高

衣

理

理

理

香

優

友

恵

恵

藤

沼

井

橋

斉

日

藤

高

佳

珠

沙

郁

藤

井

橋

林

浦

海

伊

照

高

東

三

真

博

司

也

優

一

千

雄

真

口

藤

澤

木

原

々

田

佐

戸

佐

福

志

樹

香

凌

平

悟

大

由

　

翔

橋

谷

中

松

川

高

亀

田

小

早

人

春

太

季

朗

将

充

建

巧

木

山
　
　

松

口

々佐

小

橘

小

田

子

太

弥

郎

美
　
　
　
　
太

久

亮

康

良

藤

藤

橋

藤

橋

手

後

伊

高

伊

高

山

政

磨

弥

也

出

菜

陽

輝

琢

佳

航

利

真

田

山

藤

藤

田

川

鎌

秋

佐

伊

澤

本

秋田県立横手城南高等学校バ ドミントン部

秋田県立横手清陵学院高等学校バ ドミントン部

遥

奈

里

耶

美

覚

瞳

馬

樹

周

守 屋 沙 織

子

さ

倫

あ

川

井

石

照

美

香

抄

彩

藤

井

佐

照

太

平

樹

樹

翔

滉

大

大

林

山

澤

橋

小

高

黒

高

本

木

井

々

松

佐

松

宏

祥

広

井

木

井

木

原

々
　
　
　
　
々

今

佐

照

佐

萩

之

靖

大

央

渉

裕

幸

宇

晃

藤

藤

澤

田」ヽ松

滝

諒

美

平

駿

亮

Ｌ
し
　
　
ヽ
　
　
１
ユ

Ｎ
ノ
　
　
‐
ノ
　

ロ
■

崇

正

原

浦

木

菅

一二

鈴

里

奈

平

香

香

　

　

　

梨

日

夏

康

愛

藤

橋

藤

野

佐

高

佐

吉

作

太

貴

志

優

慶

浩

広

松

山

峨

橋

小

大

嵯

高

大 野
佐々木

加賀谷

信 太
小田島

柴 田

俊 樹
大 樹
貴 大

崇 仁

伊

齋

月

郁

裕

秋田県立六郷高等学校バ ドミントン部

渉

徹

秋田修英高等学校バ ドミントン部

佐々木 純 子

佐々木   渉
佐々木 優 衣

津 島 隆 太
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諒
　
平

平

翔

潤

橋

藤

垣

高
　
加
　
高



子

子

祐

圭

洋

健

島

橋

田

九

高

寺

修

子

子

淑

智

井

主

藤

照

地

武

洋

和

樹

紀

正

田

木

橋

飯

鈴

高

嗣

巳

晴

峰

充

泉

康

陽

辰

信

秀

泰

　

裕

谷

橋

田

橋

階

橋

田

澁

高

藤

高

高

高

継

本 部 長

副本部長

【大会総括部】

部  長
副 部 長

国体推進班長

国体推進班

【総務部】

部  長
総務班長

本部員係

行幸啓係

広報記録係

【バ ドミントン競技部】

部  長
歓迎案内班長

歓迎案内係

歓迎装飾係

競技会広報係

消防警備班長

消防警備係

衛生班長

弁 当 係

医療救護係

環境美化係

宿泊班長

民 泊 係

佐々木 敬 治
坂 本 昇 一

実 施 本 部 員

後 松 順之助

出 雲 憲

(順不同・敬称略 )

煙 山 證 子

照 井 弘 信

高 橋 博 和等

紀

佳智

昭

山

野

奥

中

廣

彦

彦

也

望

和

和

克

澤

間

間

藤

谷

深

本

本

齊

渋

文

子

博

敦

原

藤

福

齊

一　
昭

誠松

橋

小

高

子

美

子

昭

幸

一

洋

里

睦

良

恒

康

橋

橋

藤

橋

井

ロ

高

高

武

高

照

田

子

子

谷

慶

喜

建

　

司

光

綾

幸

　

久

原

口

橋

山

長

橋

田

水

谷

高

奥

小

高

一
　

公

好

一

清

和

学

都

恵

　

千

美

清

千

弘

橋

　

井

井

坂

木

貫

谷

高

　

照

照

大

鈴

小

渋

淳

　

子

　

司

男

一

江

剛

子

克

子

恵

之

い

　

　

　

　

　

緒

　

み

け

　

　

茂

新

貞

　

奈

裕

ゆ

　

仲

木

　

嶋

　

藤

川

谷

藤

藤

井

田

橋

中

井

鈴

　

藤

　

加

梅

渋

後

佐

照

中

高

田

藤

雄

也

子

幸

子

雄

誠

巳

夫

之

潔

忠

子

子

夫

和

子

子

巳

夫

子

子

子

き

　

　

　

　

　

久

　

　

　

ル

　

貴

　

　

　

　

　

代

　

キ

隆

久

ま

美

幸

久

　

久

伊

信

　

　

テ

繁

美

宏

則

邦

正

典

佳

良

エ

谷

橋

中

木

橋

藤

橋

橋

橋

川

橋

本

川

山

井

林

井

木

藤

藤

阪

井

原

泉

高

田

鈴

高

佐

高

高

高

皆

高

鈴

小

煙

照

小

藤

鈴

佐

齊

大

藤

菅

子

子

之

輝

則

隆

悦

勝

子

徳

昇

り

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

千

晶

浩

　

智

　

龍

秀

正

由

隆

か

階

　

田

本

井

木

木

藤

藤

田

原

阪

々

高

李

武

坂

照

鈴

佐

佐

佐

福

小

大
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小田長 光 仁  半 田 裕 幸  高 橋  茂子

夫

薫

藤

輝

男

悦

之

浩

学

之

悦

明

夫

史

之

子

佳

久

成

子

郎

子

郎

男

雄

寛

寧

文

子

美

生

子

治

夫

雄

成

保

工
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

里

　

　

　

枝

太

智

太

　

　

　

　

　

イ

　

　

和

夕

俊

　

政

隆

由

孝

浩

章

　

浩

長

光

光

浩

正

麻

知

一

光

圭

克

真

専

君

重

　

　

清

ケ

敏

公

美

雄

寅

政

攻

直

村

藤

橋

間

藤

橋

本

回

橋

山

橋

田

野

米

藤

山

原

嶋

橋

山

山

澤

橋

本

澤

藤

藤

狩

木

辺

谷

田

中

　

藤

藤

川

木

川

斎

高

本

加

高

鈴

田

高

奥

高

菊

沢

久

佐

梅

藤

飛

高

煙

畠

深

高

坂

杉

斎

佐

鷹

鈴

渡

鶴

石

田

湊

進

伊

森

鈴

民 泊 係

給 食 係

輸送交通班長

輸 送 係

駐車場係

競技班長

競 技 係

式典班長

進行・アナウンス係

誘 導 係

筆 耕 係

式典庶務係

出演者係

交通指導隊長

交通指導隊副隊長

交通指導員

防犯指導隊長

防犯指導隊副隊長

防犯指導員

新 田 泰 子  山 下 康 子

肇

桂

樹

修

昭

直
　
　
輝

橋

本

木

澤

西

々

高

坂

佐

大

小

翼

明

則

勉

典

博

稔

　

　

一

山

村

橋

橋

木々

星

野

高

高

佐

一

一

成

康

幸

晋

龍

勇

博

和

橋

賀

橋

形

谷

高

煤

高

山

熊

間

間

米

本

本

久

人

子

子き

寿

幸

ま

本

部

階

々佐

浦

高

彰

子

寿

英

弘
　
一

村

日

間

木

田

本

忍

奥治郎

永 一

西鳥羽 博 子  高 塚 友 美  武 藤 弥 生

高 橋 紀公子

木 本す 武 宏

子

大

太

和

谷

橋

澁

高

子

穣

史澤

橋

飛

高

子

子

圭

絹

橋

橋

高

高

観

一

子

徳

子

明

子

ケ
　
　
久

常

洋

ア

光

由

秀

栄

田

藤

橋

本

川

橋

見

子

美

和

辰

美

芳

藤

津

子

加

嶋

金

宏

子

子

安

繁

章

川

橋

藤

湯

高

後

彦

郎
　
一　
子

太

一　
元

隆

孝

橋

谷

澤

間

高

藤

杉

本

塙

寺

伊

高

坂

石

高

子

信

治

治

子

守

幸

も

昭

芳

義

浩

と

　

博

沢

岡

谷

尾

橋

井

間

戸

藤

熊

樫

高

照

本

夫

子

史

美

悦

子

文

広

子

つ

則

烈

正

敏

栄

え

博

伸

宏

原

山

木

費

藤

山

藤

村

橋

小

小

鈴

鷹

齊

煙

佐

中

高
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大

葵

也

み

帆

美

太

潤

実

仲

輔

美

香

奈

美

紘

穏

華

．

ぐ

　

朱

　

　

　

　

　

菜

　

　

　

　

　

日

貴

　

裕

め

紫

真

翔

　

由

政

亮

華

友

里

友

千

志

明

藤

川

村

林

木

藤

木

橋

橋

岐

田

藤

藤

橋

田

米

藤

井

々

伊

梅

木

小

佐

佐

鈴

高

高

長

村

加

佐

高

藤

久

佐

藤

月

人

史

人

圭

昴

嘉

旭

真

基

子

美

美

紬

子

美

麟

唯

葉

拳

侑

健

彩

慎

藍

識

　

瑞

公

朝

福

　

朋

愛

絵

雲

上

嶋

林

木

藤

藤

橋

橋

井

間

阪

藤

橋

田

田

藤

沢

々

出

井

北

小

佐

佐

進

高

高

照

本

大

佐

高

藤

菊

佐

深

式 典 補 助 員

(順不同・敬称略)

卓

二

香

華

里

郷

弦

子

貴

里

弥

子

純

穂

奈

子

子

奈

里

莉

　

　

　

奈

　

　

　

紀

　

紀

　

津

悠

絵

麻

朱

　

　

加

俊

汐

起

友

羽

亜

花

二

叶

伶

谷

藤

藤

澤

藤

藤

林

橋

橋

谷

田

越

藤

橋

野

藤

藤

野

毎

率

泉

伊

加

小

齊

佐

東

高

高

鶴

藤

大

佐

高

中

加

斉

中

諭

郎

季

穂

子

一　
　
　
　
莉

真

優

志

恵

花

織

実

吹

子

夏

穂

希

奈

嗣

也

哉

樹

晶

美

子

来

実

夏

か

衣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

優

幸

拓

尚

佑

千

成

舞

未

真

綾

あ

潤 一
いずみ

小

真

有

規予子

美 保

式典補助員

美郷町立仙南中学校

小松田

式典音楽隊

美郷町立仙南中学校吹奏楽部

(引率)

田

藤

原

米

藤

藤

藤

川

橋

田

井

川

藤

川

野

森

藤

井

田

　

　

　

　

　

田

　

岡

石

伊

小

久

近

佐

佐

瀬

高

継

藤

大

佐

瀬

停

伊

齊

照

子

生

哉

磨

斗

航

舞

紀

陽

己

成

華

鶴

美

美

美

希

乃

香

由

祥

敏

正

和

龍

　

　

美

　

泰

亮

円

千

郁

瑠

幸

夏

彩

佑

西

田

藤

本

村

林

本

藤

木

橋

橋

井

田

藤

藤

原

川

松

藤

小

飯

伊

岡

木

小

佐

佐

鈴

高

高

藤

山

齊

佐

竹

官

小

佐

米

藤

嶋

田

村

藤

井

田

方

木

田
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

々

久

佐

小

中

木

佐

照

福

皆

佐

諒

咲

希

美

佑

和

子

光

実

美

友

里

味

美

理

　

愛

橋

谷

村

井

橋

本

澤

藤

藤

々

高

糸

竹

平

高

佐

藤

伊

後

愛

来

美

隆

香

望

生

み

子

ゆ

未

真

義

舞

　

　

あ

緑

橋

藤

田

川

藤

本

田

野

谷

々

高

佐

石

梅

伊

佐

中

停

熊

み

姫

純

響

広

玖

織

遥

晶

るな

瑞

　

　

千

美

詩

　

千

子

藤

原

川

木

藤

田

村

方

金

佐

菅

梅

鈴

佐

村

野

吉

明

香

咲

芽

子

美

子

萌

奈

子

由

美

帆

陽

希

規

　

　

起

　

　

　

　

咲

哉

朋

佐

　

佳

由

真

歩

知

　

千

井

藤

橋

島

山

　

見

本

川

藤

藤

田

　

　

　

　

々

高

伊

高

小

中

湊

高

佐

梅

加

佐

麻依
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基

和

也

之

介

日

友

朋

佑

藤

松

木

田

澤

加

小

鈴

武

深

央

渓

里

菜

尋

央

拓

　

詩

晴

千

藤

松

藤

回

中

加

小

佐

田

野

亮

帆

恵

子

翼

平

峻

美
　
　
翔
　
　
翔

矢

西

木

橋

澤

方

々

大

小

佐

高

長

山

上

杉

木

橋

堀

月

々

井

小

佐

高

戸

望

真

子

美

悠

聖

真

愛

津

剪

木

貝

沢

井

粟

草

佐

高

戸

藤

子

蔵

昭

子

子

紀

功

誠

弘

鶴

　

　

イ

千

由

博

ケ

伸

光

　

　

芳

嶋

藤

木

井

山

井

代

原

木々

北

佐

鈴

照

畠

藤

山

藤

佐

原

藤

原

橋

藤

井

崎

木

本

々

小

佐

菅

高

二

藤

山

佐

坂

次

子

子

藤

祥

成

美

明

真

シ

孝

卜

禎

　

誠

一

博

寛

阪

藤

谷

橋

藤

井

元

肥

藤

大

佐

渋

高

二

藤

森

藤

斎

子

雄

克

子

美

子

子

子

樹

里

　

佳

恵

重

清

榮

益

恵

榮

多

正

坂

藤

谷

橋

野

沢

川

田

田

大

佐

渋

高

中

深

松

武

金

林

藤

橋

井

山

小

佐

高

照

畑

子

子

子

子

子

美

美
　
　
美

慶

久

直

栄

朋

春

林

藤

木

井

山

邊

小

佐

鈴

照

畠

渡

美

子

雄

み

浩

子

ゆ

明

英

三

あ

和

幹

澤

藤

藤

井

山

原

小

佐

佐

照

畠

柳

子

美

広

明

原

藤

藤

橋

野

井

小

佐

佐

高

中

細

藤

木

藤

橋

野

井

々

伊

佐

佐

高

中

細

【秋田県立六郷高等学校2年 3組】

競 技 会 補 助 員

(順不同・敬称略 )

裕 一

長 子
雅 子

志津子

万佐子

奏 子
和 ネL
人 美
亜矢佳

幸 栄
晃 耀

浩 保
るみ子

まゆみ

美保子

明 子
美 紀
フ●

【わくわくサポーター】

百合子

義 章
潔

美由紀

由喜子

克 代
康 夫

正 記
陽

代

朗

、ミ

幸

嘉

喜

幸

名

ル

　

昇

和

金

畑

村

谷

川

澤

　

井

田

藤

浦

田

江

木

澁

瀬

飛

原

又

和

工

三

一

子

臣

子

誠

治

喜

彦

【美郷町バドミントンスポーツ少年団保護者会】

弘 美
幸 子
春 美
ゆかり

初

徹
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協  力 者
(順不同・敬称略 )

【医療・救護】

医   師
看 護 師

彦
　
子

照

優

井

井

横

横

晃

美

永

睦

西
　
原

小

辻

藤 岡

佐々木

員

千賀子

【手話通訳】

手話通訳者 小 林 日笑美   大曲仙北手話研究会会員

協 力 団 体
(順不同・敬称略)

大曲仙北医師会 美郷町医療協議会 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 大曲仙北手話研究会

秋田県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部 秋田県高等学校体育連盟県南支部バ ドミントン専門部

秋田県立羽後高等学校 秋田県立大曲工業高等学校 秋田県立西仙北高等学校

秋田県立平成高等学校 秋田県立湯沢高等学校 秋田県立横手城南高等学校

秋田県立横手清陵学院高等学校 秋田県立六郷高等学校 秋田修英高等学校

秋田県中学校体育連盟バ ドミントン専門部

美郷町立仙南中学校 美郷町立千畑中学校 美郷町立六郷中学校

美郷町立金沢小学校 美郷町立仙南西小学校 美郷町立仙南東小学校 美郷町立千畑南小学校

美郷町立千屋小学校 美郷町立六郷小学校 美郷町立六郷東根小学校

美郷町バ ドミントンスポーツ少年団保護者会 JA秋 田おばこ仙南地区女性部 株式会社北都銀行

23‐

哲

子洋

井

藤

照

斉

【民泊協力組織】

後三年国体協力会  元村国体協力会  四ツ谷国体協力会  新田国体協力会  本田国体協力会

下夕堰国体協力会  菅谷地国体協力会  熊堂国体協力会  人卦国体協力会  石町国体協力会

ニツ柳国体協力会  笹巻国体協力会  金西谷地中国体協力会  大久保国体協力会

万願寺国体協力会  釜蓋国体協力会  今泉国体協力会  百目本国体協力会

上千間谷地国体協力会  下千間谷地国体協力会  小町田国体協力会  町田国体協力会

糠渕国体協力会  上森沢国体協力会  下森沢国体協力会  山本一国体協力会

山本二国体協力会  川原国体協力会  谷地川国体協力会  中島・藤原国体協力会

北飯諸国体協力会  橋本国体協力会  鶴水国体協力会  下鶴田国体協力会  披国体協力会

上中野町国体協力会  下中野町国体協力会  佐野国体協力会  上天神堂国体協力会

耳取国体協力会  松ノ本国体協力会  扇田国体協力会  南町国体協力会  上深井東国体協力会

上深井西国体協力会  駅前上甲国体協力会  駅前上乙国体協力会  駅前中国体協力会

駅前下国体協力会  都野国体協力会  川原保国体協力会  中関国体協力会

金沢谷地中国体協力会  森先国体協力会  上前郷国体協力会  中前郷国体協力会

下前郷国体協力会  米ノロ国体協力会  茨島国体協力会  石神国体協力会  上野際国体協力会

下野際国体協力会  明田地国体協力会  上野荒町国体協力会  下野荒町国体協力会

籠林国体協力会  寺田国体協力会  新道国体協力会  長岡森国体協力会



総 貝II

開 催 の 趣 旨

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康増進と

体力の向上を図り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、国民生活を

明るく豊かにしようとするものである。

秋田県で開催する第62回 国民体育大会「秋田わか杉国体」は、「美の国秋田」の多彩な魅力を全

国に発信するとともに、簡素で効率的な大会運営の推進を図りながら、まごころあふれ、感動と出

会いを育む国体を、県民の英知と創造力を結集し開催するものである。

実 施 方 針

1 実施競技

3 競技方法
正式競技は都道府県対抗とし、公開競技についてはそれぞれの実施要項に示す方法とする。

4 ドーピング・ コントロール検査の実施
検査は、国体 ドービング・コントロール規定に基づき実施する。

つ

‘ 会期及び会場地

正 式 競 技 公 開 競 技

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボー ト、ホツケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、セーリング、

ウエイトリフティング、ハンドボール、自転車、ソフトテニス、卓球、

軟式野球、相撲 、馬術、 フェンシング、柔道、 ソフ トボール、

バ ドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、

山岳、カメー、アーチ エリー、空手道、銃剣道、 クレー射撃、

な ぎなた、ボウ リング、 ゴルフ

高等学校野球

スポーツ芸術

期〈
ム 会   場   地 会 場 地 数

平成19年 9月 29日 (土 )

～10月 9日 (火 )

〔11日 間〕

秋田市、

湯沢市、

大仙市、

三種町、

羽後町、

能代市、横手市、大館市、男鹿市、

鹿角市、由利本荘市、潟上市、

北秋田市、にかほ市、仙北市、

五城目町、八郎潟町、美郷町、

大潟村

13市 5町 1村
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5 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
監督及び選手の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、下記のとおりとする。

(1)参加資格

ア 日本国籍を有する者であることとするが、監督及び選手のうち次の者については、日本国
籍を有しない者であっても、成年又は少年の種別に参加することができる。

(ア)出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち永住者 (日本国との平和条約に基づ

き日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定める特別永住者を含む。)

(イ )学校教育法第 1条に規定する学校に在籍する学生又は生徒
ただし、

a 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、就学生及び家族滞在 (中学 3年
生)については、大会実施要項が定める参加申込締切時に 1年以上在籍していること。
b 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、留学生については、参加できな
い 。

(ウ)参加しようとする当該年以前に前号 (イ )の規定に該当していた者。
イ 各競技の選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長と体育協会会長が代表として
認め、選抜した者であること。

ウ 第60回又は第61回大会 (都道府県大会及びプロック大会を含む。)において選手及び監督
の資格で参加した者は、次の場合を除き、第60回又は第61回大会と異なる都道府県から参加

することはできない。

(ア)成年種別

a 平成18年度に学校教育法第 1条に規定する学校を卒業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c ふるさと選手制度を活用する者 (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)

(イ )少年種別
a 平成18年度に学校教育法第 1条に規定する学校を事業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c ―家転住に係る者 (別記 2「一家転住等」に伴う特例措置の考え方による。)

工 選手及び監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 前記のほか、選手については次のとおりとする。
(7)参加選手は冬季大会及び本大会にそれぞれ l競技に限り参加できる。

(イ )回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできない。

(ウ)健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。

(工)都道府県大会及びプロック大会に参加し、これを通過した者であること。

(オ)単一大学又は実質的に単一大学の学生によって構成される団体競技のチームは、参加で

きない。ただし、個人競技で当該競技団体が定めた適正な予選方法により、結果として単

一大学の者が選出された場合は、この限りではない。

(力)ドービング・コントロール検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならな

(2)所属都道府県

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から

選択することができる。
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ア 成年種別
(7)居住地を示す現住所

|イ )勤務地
|ウ | ふるさと (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)

イ 少年種別
17)居住地を示す現住所

|イ )学校教育法第 1条に規定する学校の所在地
|ウ1勤務地
※ 上記に属する都道府県のうち、「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校教育法第 1条
に規定する学校の所在地」のいずれかから参加する場合は、平成19年 4月 30日 以前から本

大会参加時まで、引き続き当該地に、それぞれ居住、勤務、又は通学していなければなら

ない。ただし、次の者はこの限りではない。

・ 成年種別の選手が属する都道府県として「ふるさと」を選択する場合

・ 少年種別の選手が「一家転住」 した場合

(3)選手の年齢基準

ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。
17}成年種別に参加する者は、平成元年 4月 1日 以前に生まれた者とする。

(イ )少年種別に参加する者は、平成 4年 4月 1日 以前に生まれた者から平成元年 4月 2日 以

後に生まれた者とする。

|ウ 1 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、平成19年 4月 1日 を基準とする。

イ (財 )日 本体育協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定

することができる。ただし、年齢の下限は中学 3年生とする。

(4)前記の各事項に疑義のあるときは、(財 )日 本体育協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、

(財 )日 本体育協会がその可否を決定する。

別記1【国民体育大会ふるさと選手制度】

(1)成年種別に出場する選手は、開催基準要項細則第3項 〔本則第8項第1号及び第10項第4号

(参加資格及び年齢基準等)〕 に基づき、下記のいずれかを拠点とした都道府県から参加するこ

とができる。

居住地を示す現住所

勤務地

ふるさと

「ふるさと」とは、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県とす

ア

イ

ウ

＞

る

，

一

(3)「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」
を登録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は、変更できないものとする。

(4)「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第 3項―(1)-1)一
の制限)に抵触しないものとする。

(国内移動選手

(5)ふ るさと選手制度の活用については、原則として、 1回 につき2年以上連続とし、利用でき
る回数は2回 までとする。

(6)参加都道府県は「ふるさと選手」を別に定める様式により、当該大会実施要項で定めた参加
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申込み締切 り期日までに、 (財 )日 本体育協会宛に提出する。

別記 2【「一家転住等」に伴う特例措置の考え方】

転校への特例

次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限 (開催基準要項細則第 3項―(1)一

1)―③)に抵触しないものとする。

(1)こ の特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。

(2)本特例を受けることができるのは、一家転住等やむをえない理由に限ることとする。

(3)「一家転住等」とは、概ね次のことを言う。

ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむをえない理由による一家の転居
(4)転居先の都道府県予選会締切日以前に、次の手続きを終了していること。

ア 別に定める様式により、属していた都道府県体育協会会長及び都道府県競技団体会長の

承認を得ること。

イ 承認を得た書類については、転居先が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体ヘ

提出すること。

6 各正式競技の総合成績決定方法
各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。

(1)次のア、イの得点を合計 したものを都道府県ごとの男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総

合成績 (皇后杯得点)と する。

ア 競技得点
競技得点は、各種別、種目などの第 1位から第 8位までの都道府県に与え、次の 2種類と

する。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れ

ない場合は、少数第 3位以下を切 り捨てる。

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位

種別

4人以下 24′点 21′点 18′点 15点 12点 9点 6点 3点

5人以上 7人以下 40点 35′点 30′点 25点 20点 15点 10′点 5点

8人以上 56′点 48′点 40点 32点 24′点 16′点 8点

種 目 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点

〔注〕「種別」 :種別などに与える競技得点  「種目」 :種目などに与える競技得点
イ 参加得点
参加得点は10点とし、大会 (プロック大会を含む。)に参加 した都道府県に与える。

ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加しなかった場合は

与えない。

(2)各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。ただし、天候その他の事情によリー部競技

が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員会が協議する。

(3)ア ンチ・ ドービング規則違反に関わる得点等の取 り扱いについては、「国民体育大会アン

チ・ ドーピング規則違反に対する制裁措置等取り扱い規則」及び「国民体育大会におけるアン

チ・ ドーピング規則違反が確定した場合の競技順位・得点等の取 り扱い要領」によるものとす

る。
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7表  彰
(1)冬季大会及び本大会を通して実施した全正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に天皇杯

を、同じく女子総合成績第 1位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

(2)冬季大会及び本大会を通して実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位

.から第 8位 までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。
(3)各正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に、国民体育大会会長 トロフイーを授与する。

(4)各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位から第 8位 までの都道府県に、それぞ

れ表彰状を授与する。

(5)各競技の各種別及び各種目などの第 1位から第 8位 までに賞状を授与する。団体競技の場合

は、その都道府県名とチーム全員 (監督を含む。)の氏名を記載したものを都道府県用に 1枚、

更にその都道府県名と個人名を記載したものをチーム全員に授与する。

8 各競技の参加申込み方法
(1)都道府県の体育協会会長及び各競技団体会長は、連署の上、都道府県大会又はプロック大会

において選抜された者及び(財 )日 本高等学校野球連盟が選出したチームを、大会会長あてに申

し込むものとする。

(2)参加申込みは、定められた期限までに所定の様式及び方法により、 (財 )日 本体育協会あてに

行う。

(3)参加申込期限

期 限
"児

技

(1)平成19年 8月 23日 (木 )
水泳、ボート、レスリング、セーリング、自転車、相撲

カヌー、空手道、なぎなた、ボウリング、ゴルフ

(2)平成19年 8月 27日 (月 ) テニス

(3)平成19年 8月 29日 (水 ) 柔道

(4)平成19年 9月 5日 (水 ) 馬術

(5)平成19年 9月 6日 (木 )

陸上競技、サッカー、ホッケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケットボール、

ウエイトリフティング、ハンドボール、

ソフトテニス、卓球、軟式野球、フェンシング、

ソフトボール、バ ドミントン、弓道、ライフル射撃、

剣道、ラグビーフットボール、山岳、アーチェリー、

銃剣道、クレー射撃、高等学校野球

(4)参加申込み様式は、(財 )日 本体育協会が実施競技団体と協議の上、作成する。

(5)参加申込み締切り後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を

交代する場合は、下記あてに文書で届けなければならない。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
イ 秋田県総務企画部国体・障害者スポーツ大会局
ウ 秋田わか杉国体各競技会場地実行委員会
なお、(財 )日 本体育協会に対しては、上記の文書による届け出の後、所定の様式及び方法に
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よる交代 (変更)手続きを行うものとする。

9 大会参加負担金
(1)本大会に選手団 (視察員を除く。)を 派遣する都道府県体育協会は、 1人当たり次のとおり

参加負担金を納入する。

区 分 負 担 金

少年の種別に参加する選手 500円

上記以外の者 (本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等 )
つ

４ 000円

(2)大会参加負担金は、各都道府県体育協会で取 りまとめ、次のとおり納入する。

ア 納入期限
平成19年 9月 6日 (木 )

イ 納入先
みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729
財団法人日本体育協会

10 宿泊申込み

大会参加者は、秋田県総務企画部国体・障害者スポーツ大会局が指定した所定の様式により、

定められた期限までに申し込む。

12 参加章、記念章及び視察員章の交付

参加章、記念章及び視察員章は、次の者に交付する。

(1)参加章

都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技役員

(2)記念章

デモンストレーションとしてのスポーツ行事参加者

(3)視察員章

視察員

‐29-

11 参加選手団本部役員編成及び視察員

(1)参加選手団本部役員は、次のとおりとする。

ア 参加選手500名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計20名以内とする。
イ 参加選手300名以上500名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計15名以内とする。
ウ 参加選手300名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計10名以内とする。
(2)上記役員のほか、 5名以内の顧間を設けることができる。

(3)上記(1)及び(2)に よる本部役員総数の範囲内で、スポーッドクターを帯同するものとする。

(4)参加選手団本部役員の 1日 あたりの編成人数については、上記(1)及び(2)に よる人数を上限

とする。

(5)視察員は、 1都道府県 3名以内とする。ただし、第63回大会から第67回大会までの開催県に

ついては、大分県100名以内、新潟県、千葉県60名以内、山口県、岐阜県40名以内とする。



13 参加上の注意

(1)大会期間中は、交付された参加章、記念章又は視察員章を着用 しなければならない。

(2)参加章及び視察員章着用者は、開 。閉会式を除くすべての競技会場に入場することができ

る。

(3)各都道府県の代表選手は、競技に際し、所属都道府県を明示したユニフォームを着用 しなけ

ればならない。

14 都道府県大会及びブロック大会

正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会 (プロック大会)を開催 し
なければならない。

(1)都道府県の主催団体は、 (財 )日本体育協会及び中央競技団体等関係団体と協議のうえ本要項

に基づき実施要項を作成する。

(2)参加者は、実施要項に基づき当該都道府県の主催団体に申し込む。なお、参加は 1人 1競技

に限る。

(3)申込みは、すべて各競技団体所定の参加申込用紙による。

(4)参加料を徴収する場合の金額は、主催団体が中央競技団体と協議のうえ定める。

(5)競技運営に差し支えない限り、秋田県選手は当該競技のプロック大会を経ることなく本大会

に参加することができる。

15 国民体育大会参加者傷害補償制度

(財 )日 本体育協会及び都道府県体育協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体制を整

えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者全員による国

民体育大会参加者傷害補償制度を運営する。

(1)本制度の対象となる参加者は、国民体育大会都道府県予選会、プロック大会及び本大会に

参加する全ての選手、監督及び選手団本部役員 (顧間を含む)とする。

(2)大会参加の都道府県体育協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加者数に

応じた制度負担金を、(財 )日 本体育協会に納入する。なお、制度負担金については次のとおり

とする。

区 分 制度負担金

都道府県大会のみの参加者 一人あたり 700円

プロック大会及び本大会の参加者 一人あたり1,000円

(3)納入期限及び納入先については別途 (財 )日 本体育協会から都道府県体育協会へ通知する。

16 デモンストレーションとしてのスポーツ行事
デモンストレーションとしてのスポーッ行事は次表のとおりとし、実施については、同スポー

ツ行事実施基準に基づく実施要項による。

会 場 地 会場地数

パワーリフテイング

秋 田 市 10市 3町武術太極拳

3B体操
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デモンス トレーションとしてのスポーツ行事 会 場 地 会場地数

ソフトバレーボール

秋 田 市

10市 3町

ゲー トボール

ビリヤードナインボール

ユニカール 大 館 市

秋田県 8人制バレーボール
湯 沢 市

スカイスポーッ

ラージボール卓球 鹿 角 市

パークゴルフ
由利本荘市

インデイアカ

オリエンテーリング 潟 上 市

グラウンド・ゴルフ
大 仙 市

フライングディスク
.

綱引 三 種 町

ママさんバスケットボール 能 代 市

トレッキング 八 峰 町

子ども相撲 井 川1 町

バウンドテニス 横 手 市

デュアスロン 仙 北 市

17 その他

(1)参加申込み及び宿泊申込みが、定められた期限までに行われない場合、または、参加負担金

が定められた期限までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

(2)その他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。
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第 62回国民体育大会バドミントン競技実施要項

1 期 日   平成 19年 10月 5日 (金 )か ら 10月 8日 (月 )ま で (4日 間)

2 会   場   美郷町  美郷総合体育館

種  別 監   督 選   手 参加都道府県 小   計 〈
口 計

成年男子
＾
、〕 16

444
成年女子

ｎ
● 47 188

少年男子
０
０ 32 128

少年女子 3 16 64

予選方法

成年男子、少年男子、少年女子はプロック大会を通過 したチームが本大会に出場する。

プロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとお りとする。

種  別 10月 5日 (金 ) 10月 6日 (土 ) 10月 7日 (日 ) 10月 8日 (月 )

成年男子 1  回   戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦 。決勝

成年女子 1  回   戦 2回 戦 ・ 3回 戦 準々決勝・準決勝

少年男子 1  回   戦 2  回   戦

少年女子 1  回   戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

プロック名 都 道 府 県 名
成年

男子

少年

男子

少年

女子

北 海 道 北海道

5纂:   ゴヒ 青森、岩手、宮城、山形、福島 ，
４ 4 ，

＾

関   東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨
ワ

一
ｎ́
・

（
∠

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ，

一

ｎ
Ｏ

つ
一

東   海 静岡、愛知、二重、岐阜 ，

一

近   畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 つ
ヽ 4 ，

一

中  国 鳥取、島根、岡山、広島、山口

四   国 香川、徳島、愛媛、高知 ，

一

九   州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄
つ
一

＾
Ｏ

つ
乙

開 催 地 秋 田

計 16 32 16
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3 種別及び参加人員

64

4 競技上の規程及び方法

(1)平成 19年度の (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則による。

(2)各種別とも 1複 2単 による都道府県対抗 トーナメン ト方式とし、うち 2試合を得た方を勝ちと

し、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、 3位決定戦を行 う。

3位決定戦・決勝

準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

一
、）



6 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準

総則 5に定めるところによる。

7 総合成績判定方法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は 、競技得点と参加得点の合計 と

し、その得点の多い都道府県順に第 1位から第 8位までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有 し、次の順位を欠位 とする。

(1)競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子

子

男

女

年

年

成

成

子

子

男

女

年

年

少

少

成 年

　

　

年

女

　

　

女

子

　

　

子少

各種別とも 1位 24点、2位 21点、3位 18点 、4位 15

点、5位 (4チーム)各 7.5点 の競技得点を与える。

(2)参加得点

大会 (プ ロック大会も含む。)に参加 した都道府県に 10点 を与える。ただし、プロック大会で

本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場合は与えない。

8 表   彰

(1)男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位までの都道府県に、表彰状を授与する。

(2)男女総合成 1位の都道府県に、大会会長 トロフィーを授与する。

(3)各種別の第 1位から第 8位 までに、賞状を授与する。

9 ,加 申込み方法
〈1)所定の参加申込ファイルヘ必要事項を入力の上、所属都道府県体育協会を通じて、平成 19年 9

月 6日 (木 )ま でに (財 )日 本体育協会へ提出 (ア ップロー ド)す ること。

(2)締切期限以降は参加申込ファイルの提出が受け付けられなくなるので、締切期限を厳守するこ

と。

(3)参加申込み締切 り後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を交

代する場合は、下記のア・イ・ ウの事務局あてに文書で届け出なければならない。ただし、監督

会議開催前までとする。

ア 〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育会館内
(財 )日 本バ ドミントン協会

TEL 03-3481-2382    FAX 03-3481-2456

イ 〒010-8572 秋 田県秋 田市山王 3丁 目 1番 1号

秋田県総務企画部国体・障害者スポーツ大会局

TEL 018-860-5214    FAX 018-860-5211

ウ 〒019-1234 秋 田県仙北郡美郷町飯詰字北中島 35-1 美郷町仙南庁舎内

秋 田わか杉国体美郷町実行委員会事務局

TEL 0187-84-4916    FAX 0187-83-3106

なお、(財)日 本体育協会に対 しては、上記への提出後、別途、所定のファイルにより提出 (ア

ップロード)すること。
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10 参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦 15cm、 横 30cmの範囲内で都道府県名を明示すること。文字

は、上衣背面の都道府県名明示部分の色 と明確に区別できる文字色の漢字とする。

【例】

30cm

秋
■
■
■
■ 15cm

11 そ の 他

(1)組合せ抽選会

日 時  平成 19年 9月 8日 (土 ) 午後 1時

場 所  岸記念体育会館 会議室

〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1
TEL 03-3481-2382

(2)

(3)

(4)

議会

時

所

督監

日

場

議会

時

所

判審

日

場

式

時

所

彰表

日

場

平成 19年 10月 4日 (木 )午後 3時

美郷町仙南公民館

〒019-1234 秋田県仙北郡美郷町飯詰字北中島 37-1
TEL  0187-83-2280

平成 19年 10月 4日 (木 )午後 4時

美郷町仙南公民館

〒019-1234 秋田県仙北郡美郷町飯詰字北中島 37-1
TEL  0187-83-2280

平成 19年 10月 8日 (月 )午後 2時

美郷町 美郷総合体育館
〒019-1234 秋田県仙北郡美郷町飯詰字糠渕 18-1
TEL  0187-86-8300
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時

所

第次

日
　
場
　
式

１

　

２

　

３

表 彰 式 次 第

平成 19年 10月 8日 (月 )午 後 2時

美郷町 美郷総合体育館

―集合整列―

(13:40) 監督 。選手・役員集合

(13:50) 選手 。役員 」 = 了

式  典

1 開 ●

2   選

3

4

◇

8   大 ン協会旗・

秋 田

9
立
ｏ
几

立
υ
″

歓送の

■日
物万

■́

`ゝ

ぐ

彰

会会長挨拶

団退場

役員退場12

-35
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表彰式入退場行進順路図

入場順路

…

■‐ 退場順路

¬

競
技
補

助
員

競

技
会
プ

ラ
カ
ー

ド

男

女

総

合

女

子
総
合

成

年

女

子

少
年
男

子

競
技
補
助
員

匡コ

競
技
会
プ

ラ
カ
ー

ド

男

女

総

合

女

子
総

合

成
年
女

子

少
年

男

子

成

年

男

子

成
年

男

子

少
年
女

子

少
年
女
子

競
技
役
員

整 列 位 置

ステージ

■ ■ ■ ■■ ■|■■

式典音楽隊

-36-

□ □ □ □ □ □ □
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日

Ａ
＝
＝
日

△
＝
＝
日



競 技 日 程

監 督 会 議  平成 19年 10月 4日 (木 ) 15時00分 美郷町 仙南公民館

審 判 会 議  平成 19年 10月 4日 (木 ) 16時 00分    美郷町 仙南公民館

10月 5日 (金 ) 10月 6日 (土 ) 10月 7日 (日 ) 10月 8日 (月 )

ラ未言
郷
町
当ι
ラ六
=

郷
総
′ヽ
ロ

体
育
館

成年女子 (W)

1回戦 (7試合)

11:30～

成年女子 (W)

2回戦 (8試合)

9:30～

成年男子 (M)

準々決勝 (4試合)

9:30～

成年男子 (M)

成年女子 (W)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

3位決定戦

9:30～

成年女子 (W)

1回戦 (8試合)

13:00～

成年女子 (W)

2回戦 (8試合 )

11:00～

少年女子 (G)

準々決勝 (4試合)

9:30 ～

少年男子 (B)

1回戦 (8試合)

14:30～

成年男子 (M)

1回戦 (8試合 )

12:30～

成年女子 (W)

準々決勝 (4試合)・

11:30～

少年男子 (B)

1回戦 (8試合)

16:00～

少年女子 (G)

1回戦 (8試合)

14:00 ^ウ

少年男子 (B)

準々決勝 (4試合 )

11130^‐

少年男子 (B)

2回戦 (8試合 )

15:30～

成年男子 (M)

準決勝 (2試合)

13:30～

成年男子 (M)

成年女子 (W)

少年男子 (B)

少年女子 (G)

決 勝 戦

10:30^‐

成年女子 (W)

3回戦 (8試合)

17:00～

少年女子 (G)

準決勝 (2試合)

13:30～

成年女子 (W)

準決勝 (2試合 )

15:30～

少年男子 (B)

準決勝 (2試合 )

15:30～

表  彰  式 平成 19年 10月 8日 (月 ) 14時 00分    美郷町 美郷総合体育館
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ブ ル

月   日

開始時間

1 2 3 4 5 6 ′ 8

第 1 日目

10月 5日

(金 )

11:30 W  l ヽ
～

7 2 Vヽ 3 W 4 W 5 W 6 W 7

13:00 /ヽ 8 Vヽ 9 W10 Vヽl l W12 W14 W15

14:30 B  l B  2 B  3 B 4 B 5 B  6 B  7 B  8

16:00 B  9 B10 Bll B12 B13 B14 B15 B16

第 2 日目

10月 6日

(土 )

W16 ヽ′18 W19 W20 W21 Vヽ22 W23

W24 W25 W26 W27 Vヽ28 W30 W31

12:30 M l �1  2 M 3 1ヽ 4 M 5 ′ヽ1 6 M  7 M 8

14:00 G   l G 2 G 3 G 4 G 5 G 6 G 7 G 8

15:30 B17 B18 B19 B21 B22 B23 B24

17:00 W32 W33 W34 W36 W38

第 3 日目

10月 7日

(日 )

9:30 M 9 G 9 M10 G10 Gll Mll G12 M12

11130 Vヽ40 B25 W41 B26 B27 W42 B28 W43

13:30 M13 M14 (〕 13 G14

15130 W45 B29 B30

第 4 日目

10月 8日

(月 )

W46 B31 M15

10:30 W47 B32 M16 G16

14:00

※ Mは成年男子、Wは成年女子、Bは少年男子、Gは少年女子

※ 10月 5日 (金)の第 1試合 (成年女子Wl～W7)の 公式練習は、若番より11:30か ら5分間ずつ行う。

は 3位決定戦

タ イ ム テ ー

■■■■ は決勝戦、

W13

9:30 W17

11:00 . W29

B20

W35 W37 W39

W44

9:30 G15

表   彰   式

※
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組 合 せ 表

【成年女子(VV)】

都道府県γ

5曰 6日 7日 8日 7日 6曰 5日
[

2回
用
3回戦準々
決勝

決勝 +*Dl 準
々

決勝
3回 2回 1回戦

埼 玉 県 1

佐 賀 県 2

滋 賀 県 3

二 重 県 4

富 山 県 5

北 海 道 6

高 知 県 7

栃 木 県 8

山 口 県 9

沖 縄 県 1。

秋 田 県 11

兵 庫 県 12

静 岡 県 13

福 井 県 14

群 馬 県 15

福 島 県 16

長 崎 県 17

岡 山 県 18

山 梨 県 19

宮 崎 県 20

香 川 県 21

奈 良 県 22

宮 城 県 23

24岐 阜 県

25福 岡 県

26鳥 取 県

27 和歌山県

28東 京 都

29石 川 県

∞ 大 阪 府

31山 形 県

32茨 城 県

33 鹿児島県

34徳 島 県

35広 島 県

36 神奈川県

37新 潟 県

“
岩 手 県

39大 分 県

40愛 知 県

41愛 媛 県

42京 都 府

43島 根 県

“
長 野 県

45千 葉 県

46青 森 県

47熊 本 県

,16
9:30

8

13:00
1

11:30 86

17:0032

17:00 9

13:00
117

9:30
25

11 00

40

30
42

1 1 1

118

9:30 261
11:002

11:30 l 0

31 00
33

17:00 37

17:00
3

11:30 11

13:00119

9:30 47
271

11:()(,
10:30

44

15:30

5

15:30

120
9:30 28

4
11:30

l 00

12

13:OO
34

17:00 38

17:00
5

11:30 13

13:0021

9 30
29
11 0()

4 1

1 30
13

1 1 30

9

22

30
301

11100
6

11:30

35

17:00
39

17 00

7

1li30
15

13i00
2 3 |

311
11:00

9 30

-39‐

|

241

11:00

:30

|

|

14

13:00

3社決定戦

|「_L¬ |

|14611
119:3011
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都道府県名

5日 6日 7日 8日 7日 6日 5口
‐1_¨  | ,

1回戦 2回戦
準々

決勝
a*Dl 準々
決勝

2回戦 1回戦

埼 玉 県 1 17熊 本 県
1

14:30

9

16:00

長 崎 県 2 18石 川 県
21

15:30

富 山 県 3 19福 島 県
2

14:30

10

16:00

山 形 県 4 20兵 庫 県
25

30

27

1 11:

|

|

|

|

|

|

|

30

宮 城 県 5 21 東 京 都

3

14:30

11

16:00

沖 縄 県 (, 22山 口 県
22

15:30

高 知 県 7 23宮 崎 県
4

14:30 32
12

16:00

滋 賀 県 8
0 30 24香 川 県

29

15:30 |

|

|

1

[

[

|

l

l

l

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

1

|

!

決定戦

30

15:30

大 阪 府 9 25岡 山 県
5

14:30

13

16:00

千 葉 県 1。 26 奈 良 県

19

15:30 |

|

:

|

[

|

!

"[11:

23

15:30

岐 阜 県 11 27 青 森 県

6

14:30

14

16:00

秋 田 県 12 28 神奈川県
26

30

栃 木 県 13 29

30

群 馬 県
7

14:30
15

16:00

福 岡 県 14 愛 知 県
20
15:30

24

15:30

鳥 取 県 15
1位 31 鹿児島県

8

14:30

|

「

~~¬
1311

19i301

16

16:00

北 海 道 16 32 福 井 県

組 合 せ 表

【少年男子 (B)】

4()

17

15:30

18

15:30

ll



都道府県名
6日 7日 8日 7日 6目

都道府県名
1回戦 準々決勝 準決勝 決 勝 準決勝 準々決勝 1回戦

富 山 県 1

岩 手 県 2

奈 良 県 3

東 京 都 4

官 城 県 5

佐 賀 県 6

岡 山 県 7

北 海 道 8

l 5

12

9秋 田 県

lo香 川 県

11新 潟 県

12熊 本 県

13愛 知 県

14滋 賀 県

15広 島 県

16埼 玉 県

12: 30

9

ll

9130

2 16

10:30
6

12:3012

13 14

13:3013

12

7

12:30

10

9:30 3位決定戦
|

「

~~~¬

1 15 1
1 9:301

12

30

4

12:30 12:30

組 合 せ 表

【成年男子(M)】

【少年女子(G)】

都道府県名
6日 7日 8日 7日 6日

都道府県名
1回戦 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 1回戦

石 川 県 1

東 京 都 2

熊 本 県 3

官 城 県 4

愛 媛 県 5

秋 田 県 6

広 島 県 7

兵 庫 県 8

1 5

14:00

9 討 [lrt

10   ヽ・え :tF

ll モ i口  '1

12 言 ] |ミ

13ぎ 」 .ミ

14 1ヒ  毎 1

15  
‐
] 1」  ■

16テ 栞 .ミ

14

9

11

9:30

2 16

10:30

6

14:0014

1 14

13:3013:

3 7

14:0014:

1

3位決定戦
12

[

「

~~~■

l 15 1
1 9:30[
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バドミントンを楽 しく見 るために

バドミントンQ&A

ン ンのノい―ツ

A バドミントンの誕生のもとになった羽根つき遊びは、古くから世界中で楽しまれていました。近世になって、

こうした遊びはバトルドアー・アンド・シャトルコックと呼ばれるようになりました。 (′ トヽルドアーとはラ

ケットのことです。)バ ドミントンの名の由来となったボーフォート公爵の居城バドミントン・ハウスにおい

てもバトルドアー・アンド・シャトルコックが盛んに行われていました。

1860年頃になつて、ある玩具業者が、ラケットとシャトル、それにネットを加えてワンセットにし、バド

ミントン・ハウスの名を借りて、「バドミントン・バトルドアー」と名付けて売り出しました。この遊びの名

前が省略されて「バドミントン」と呼ばれるようになったと考えられます。

その後、イギリスの植民地などにさまざまなノレールで普及していきました。そこで、ルールを統一しようと

いう動きが生まれて、1893年にバドミントン協会が設立され、アソシエーション・バドミントンが誕生した

のです。

これが今日、私たちがバドミントンと呼ぶところのものです。

(日本教職員バドミントン連盟100問集より抜粋)

ュ_△Lミ∠■2とは_と′～なスポーツですか?

A① ネットを挟んでラケットで羽根 (シャトノ② を打ち合うものです。コートの外に落ちたり、コートの内
や外であっても床に落ちる前に身体やラケットにシャトルがタッチすれば失点 (フォルト)になります。

② 試合には、相対する1人が行うシングルスと2人が行うダブルスがあります。

③ ダブルスには、男同士、女同士でペアを組むものと、男女でペアを組むもの (ミ ックスダブルス)があ
ります。

Q バ ドミントンの羽根 (シャトル)はどんなものですか'
コルクの台に、ガチョウ、またはアヒルの羽根を16枚取り付けます。重さは5g程しかありません。

ラケッ卜の長さや重さはど型立I園望望

A 規定ではフレームの全長が68cm以 内、幅23cm以 内と決められています。重さは80～ 86gが主
流となっています。 (カーボン、チタン等)

Q 打たれた時のシ Zの丞ピニドはどれ位ですか
'

A 下向きに強く打つスマッシュのとき、世界の一流選手の初速は 3∞hを超えます。その速度は瞬間的には
新幹線より速いのです。現在の最速記録は、男子が 332km、 女子が 267k[oです。

バ

Ａ
　
　
　

Ｑ

I ltv= v

Q ,新幹線より塾上Lス ピードのものをど立して打ち返すことができるのですか
'

Aラ ケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になると減速します。初速と終速
の差が一番大きいスポーツです。

また、慣れてくると飛んでくるシャトルのコースを予測できるようになります。
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Q どうすれば、得点 (ポイント になります か '
A 昨年の兵庫国体までは、サービス権をもっているサイドがラリーに勝った時だけ得点になりましたが、秋

田国体からはサービス権の有無にかかわらず、ラリーに勝った時にポイントになるラリーポイント制に変わ

りました。

Q 試合の得点は何点で勝敗カゞ決まるのですか'
A 全ての種目で、 1ゲームは21点で行います。試合は、 3ゲームで行い2ゲームを先取した方が勝ちです。

しかし、スコアが20点オールになった時は、その後最初に2点 リードした方が勝ちとなります。また、

スコアが29点オールになった時は、30点目を得た方が、そのゲームの勝者となります。

※ 詳しくは、「 Iり;ししツ́ ―ノ刻 について」をご覧くださしヽ

≪国体バドミントン競技について≫

Q壺製』墜_塗ZttLD_生:壁Z塑:壼≧ユ主塑 ヨ_
A成 年男子・成年女子・少年男子・少年女子の4種別があります。

Q 参加県はどのように決めるので二企?

A 「2007年秋田わか杉国体」では、成年女子は47都道府県が、成年男子、少年男子、少年女子は全国を

9ブロックに分けて行う各プロック大会を勝ち抜いた都道府県が参加します。成年男子と少年女子は開催県

(秋田県)を含む16チーム、少年男子は開催県 (秋田県)を含む 32チームの参加となります。

1チームは、監督 1人・選手 3人の4人で編成します。

Q 試合はどのようにして行いますか。
A 8コ ートを使って、すべて都道府県対抗の団体戦トーナメント方式で行います。

試合は、①ダブルス②シングルス③シングルスの順で行い、先に2勝したチームが勝ちとなります。なお、

勝敗決定後のゲームは行いません。

Q 天皇材′尋点・皇后杯得点は、どのようにして決まるのですか'
A 得点には、競技得点と参加得点があります。競技得点は、各種別ともに 1位 24点、 2位 21点、 3位 1

8点、4位 15点、 5位 (4チーム)7.5点 です。参加得点は、大会 (プロック大会を含む)に参加した

都道府県に 10点を与えるものです。但し、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加

しなかった場合には与えられません。この競技得点と参加得点の合計が総合得点になります。

天皇杯の対象種別は、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子で、皇后杯の対象種別は、成年女子と少

年女子です。

●  ◆
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「 新 しい ル ー ル 」に つ い て

平成 18年 10月 1日 から採択 された新 しいルールの概要は次のとお りです。

競技規則に関連したもの

(1)21点 を先取したサイ ドが、そのゲームでの勝者となる。 (7.2)
ただし、 20点オール、 29点オールの場合を除く。
(2)ラ リーに勝ったサイ ドが、 1点ずつ得点する。 (7.3)
(3)ス コアが 20点オールになった場合には、その後最初に 2点 リー ドしたサイ ドがそのゲ
ームでの勝者となる。 (7.4) → そのとき主審は、「20オール」とコールする。
(4)ス コアが 29点オールになった場合には、 30点 目を得点したサイ ドが、そのゲームで
の勝者となる。 (7.5) → そのとき主審は、「29ゲーム (マ ッチ)ポイントオール」と
コールする。

(5)エ ンドの交替 (8.1)
① 第 1ゲームを終了したとき。
② 第 2ゲームを終了したとき。(第 3ゲームを行う場合):表現の変更
③ 第 3ゲームで、どちらかのサイ ドが最初に 11点に達したとき。
(6)サービス (9.1)
① サービスの「不当な遅延」の規程 :サーバーのラケットヘッドの後方への動きが完了し
た時点が、サービスの始まりを不当に遅らせているかどうかの判断基準となる。

※ この判定は、主審もサービスジャッジもできる。
② ウエストラインの規程 :ウ エストとは、肋骨の一番下の部位の高さで胴体の回りの仮想
の線。

③ サーバーの持つラケットヘッドとラケットを持つ手との位置関係の記述と図が削除さ
れた :シャフトの向きのみ。

試合形式概要

´

主な内容は次のとおりです。

1 スコアリングシステム
◎ 21点 ×3ゲーム (2ゲーム先取)で行 う。
◎ 20点 オールになったら、その後最初に 2点 リー ドしたサイ ドの勝ち。
◎  29点 オールになったら、先に 30点 目を得点したサイ ドの勝ち。
2イ ンターパル
◎ すべてのグームで、一方が 11点を取ったときに60秒を超えないインターバルを認める。
◎ ゲーム間には120秒を超えないインターバルを認める。
3サ ービス権
◎ ダブルスの場合、各ゲームの最初のサービスの後はラリーに勝ったサイドが得る。
(ダブルスのセカンドサービスはなくなった)

′
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(7)シ ングルスのスコアリングとサービング (10.3)
① サーバーがラリーに勝ったとき、そのサーバーは 1点を得る。 (10.3.1)そ して同じサ
ーバーがもう一方のサービスコー トから、再びサープする。

② レシーバーがラリーに勝ったとき、そのレシーバーの方が 1点を得る。そしてそのレシ
ーバーが新サーバーとなる。 (10.3.2)

(8)ダ ブルスのスコアリングとサービング (11.3)
① サービスは、それぞれのサイ ドで 1回のみ、ラリーに負けるまで続ける。 (ダブルスで
は、セカンドサービスがなくなった。)

② サービングサイ ドがラリーに勝ったとき、そのサイ ドは 1点を得て、同一サーバーがサ
ービスコー トを替えてサービスを行う。 (11.3.1)

③ レシービングサイ ドがラリーに勝ったとき、そのサイ ドにサービス権が移動し、同時に
そのサイ ドは 1点を得て、新しいサービングサイ ドになる。そして、次のサービスを行う。

(11.3.2)

そのとき、自得点が偶数なら右の、奇数なら左のサービスコー トから、その位置にいる

プレーヤーがサービスを行う。 (11.1)

④ サービスの連続 (順番)(11.4)
ゲームの始まりのサーバー → 最初のレシーバーのパー トナー →
→ 最初のサーバーのパー トナー → 最初のレシーバーヘ

(9)サ ービスコー トの間違い (12.1):かなり省略された
① サービスやレシープの順番を間違えたとき。
② 間違ったサービスコー トからサーブしたリレシープしたりしたとき。
③ もしサービスコー トの間違いが見つかったときは、間違いは訂正することとし、スコア
はそのときのままにする。 (12.2)

(10)イ ンターバル (16.2):コ ーチ、アドバイス、コー トから離れることができる。

① 各ゲーム中に、どちらかのサイ ドのスコアが 11点になったとき、60秒を超えないイ
ンターバル。

② 第 1ゲームと第 2ゲームの間と第 2ゲームと第 3ゲームの間に 120秒 を超えないイ
ンターバル。

(11)ア ドバイスとコー トを離れること (16.5)

① シャトルがインプレーでないときのみ、プレーヤーはマッチ (試合)中アドバイスを受
けることができる。

② プレーヤーはインターバルを除き、マッチ (試合)が終了するまで、主審の許可なしに
コー トを離れてはならない。

(12)違反に対する処置 (16.7)
どちらか一つのサイ ドが不品行な振舞いをした場合の手続きは現行どおり。ただし、 1

度「フォル ト」を受けた後、 2度 目の「フォル ト」を受けた場合、不品行な振舞いを続け

たとして、競技役員長 (レ フェリー)に より、失格させられることがある。

(13)主審によるオーバールールの適用 (17.5)

主審は、もし線審が明らかに間違ったコールをしたと確信する場合には線審の判定を変

更することができる。
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都道府県別参加人員一覧表

ブ

ロ

ン

ク

都
道
府

県

監

督

成
年
男

子

成
年
女
子

北 海 道 4 3 3

少

年

男

子

少

年

女
子

計

ブ

ロ

ツ

ク

都
道
府
県

監

督

滋 賀 県 3

京 都 府 1

近

大 阪 府 3

兵 庫 県 3

畿
奈 良 県 3

和 歌 山県 (1)

成
年
ロ
フフ

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少
年
女
子

計

」ヒ

海
道

東

」ヒ

3 3 16

3 3 3 12

3 4

12

12

12

青 森 県 3 3 3 3 12 3 3 3

岩 手 県 2 3 3 3 3 3

官 城 県 4 3 3 3 3 16 3 3 3

秋 田 県 4 3 3 3 3 16 3 3

山 形 県 2 3 3 8

中

国

四

国

鳥 取 県 2 3 3 8

福 島 県 2 3 3 8 島 根 県 1 3 4

関

東

茨 城 県 1 3 4 岡 山 県 4 3 3 3 3 16

栃 木 県 , 3 3 8 広 島 県 3 3 3 3 12

群 馬 県 2

4

2

4

3 3 8 山 口 県 2 3 3 8

埼 玉 県 3 3 3 3 16 香 川 県 3 3 〔〕 3 12

千 葉 県 3 3 8 徳 島 県 1 3 4

8

8

東 京 都 3 3 3 3 16 愛 媛 県 2

2

3

2

3

神奈川 県 3 3 8 高 知 県 3

山 梨 県 1 3 1

九

州

福 岡 県 3 3 3 12

1ヒ

信

越

新 潟 県 2 3 3 ト 佐 賀 県 3 3 8

長 野 県 1 3 4 長 崎 県 3 3 8

富 山 県

石 り|1 県

福 井 県

4 3 3 3 3 16

12

8

熊 本 県 4 3 3 3 3 16

3 3 3 3 大 分 県 1 3 4

2 3 3 宮 崎 県 2 3 3 8

東

海

静 岡 県 1 3 4 鹿 児 島県

沖 縄 県

2 3 3 8

愛 知 県 4 3 3 3 3 16 2 3 3 8

二 重 県 1

岐 阜 県 2

3 4

総 計 110 18 141 96 48 443
3 3 8

※ 監督欄のカッコ書きは選手兼任監督
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成年男子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

北 海 道

監督

選手

選手

選手

松 村 徳 市

橋 村 竜 彦

多 田 亮 太

竹 村   純

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

岩 手 県

監督

選手

選手

選手

石 メ|1  聡

松 浦   翔

村 上 竜 也

佐々木 翔 太

JR東 日本

早稲田大学

中央大学

法政大学

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

草 井   篤

諸 多 大 輔

天 野 真 一

大 島 一 央

株式会社NTT東 日本―宮城
テルウェル東日本株式会社東北支店

株式会社NTTソ ルコ

株式会社NTTソ ルコ

秋 田 県

監督

選手

選手

選手

鈴 木

佐々木

菅 野

鉦

理 之

翔

俊 助

佳 平

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

監督

選手

選手

選手

中 條   彪

井 上 知 也

遠 藤 大 由

山 田 和 司

日本ユニシス卿

日本ユニシス側

日本体育大学

日本体育大学

東 京 都

監督

選手

選手

選手

柳 谷 辰 哉

松 本   徹

新 開 裕 介

山 口 公 洋

東日本電信電話株式会社

東日本電信電話株式会社

東日本電信電話株式会社

東日本電信電話株式会社

新 潟 県

監督  大

選手  柴

選手  堀

選手  星

月

原

川

野

実

啓 紀

善 生

健太朗

日本パール容器 (株 )

NPO法人新潟バドミントン・プロモーション

法政大学

日本大学

富 山 県

監督

選手

選手

選手

今 泉   勉

平 田 典 靖

劉   志 遠

菊 田 健 一

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社

トナミ運輸株式会社
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都道府県別出場監督・選手一覧表

成年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

馬 場 直 樹

稲 垣 翔 悟

有 田 裕 佑

三 浦 時 央

東海興業株式会社

名古屋経済大学市屯

“

高校

東海興業株式会社

日本体育大学

滋 賀 県

監督

選手

選手

選手

酒 井 良 之

数 野 健 太

早 り|1 賢 一

早 崎 修 平

滋賀女子短期大学

日本大学

日本大学

日本大学

奈 良 県

監督

選手

選手

選手

村 山

伊 藤

浦 窪

井 谷

友

雅

文

禾日

俊

也

弥

NTT西 日本

天理大学

近畿大学

近畿大学

岡 山 県

監督  藤

選手 佐

選手  永

選手 佐

原

イ白

井

イ白

道 弘

浩 一

大 吉

祐 行

JFEス チール (株 )

東日本電信電話 (株 )

ラケットショップナガイ

日本大学

広 島 県

監督

選手

選手

選手

尾 崎   清

花 本 大 地

中 村 陽 祐

大 田 圭 祐

財団法人広島市産業振興センター

マツダ株式会社

広島大学

日本体育大学

香 川 県

監督  中

選手  竹

選手  福

選手  山

オ」
‐

川

田

下

亨

慶 二

真 也

貴 士

佐 賀 県

監督

選手

選手

選手

田 中 昌 樹

山 下 大 介

山 口 博 之

山 下   豪

多久市立南部小学校

YBS

NTT東 日本

株式会社ジャ トコ

熊 本 県

監督

選手

選手

選手

村 中 陽 介

花 田 政 文

橋 本 博 且

武 山 修 三

YKKAP九 州事業所
YKKAP九 州事業所
日本体育大学

YKKAP九 州事業所
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備  考

北 海 道

監督

選手

選手

選手

角

永

竹

村

谷 淳 一

野 陽 子

内 由佳利

山 祐 美

株式会社NTT東 日本一北海道

早稲田大学

北翔大学

北翔大学

青 森 県

監督

選手

選手

選手

工 藤
~ 
月

穴 井

原

峰 靖

恵

友 喜

麻衣子

藤崎町役場

東海女子短期大学

専修大学

法政大学

岩 手 県

監督

選手

選手

選手

鈴

川

石

田

木

村

川

鎖

広 志

益 美

恵 理

志 穂

富士通岩手工場

日本興亜損害保険

前沢保育所あおぞら園

日本体育大学

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

山

イヽ

服

,フ
¬
~

並 正 人

川 尚 子

部 麻 衣

山   愛

ラケットショップ広瀬

株式会社七十七銀行

株式会社七十七銀行

株式会社七十七銀行

秋 田 県

監督

選手

選手

選手

鈴 木 康 修

三 好 奈 緒

金 上 路 子

下 崎   彩

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

株式会社北都銀行

山 形 県

監督

選手

選手

選手

小 関 勝 也

鈴 木   希

鈴 木   碧

瀧 日 瑠 美

小関織物業

明治大学

日本体育大学

(株)でん六

福 島 県

監督

選手

選手

選手

斉 藤 清 人

出 口 文 乃

山 下 紋 可

相 沢 理 沙

浪江高等学校津島分校

東芝エレベータ (株)東京支社

富岡第一中学校 ・

東海大学

茨 城 県

監督

選手

選手

選手

大 山 宏 司

綿 弓1 悠 貴

大 飼 菜 月

藤 澤 香 織

日立化成工業株式会社

日立化成工業株式会社

日立化成工業株式会社

日立化成工業株式会社
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

栃 木 県

監督

選手

選手

選手

笠 井 孝
笠 原

相 良

諸喜田 恵

之

唯

工L
クハ

禾ll

日産自動車い栃木工場

東京女子体育大学

日本女子体育大学

日産自動車い栃木工場

群 馬 県

監督  今

選手  飯

選手  石

選手  中

井

島

川

原

勇 司

敬 美

育 実

唯 衣

群馬県立伊勢崎清明高校

高崎経済大学附属高校

明治大学

青山学院大学

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

小 室 恭 子

岩 脇   史

大 ・熊 倫 子

広 岡 まり香

尚美学園大学

NTT東 日本
ヨネックスm
NTT東 日本

千 葉 県

監督

選手

選手

選手

浜 野

亀 谷

濱 島

鈴 木

一 男

望

未 来

美希子

千葉市役所

(株)ヨ ネックス

(株)ヨ ネックス

法政大学

東 京 都

監督

選手

選手

選手

落 合

今別府

本 田
三 浦

久 夫
靖 代

いずみ

ちひろ

日本橋女学館高等学校

ヨネックス (株 )

東日本電信電話株式会社

東日本電信電話株式会社

神奈川県

監督

選手

選手

選手

鶴 見 和 彦

坂 田 雅 美

伊 東 可 奈

内 藤 真 実

神奈川県立元石川高等学校

NECフ ァブサーブ株式会社
日本体育大学

日本体育大学

山 梨 県

監督

選手

選手

選手

滝 川

伊 藤

飯 島

森 本

修

寿美子

春 奈
さおり

山梨県立増穂商業高等学校

山梨県立甲府昭和高等学校

山梨県立甲府城西高等学校

甲府信用金庫

新 潟 県

監督

選手

選手

選手

神 保 幸 夫

媚 山 映 里

渡 辺 夕 子

松 本 真 優

県立長岡工業高等学校

東 日本電信電話 (株 )

NPO法人新潟バドミントン・プロモーション

ダイ ドー ドリンコ (彬k)
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都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

長 野 県

監督

選手

選手

選手

岩 垂

荻 原

布 目

柳 澤

潤

直 子

沙矢香

真 理

朝日小学校

富士ゼロックス長野 (株 )

住友信託銀行

立命館大学

富 山 県

監督

選手

選手

選手

舛 田  恵

大 下 詩 織

江 淵 愛 美

金 山 友 萌

トナミ運輸株式会社

富山トヨタ自動車株式会社

早稲田大学

筑波大学

石 川 県

監督

選手

選手

選手

和 田   修

田 井 美 幸

梅 津 智 恵

樽 野   恵

石川県立金沢向陽高校

NTT東 日本

茨城 トヨペット

NTT東 日本

福 井 県

監督

選手

選手

選手

五十嵐

山 崎

西 島
三田村

一 智

優希子

結 花

侑 美

セーレン (株 )

セーレン (株 )

セーレン (株 )

武庫川女子大学

静 岡 県

監督

選手

選手

選手

吉 氷 将 史

金 森 裕 子

村 松 瑞 穂

杉 谷 淳 美

星陵高校

早稲田大学

筑波大学

富士宮市立富士根南中学校

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

小 谷

本 田

倉 満

高 井

優

正 恵
一 美

亜季代

トヨタ自動車株式会社

豊通エンジニアリング

トヨタ自動車株式会社

トヨタ自動車株式会社

二 重 県

監督

選手

選手

選手

」ヒ

飯

松

号」

山 朝 子

田 有 紀

井 千 夏

所 美 穂

二重大学教育学部付属小学校

二重県立相可高等学校

東京女子体育大学

ひかり保育園

岐 阜 県

監督

選手

選手

選手

尾 藤 伸 治

後 藤   愛

脇 田  侑

林   裕 佳

東海女子短期大学

NTT東 日本株式会社

株式会社文漢堂

株式会社文漢堂
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

滋 賀 県

監督

選手

選手

選手

羽 野
三 条

垣 岩

大 條

薇奎 貞F

麻 菜

真 未

小真姫

(有)イ チムラスポーツ

龍谷大学

日本体育大学

早稲田大学

京 都 府

監督

選手

選手

選手

マ,
コ
~

ノ全ヽ

11し
フト

」ヒ

井   悟

井 杏 莉

村 美 帆

吉 穂 香

京あみ

立命館大学

筑波大学

立命館大学

大 阪 府

監督

選手

選手

選手

谷 内 貴 昭

松 尾 静 香

今別府 香 里

作 山 智 美

三洋電機株式会社

三洋電機株式会社

三洋電機株式会社

三洋電機株式会社

兵 庫 県

監督

選手

選手

選手

鈴 木 草麻生

野 理 沙

椋 しのぶ

村 綾 子

局

小

中

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

三菱電機株式会社

奈 良 県

監督

選手

選手

選手

辻 田

三 宅

吉 田

谷 坂

泰 昌

知 佳

奈保美

優 花

NTT西 日本

天理大学

東海女子短期大学

天理大学

和歌山県

監督

選手

選手

選手

森

森

Zゴ

」ヒ

由 樹

由 樹

岡 真由美

島 尚 美

株式会社クズモ ト

株式会社クズモ ト

京都産業大学

医療法人 角谷整形外科病院

鳥 取 県

監督

選手

選手

選手

山 本

藤 原

岡 野

田 中

明 良

由 衣

由有佳

妙美恵

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

島 根 県

監督  松

選手  高

選手  山

選手  藤

浦 進 二

木 さやか

田 紘 実

原   綾

株式会社山陰合同銀行

株式会社山陰合同銀行

株式会社山陰合同銀行

株式会社山陰合同銀行
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都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

岡 山 県

監督

選手

選手

選手

佐 藤 忠 裕

井 山 美 里

谷 口 貴 美

浅 原 さゆり

山陽女子中学・高校

岡山ガス (株 )

岡山ガス (株 )

日本体育大学

広 島 県

監督  宮

選手  寺

選手  早

選手  後

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

広島ガス株式会社

山 口 県

監督

選手

選手

選手

河 野 強 志

末 長 夏 樹

末 長   南

藤 井 綾 香

山口県立下関南高等学校

周南市役所

笠戸設計工業株式会社

法政大学

香 川 県

監督  岡

選手  安

選手  松

選手  川

野

藤

村

西

佳 浩

朋 恵

咲 希

ゆかり

香川県立香川中央高校

(株)百十四銀行

日本体育大学

(株)百十四銀行

徳 島 県

監督

選手

選手

選手

吉 岡   努

小 り|1 静 香

仁 木 純 子

大 阪 あ や

大塚化学株式会社

立命館大学

愛媛大学

関西学院大学

愛 媛 県

監督

選手

選手

選手

武 智

関 谷

井 上

安 藤

英 治

真 由

春 奈

真里絵

四国ガス株式会社

早稲田大学

専修大学

専修大学

高 知 県

監督

選手

選手

選手

中 原   学

濱 渦 生 江

多 田 佳 代

泥 谷 夕 希

高知海洋高等学校

高知学芸高等学校

近森 リハビリテーション病院

高知大学

福 岡 県

監督

選手

選手

選手

有 田 仁 志

久 野 納 菜

横 田 麻 衣

武 田 陽 子

北九州市役所

九州国際大学

九州国際大学

筑波大学
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

佐 賀 県

監督

選手

選手

選手

福 岡

江 島

山 田

深 村

良 浩
理 恵

雅 子

扶美子

カーピット福岡

株式会社ファイテン

株式会社ベス ト電器

佐賀大学

長 崎 県

監督

選手

選手

選手

森 辺

宮 田

松 尾

白 山

ひかり

美 穂

美穂子

愛 子

長崎自動車学校

シャトルクラブ

県立 諌早高等学校
ヨネックス

熊 本 県

監督  本

選手  幡

選手  今
選手  佐

田

谷

井

イ白

和 裕

好 美

幸 代

美沙都

NEC九 州

NEC九 州

NEC九 州

NEC九 州

大 分 県

監督

選手

選手

選手

吉 田 信 之

赤 尾 美 代

上 田 祐 華

田 村 千 秋

昭和学園高等学校

昭和学園高等学校

佐賀女子短期大学

専修大学

宮 崎 県

監督  田

選手  小

選手  菊

選手  梶

原

川

池

田

順 子

成 美

唯

明 里

日本体育大学

九州国際大学

九州保健福祉大学総合医療専門学校

鹿児島県

監督

選手

選手

選手

内

昌

川

米

山   香

野 聖 子

原 裕美子

森 友 美

mセイカスポーツセンター

鹿児島大学

鹿児島大学

同志社大学

沖 縄 県

監督

選手

選手

選手

上 村

大見謝

仲 里

親 田

勇 人

朝 野

弥 生

美奈子

スポーツショップキクムラ

ヨネックス株式会社

沖縄銀行

東京女子体育大学
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少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督

選手

選手

選手

井 口

鈴 木

田 渕

小野寺

一 司

陵 麻

雄 喜

勝 也

札幌第一高等学校

札幌第一高等学校

札幌第一高等学校

札幌第一高等学校

青 森 県

監督

選手

選手

選手

戸 祭   潤

官 野 一 樹

岩 見 隆 広

坂 本 賢 宏

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

若 生 正 弘

佐 藤 尚 己

今 野 裕 基

小 関 裕 也

仙台商業高校

仙台商業高校

仙台商業高校

官城県工業高校

秋 田 県

監督

選手

選手

選手

松 田 清 孝

甲 谷   光
工 藤 和 貴

信 太 惣 晟

秋田県立秋田工業高等学校

秋田県立秋田工業高等学校

秋田県立秋田工業高等学校

秋田県立秋田工業高等学校

山 形 県

監督

選手

選手

選手

神 保

佐 藤
五十嵐

櫻 井

一 寿

大 樹

健

康 太

米沢養護学校

長井高校

鶴岡南高校

山本学園高校

福 島 県

二 瓶   良

安 部 '障 士

加 藤 晃 平

内 藤 浩 司

帝京安積高等学校

帝京安積高等学校

帝京安積高等学校

富岡高等学校

栃 木 県

監督

選手

選手

選手

村 上 幸 一

増 渕 典 明

毒 島   司

前 原 俊 宏

群 馬 県

監督  岩

選手  松

選手  丸

選手  中

崎

島

尾

村

盛 和

圭 祐

亮太郎

太 郎

太田市立商業高校

太田市立商業高校

群馬県立伊勢崎清明高校

群馬県立伊勢崎清明高校
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都道府県別出場監督・選手一覧表

監督

選手

選手

選手

作新学院高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

宇都官南高等学校



少年男子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

大 屋 貴 司

松 丸 一 輝

野 口 勝 利

和 田   周

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

千 葉 県

監督

選手

選手

選手

飯 田 武 司

金 谷 聡 士

阿 蘇 拓 也

堀 内 拓 人

中央学院高校

千葉敬愛高校

千葉敬愛高校

西武台千葉高校

東 京 都

監督

選手

選手

選手

渋 谷   実

角 田 圭 輔

藤 原 達 矢

木 戸 道 治

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

神奈川県

監督

選手

選手

選手

五十嵐

平 川

三 橋

高 橋

功

大 貴

将 希

惇

川崎市立川崎総合科学高等学校

川崎市立川崎総合科学高等学校

藤沢翔陵高等学校

藤沢翔陵高等学校

富 山 県

監督

選手

選手

選手

中 田

太 田

竹 内

山 村

真 琴

誠

慶太郎

駿 介

高岡第一高校

高岡第一高校

高岡第一高校

高岡第一高校

石 川 県

監督

選手

選手

選手

水 内   浩

坂 井 一 将

新 田 晃 浩

政 谷 泰 俊

金沢市立工業高校

金沢市立工業高校

金沢市立工業高校

金沢市立工業高校

福 井 県

監督

選手

選手

選手

木戸口   元

松 浦 正 輝

千 京 尚 将

坂 井 哲 也

福井県立勝山高校

福井県立勝山高校

福井県立勝山高校

福井県立勝山高校

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

峰

駒 田

深 尾

内 海

登志郎

直 也

得

秀 和

株式会社ジェイテクト

名古屋経済大学市屯F高校

名古屋経済大学市屯F高校

名古屋経済大学市鄭高校
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

岐 阜 県

監督  三

選手  浅

選手  荒

選手  島

浦

野

川

岡

公 雄

新 也
一 真

亮 治

JA岐阜南

岐阜県立岐阜商業高等学校

岐阜県立岐阜工業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校

滋 賀 県

監督

選手

選手

選手

藤 上 良 信

土 居 寛 人

村 上   俊

黒 田 匠 馬

比叡山高校

比叡山高校

比叡山高校

比叡山高校

大 阪 府

監督

選手

選手

選手

有 田 圭 一

和 田 力 也

松 田 正 路

東 野 圭 .悟

東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校

兵 庫 県

監督

選手

選手

選手

友 金 幸 雄

植 田 真 伍

河 田 尚 也

坂 本   翼

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

奈 良 県

監督

選手

選手

選手

錦

上 内

辰 巳

千木良

秀 知

進 介

敬 亮

司

一条高校

一条高校

一条高校

奈良大附属高校

鳥 取 県

監督

選手

選手

選手

三 村 俊

仲 井 佑

森 本 貴

斉 尾 聡

彦

太

則

をコ
イヘ

鳥取県立倉吉総合産業高等学校

鳥取県立倉吉総合産業高等学校

鳥取県立倉吉総合産業高等学校

鳥取県立工業高等学校

岡 山 県

監督

選手

選手

選手

松 り|1 大 記

渡 邊 一 磨

末 吉 佑 任

逢 澤 良 亮

水島工業高等学校

水島工業高等学校

水島工業高等学校

水島工業高等学校

山 口 県

監督

選手

選手

選手

松 原 康 則

吉 本 直 樹

上 原 将 馬

江 藤 真 二

山口県立柳井商工高等学校

山口県立柳井商工高等学校

山口県立柳井商工高等学校

山口県鴻城高等学校
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

香 川 県

監督

選手

選手

選手

吉 り|1 大 助
三 好 耕 二

藤 井   亮

木 場 勇 介

英明高等学校

英明高等学校

英明高等学校

英明高等学校

高 知 県

監督

選手

選手

選手

岡 村   力

山 脇 一 生

小 島 祐 真

永 野 翔 太

高知南中高等学校

高知南中高等学校

高知南中高等学校

土佐高等学校

福 岡 県

監督

選手

選手

選手

北 島 義 浩

牧   泰 史

末 松   純

原 田 和 憲

私立福岡大学附属大濠高等学校

私立福岡大学附属大濠高等学校

私立福岡大学附属大濠高等学校

私立自由ヶ丘高等学校

長 崎 県

監督

選手

選手

選手

林   貴 昭

中 本寸 祐 文

永 田 晋 作

溝 口 元 気

県立 西陵高等学校

県立 西陵高等学校

県立 西陵高等学校

創成館高等学校

熊 本 県

監督

選手

選手

選手

権 藤

嘉 村

園 田

今給黎

浩 二

健 士

啓 悟

将 之

人代東高校

人代東高校

人代東高校

人代東高校

宮 崎 県

監督

選手

選手

選手

山 内   勉

岡 山 晃 大

渡 邊 達 哉

定 宗 隆一郎

西都商業高校

宮崎工業高校

日章学園高校

日章学園高校

鹿児島県

監督

選手

選手

選手

草 道 拓 郎

奥   智 洋

脇 野   陽
寺 師   駿

鹿児島商業高等学校

鹿児島商業高等学校

鹿児島高等学校

鹿児島商業高等学校

沖 縄 県

監督

選手

選手

選手

赤 嶺   靖

野 原 大 輔

奥 本 克 真

首 里 良 太

沖縄水産高等学校

沖縄水産高等学校

沖縄水産高等学校

沖縄水産高等学校
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少年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

北 海 道

谷 浦

小久保

小野地

佐 藤

隆

陽 香

友 希

しおり

札幌静修高等学校

札幌静修高等学校

札幌静修高等学校

旭川実業高等学校

青 森 県

監督

選手

選手

選手

藤 田 真 人

垣 岩 令 佳

内 井 快 枝

橋 本 由 衣

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

田 所

高 橋
玉 木

佐 藤

光 男

ネL 華

絵里子

冴 香

聖ウルスラ学院英智高校

聖ウルスラ学院英智高校

聖ウルスラ学院英智高校

常磐木学園高校

秋 田 県

監督

選手

選手

選手

藤 田  理

天 野 成 美

鈴 木 優 華

伊 藤 朝 美

秋田和洋女子高等学校

秋田和洋女子高等学校

秋田和洋女子高等学校

秋田和洋女子高等学校

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

田部井

大 森
三 木

平 山

秀 郎

舞

佑里子

佑 香

埼玉県立越谷南高等学校

埼玉県立越谷南高等学校

埼玉県立越谷南高等学校

埼玉栄高等学校

東 京 都

監督

選手

選手

選手

渋 谷 仁 徳

土 田 茉 美

鈴 木 温 子

神 田 織 恵

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

富 山 県

監督

選手

選手

選手

麦 谷

奥 井

片 山

市 山

正 三

智菜美

佳 菜

端 子

高岡西高校

高岡西高校

高岡西高校

高岡西高校

石 川 県

監督

選手

選手

選手

車   浩 明

桜 井 みどり

村 上   彩

三 谷 美菜津

石川県立金沢向陽高校

石川県立金沢向陽高校

石川県立金沢向陽高校

石川県立金沢向陽高校
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少年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

田 中

打 田

樋 渡

新 玉

隆 一

しづか

仁 見

美 郷

名古屋経済大学市屯F高校

岡崎城西高校

名古屋経済大学市屯F高校

名古屋経済大学市屯F高校

大 阪 府

監督

選手

選手

選手

西 上 正 一

小 日 晃 佳

津 村 優 衣

福 万 尚 子

南田辺小学校

四天王寺高等学校

四天王寺高等学校

樟蔭東高等学校

兵 庫 県

監督

選手

選手

選手

北 村

稲 葉
上 所

山 本

祐 介
菜保美

愛

しずか

夙川学院高等学校

夙川学院高等学校

夙川学院高等学校

県立加古川東高等学校

岡 山 県

監督

選手

選手

選手

尾 崎

実 光

岡 本

佐 田

勝 久

鮎 佳

麻菜美

智 子

倉敷中央高等学校

倉敷中央高等学校

倉敷中央高等学校

倉敷中央高等学校

広 島 県

監督

選手

選手

選手

高 井

戸 田

豊 田

吉 廣

英 行

みよ子

希 美

咲 姫

清水ヶ丘高等学校

鈴峯女子高等学校

清水ヶ丘高等学校

清水ヶ丘高等学校

愛 媛 県

監督

選手

選手

選手

出 井 康 隆

久 枝 ゆ い

野 口 幸 代

樫 栄 祥 子

新田高等学校

新田高等学校

新田高等学校

新田高等学校

福 岡 県

監督

選手

選手

選手

明 神

栗 原

植 田

古 賀

憲 一

文 音

悠

さやみ

私立九州国際大学付属高等学校

私立九州国際大学付属高等学校

私立九州国際大学付属高等学校

私立福岡常葉高等学校

熊 本 県

監督

選手

選手

選手

井

住

小

青

村 勝 英

田 有希恵

林 史 佳

柳 佐 紀

人代白百合学園高校

人代白百合学園高校

人代白百合学園高校

人代白百合学園高校
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競 技 成 績 採 点 方 法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は 、競技得点と参加得点の合計

とし、その多い都道府県順に第 1位から第 8位までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有 し、次の順位を欠位 とする。

1 競技得点
天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子
　
子

男
　
女

年
　
年

成

成

子
　
子

男

女

年
　
年

少
　
少

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別 とも 1位 24点 、 2位 21点 、 3位 18

点、 4位 15点、 5位 (4チーム)各 7.5点、の

競技得点を与える。

2 参加得点

大会 (プロック大会も含む。)に参加 した都道府県に 10点 を与える。

ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場合は

与えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 男子総合成績 (天皇杯 ) 女子総合成績 (皇后杯 )

都道府県名
競
技
得
点

順

　

　

位

競
技
得
点

|1頂
|

|

位 |

順

　

　

位

,兄

技
得
′点

競
技
得
点

ｌｒｉ
い

」
ヱ

競
技
得
点

参
力[]

得
占

△
ロ

計

総
′、

り1貞

位

競
技
得
点

参
加
得
点

合

　

　

計

総
′ 、

1頃

位

備

　

考

北海道

岩  手
宮 城

秋  田
山 形
,言  自 _
笹 : Fロ

茨 城
栃 木

10 群 馬
11 埼  玉
12 千 葉
東 泉

14 神奈川

15 山 梨
16 新  潟
17 長 野
18 富 山
19 石  川
20 ,百   +T田| ァr

21 静  岡
22 愛 知
23

24 岐 阜
25 滋 賀
26 京 都
27 大  阪
28 兵 庫
29 奈  良
30 和歌山

31 鳥  取
32 島 根
33 岡  山
34 広  島
35

36 香 川
37 徳  島
愛 媛

39 高 知
40 福  岡
41 佐 賀
42 長 崎
43 熊 本
.14 大 分
呂 崎

鹿児島

47 沖 縄

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

■■‖■|■■
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐

■■
■■

■■
■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

■■■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

■■
■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
■■
■■
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
■■
■■

■■■■
■■■■

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

■■■■■■■■
■ |■■|‐|■|
■■■■‖■■■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
■■■■

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

■■■■
■■■■■■■■
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1位 2位 3 位

一般男子 単 東 京  広 田 敏 秀 北海道  佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子 複
広

東 京
藤

田 敏 秀

井 光 男

岡

相

淳

万馬
」r

神奈川

佐 藤   保

村 上 三 郎

北海道

一般女子 単 神奈川  吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川  遠 藤 文 子

一般女子 複
吉 田 とよ子

神奈川

遠 藤 文 子

神奈川

中 村 多 喜

小 林 歌 子

愛 知
吉 沢 千 里

後 藤 範 子

過 去 の 成 績 覧 表

第 4回   昭和 24年   東京都 YMCA(個 人戦オープン)

第 5回  昭和 25年  愛知県  白鴎小学校・東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)

第 6回   昭和 26年   広島県  広大東雲分校・同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)

」
■
ム
■

旧

い

男|」種
1位 2 イ立

一般男子

秀
男
宏
久

敏
光
淳
康

田
井
宮

田

広
藤
小
山

東  京
一
吉
次
道

淳
万
直
武

馬
谷
本

岡
相
大
松

神奈川

保
郎
俊
守

三
英

藤
上
西
林

佐
村
葛
若

北海道

一般女子

とよ子
文 子
歌 子
とみ子

田
藤
林
川

■=

遼

」ヽ
せ
=

神奈川

子
子
子
子

鈴
綾
久
照

谷
江
田
田与

水
堀
保
伊

愛 知

代
栄
子
子

絹
　
信
京

藤
藤
賀
岡

伊
安
佐
片

北海道

高校男子

裕
二

一
夫

周
健
貞

田
山
塚
中

石
神
大
島

北海道

男
雄
司
勇

光
成
健

川
辺
竹
ロ

石
渡
大
野

知愛

明
喬
実

一

道
弘
　
昂

松
井
井

岡
村
江
藤

神奈川

1位 2位 3位

一般男子

秀

明

久

敏

道

康

田
　
　
田

広

岡

山

一只東

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

下

阜岐

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

知愛

一般女子

子

子

子

綾

久

照

江

田

田与

堀

保

伊

愛 知

子

え

子

さ

重

悦

ま

人

原

田

登

貝

高

石

代

子

子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

北海道

高校男子

治

勇

市

興
　
　
健

部

口

松

服

野

立

知愛

Ｒ
Ｐ
　

Ｒ
Ｐ
　

‐―Ｉ
Л

白
ハ
　

占
Ｒ
・　

日
メ

人

太

裕

金

正

藤
　
　
中

後

林

田

阜岐

直

夫

一

正

貞

秀江

東

西

諸

石
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第 7回  昭和 27年  宮城県  東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 8回  昭和 28年  香川県  書通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 9回  昭和 29年  北海道  札幌市 (総合優勝 愛知県)

順  位
種  別 1位 21  イ立 3位

・般男子 神奈川

広 田 敏 秀
岡   道 明
誠= ■十 日膠  オ  卯  ~
吉 原 秀 雄

石 田   裕
神 山 周 二

葛 西 英 俊

野 坂 豊二郎
北海道

江 井   実
__小 官 章 敬
果 只  山 崎   茂

佐 藤 芳 朗

一般女子 石  川

貝 原
登
高 田
岩 倉

まさえ
悦 子
人重子
衣 絵

東  京

田 中
中 谷
佐之瀬
小野寺

知江子
成 子
教 子
京 子

愛  知

堀 江
保 田
伊与田
水 野

綾 子
久 子
照 子
美根子

高校男子

望 月 文 雄
昔 青  倉 田 一 彦
界 小  力 石   潔

鈴 木 隆 治

神奈川

男
司
明
貝」

新 倉 利
関 根 秀
内 藤 広
伏 島 光

石  川
證 江
禾

,十   ,   
ノケ

“

未堕
夫

上田 暑

高校女子 兵  庫

広 瀬 延 子
西 尾 貞 子
小笠原 美津子
関   一 子

山 形

照 子
弘 子
久美子
明

佐 藤
五十嵐
斎 藤
佐 藤

神奈川

大 り|1 良 子
竜 野 美代子
藤 田 光 子
中 島   緑

|1瞑 位
種 別

1 位 2位 3位

一般男子 神奈川

広 田
佐 治
川 崎
杉 田

敏 秀
豊

順 久
博

東  京

藤
iヒ
,●

相
萩

井
江
川

原

光 男
秀 一
十一郎
誠

大 竹

岐 阜 欝 腰

林

健 司
龍 三
哲 昭
金太郎

一般女子 神奈川

1塁

4ヽ
‐
月■

小

藤
林
川

野

文 子
歌 子
とみ子

智 子
北海道

岡 元 弘 子

梅 津 貴久江
阿 部 悦 子

荒 井 重 子

石  川

員 原
登

島 谷
町 駒

まさえ
悦 子
須磨子
ヤス子

高校男子 北海道

片 石
加 藤
長谷川

井 桁

兼 敏
正 則
龍 男
啓 充

石  川

江 尻 桂 三

辻   貞 三
半田外 喜 男
岡 崎 健 一

神奈川

高校女子 宮  城

西 堀 富美子
谷 津 京 子
佐 藤 範 子
松 本 幸 子

大 西 誉 子

香 川 秋 山 武 子

真 鍋 寿 子

神奈川

大 川
藤 田
竜 野
波多野

良 子
光 子
美代子
澄 子

位ll偵
口
力種

」
ι
ム
Ｔ 2位 3位

一般男子

治

司

三

忠

健

龍

越

竹

岡

玉

大

松

阜岐

勇

治

夫

興

貞

口

部

熊

野

服

稲

知愛

正
　
一　
男久

友

亥

水

谷

木

清

釣

荒

山富

一般女子

子

子

子

美富

範

京

堀

藤

津

西

佐

谷

宮 城

子

え

信

さ

悦

ま原

谷

登

貝

澁

石

子

子

子

久

照

綾

田

田

江

与

保

伊

堀

知愛

高校男子

建

正

昭

砿

雅

場

友

藤

豊

御

伊

知愛

彦

三

昇

嘉

桂

村

尻

谷

西

江

島

石  川
一
宏

潔

健沢

内

辺

一呈

宮

伊

渡

奈神

高校女子

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

島福

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡

子

子

子

美

節

久

泰

沢

室

竹

大

大

大

知愛
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第 10回  昭和 30年  神奈川県  神奈川県体育館・鶴見女高校体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 11回  昭和 31年  兵庫県  神戸YMCA・ 生田中学校 (総合優勝 岡山県)

第 12回  昭和 32年  静岡県  富士市体育館・富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

位
種  別 1位 2位 3位

一般男子 神奈川

広 田 敏 秀
杉 田   博
岡   道 明

大 竹 健 司

岐 阜 松 岡 龍 三

酒 井   弘

釣 谷

富 山  荒 木
高 木

友 一

亥久男

満

一般女子 福  島
武 田 信 子

伊 藤 桂 子
神奈川

川 とみ子
林 歌 子
川 良 子

■壼
ЛL

ガヽ

大

北海道

梅 津 貴久江
阿 部 悦 子

下 山 重 子

高校男子

永 井 栄 一

東 京 北 島 克 英

小野岡 順 一
石  川

北 方
関

米 谷

匡

功

外喜彦

生 田 仁 紀
山 形 板 垣 隆 房

羽 角   至

高校女子

友 野 文 子

岡 山  権 田 節 子
三 宅 基 子

佐々木

宮 城  三 津
菅 井

功 子
節

静 子

永 田 豊 子
香 川  藤 田 純 代

藤 村 怜 子

種  別 1位 2位 3 位

一般男子

杉 田   博
神奈川  佐 藤 芳 朗

佐 藤 昌 久

上 田 益 弘
大 阪.増 木 節 男

武 村 俊 平

利 清 志
田 俊 一

原 利 道
岡  山

=`=■」

目ll

石

一般女子

西 堀
宮 城  小野寺

佐 藤

冨美子

静 江
範 子

友 野 文 子

岡 山 権 田 節 子
光 本 政 子

西 尾 貞 子

兵 庫 加 藤 洋 子

金 森 奎 子

高校男子

小 宮 好 雄

神奈川  中 村   智
齊 藤 裕 之

四ツ柳

北海道  小田桐
岩 本

邦 夫
正 徳
嘔 ~

板 垣 隆 房

山 形 山 岸 重 孝

鑓 水 勝 志

高校女子 香  川

横 井 キヌエ
井 上 桂 子

山 下 衣 子

小 林 桂 子

岡 山  戸 田 寿 子
根 岸   純

宮 城

三 浦   節
沼 倉 英 子

三 浦 与志子

種 別 1位 2位 3位

一般男子

佐 藤 芳 朗

神奈川  杉 田   博
新 倉 和 男

望 月 文 雄

東 京  力 石   潔
鈴 木 峻 三

島 中 貞 夫

北海道  星 野 嘉 雄
神 山 周 二

一般女子 香  川

横 井 キヌエ

井 上 桂 子

山 下 衣 子

岡  山

権

光

小

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

神奈川

良 子
歌 子
英 子

大

小

石

川

林

川

高校男子

小 宮 好 雄

神奈川  中 村   智
鈴 木 敏 勝

酒 井 明 夫

石 り|1 村 田 和 男
堀   知 章

平 野   隆
島 根 森 脇 英 裕

富 田   豊

高校女子 香  川

外茂子

久 子
ツヤ子

田

山

宮

島

下

川

掛 橋 良 子

静 岡 西 村 弘 子

佐 野 禎 子

有 田 |1原 子
長 田 悠喜子
松 田 富美子

石  川

」
ι
ム
ロ

|
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第 13回  昭和 33年  富山県  高岡女子高校体育館・南星中学校体育館 (総合優勝 東京都 )

第 14回  昭和 34年  東京都  足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 15回  昭和 35年  熊本県  菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

位
種  別 1 位 2位 3位

一般男子

片 石 兼 敏

東 京  越 り|1   啓
花 岡 牧 夫

杉 田  博
神奈川  佐 藤 芳 朗

佐 藤 昌 久

高 谷 芳 弘

大 阪  上 田 益 弘
松 王 清 志

一般女子 香  川

横 井
山 下
田 島

キヌエ

久 子
外茂子

神奈川

小 林
大 川
二 見

歌 子
良 子
文 子

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

岡  山

権

光

ガヽ

高校男子 山 形

森 義 弘
垣 義 憲
林   賢

金

板

イヽ

鈴 木 幸 春

東 京 宮 永 武 司

貝 戸   肇

森   晃 一
榎   高 嗣
中 り|1 安 正

奈 良

高校女子

藤 本

香 り|1 有 木

福 本

文 子
とみ子

和 子

高 島 洋 子

富 山 中 島 玲 子

栂野尾 桂 子

崎 紀久子
節 子

多 光 子
石  川

山

川

竹

種  別 1位 2位 3位

一般男子

佐 藤 芳 朗
神奈川  佐 藤 昌 久

関 口   潔

新 田 正 治
石 川 酒 井 明 夫

村 田 和 男

王 清 志
松 康 博
松   貢

大 阪
松

小

」ヽ

一般女子 神奈川

大 り|1 良 子
二 見 文 子

椎 野 みや子
香  川

キヌエ

久 子
ツヤ子

横

山

宮

井

下

川

大 坪 愛 子

高 島 洋 子

中 島 玲 子
富  山

教員男子

杉 田
神奈川  山 本

石 塚 義

博

岡」
,1/、

`口

大  阪
佐 藤 茂 雄
宝 来 敏 夫

北 野 敬四郎

登志郎

和 司
直 規

|オ〔 只
平

市

柳

田

川

田

渡 部 紘 一

宮 城 後 藤 忠 広

甲 斐 昭 宏

龍 瀬 康 彦

北海道  竹 中 将 晃
梅 木   聡

山

岡

」ヽ

神奈川
本 洋 彦
崎 恵 三
坂 拓 充

高校女子

藤 本

香 り|1 有 木
福 本

文 子
とみ子

和 子
静  岡

伊 沢 利 子

志 村 セツ子
石 原 待 子

桂 子
美智子

美智子

栂野尾

富 山  橘
酒 井

種  別
」
■
ム
ｒ

Ｌ
■
ホ
ロ 3位

一般男子
一
英

肇

栄

克

井

島

戸

永

北

貝

一ふ東
朗

治

勤

芳

啓

藤

藤

石

佐
遠

砥
神奈川

男

徳

雄

久亥

三

幸

木

沢

野

荒

扇

大
富  山

一般女子

子

子

子

洋

玲

桂

島

島

尾野

高

中

栂
富  山

工
子

子

チ

政

満

坂

村

山

脇

木

横

田秋

江

子

子

津

　

ツ

志

利

セ

村

沢

村

野

伊

志

岡静

教員男子

匡

夫

寛

晴

方

山
藤
原

北

河

茂
石  川

博

剛

治義

田
本

塚

杉

山

石

神奈川
三
隆

司

竜

安

裕

越

坂

木

官

脇

鈴
秋  田

高校男子

三
充
彦

恵

拓

敏

崎

坂

川谷

岡

小

長
神奈川

彦

男

一

勝

勇
清

藤

沢

橋

佐

出
高

形山
字

淳

祐洋

部

原
藤

阿

笠
伊

潟新

子

子

子

智

智

美

美

敦

井

田

橘

酒

平

山富
子

子

子

文

信

久

井横

林

森
香  川

子

子

子

奉

七

文

橋

沢

崎

高

石
長

田秋
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第 16回  昭和 36年  秋田県  象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)

第 17回  昭和 37年  岡山県  県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)

第 18回  昭和 38年  山口県  下関市体育館 (総合優勝 新潟県)

|1頂 位
和「: 男|」

1位 2 イ立 3 イ立

一般男子

片 石 兼 敏

東 京 永 井 栄 一

星 野 忠 男

佐 藤 芳 朗

神奈川  岡 崎 恵 三
遠 藤 啓 治

板 垣 隆 房

山 形 出 沢 勇 男

北 村   任

一般女子

栂野尾 桂 子
富 山  橘   美智子

酒 井 美智子

木 村 政 子

秋 田 横 山 満 子

高 橋 奉 子

香  川
官 り|| ツヤ子
福 本 和 子

横 井 文 子

教員男子 石  川
北  方

河原山

江 尻

匡

晴 夫
轟= =
1:エ  ー

杉 田
岡 田
秋 山

博

敬二郎

捷 彦
神奈川

脇 坂 安 隆

秋 田 鈴 木 裕 司

高 橋 弘 喜

高校男子

大 竹 紘 一

新 潟 安 沢 武 司

星 野 義 昭

中 村 富 光

北海道  松 浦   潔
松 本 直 治

山 梨

¬ア■~

秋

早

田

山

川

勲

真 男
博

高校女子

佐 藤

山 形  小笠原
矢 口

弘 子
詔 子
淳 子

高 木 糸己 子
静 岡 天 野 博 江

影 山 昭 子

秋  田
伊 藤
横 山
大 門

美津子

綾 子
モモ子

種  別 1位 2位 3 イ立

一般男子

星 野 忠 男

東 京  富 田   豊
井 門 鎮 雄

遠 藤 啓 治

神奈川  鈴 木 敏 勝
岡 崎 恵 三

北  島
愛 知  小 宮

長谷川

克 英
好 雄
陽 一

一般女子

福 本 和 子
香 川 横 井 文 子

森  久 子

橘

富 山  酒 井
栂野尾

美智子

美智子

桂 子

木 村 政 子

横 山 満 子
高 橋 奉 子

秋  田

教員男子

北 方
石 り11 河原山

江 尻

匡
晴 夫

“
 =

年 一

神奈川

杉 田   博
秋 山 捷 彦
岡 田 敬三郎

脇 坂 安 隆

鈴 木 裕 司

真 崎 俊 光

秋  田

高校男子

本 田
新 潟  荒 川

阿 野

務

治 男
善 紀

西 野 一 征

東 京  須 田 孝 夫
関   一 誠

青 森
奥

長谷

谷 国 昭
り|1   勇
上 義 明

高校女子

橘   妙 子
富 山 室 崎 光 子

河 村 和 子

秋  田
大 塚  ト シ
大 門 サヨ子
間 瀬 幸 子

岡  山
高 塚 淳 子

重 政 百 代

七 村 泰 子

1位 2位 3位

一般男子

小 官 好 雄

愛 知 板 垣 善 憲

稲 熊 文 隆

井 門 鎮 雄
東 京 宮 永 武 司

堺   栄 一

星 野 忠 男

島 根  富 田   豊
山 崎 春 茂

一般女子 秋  田
横 山 満 子

高 橋 奉 子

長 崎 文 子

香 川

田 島 外茂子
横 井 文 子

森   久 子

栂野尾

富 山  酒 井
室 崎

桂 子
美智子

光 子

教員男子 石  川
」ヒ 1方

河原山

江 尻

匡

晴 夫
桂 三

杉 田
神奈川  岡 田

秋 山

博

敬二郎

捷 彦

大世古

大 阪  北 野
片 岡

吉 弘
敬四郎

輝 明

高校男子

星 野 義 夫

新 潟  裏 田 光 男
樋 ロ ー 春

」ヒ海道

福 島
林

久保田

智 徳
守

和 男

関   一 誠
東 京  中 村   安

古 屋 和 正

高校女子 栃 木
沢 和 子
本 昭 子
出 千代子

日[」

松
′」ヽ

森 幸 子
田 裕 子
田 泰 子

後 藤 和 子
新 潟 茂 沢 純 子

竹 内 泰 子

」ヒ海道

昌

昌

村

-67-
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種  別 1位 2位 3 位

一般男子

雄

憲

昭

好

善

隆

官

垣
后

小
板

岩

知愛
一
司

一

栄

武

栄

井

永

永

宮

堺

エス東
治

男

力

正
和

田

田
下

新

村

松
石

一般女子

文 子
外茂子

久 子

井
島

横

田
森

香
子
子

子

満
奉

文

山
橋
崎

横

高

長
秋  田

子
江

子

紀

博

蛍

木

野
后

高

天
岩

阜岐

教員男子
一
司
夫

紘

　

俊

部

井
藤

渡
永

佐

潟新
」ヒ :方

河原山

江 尻

匡

夫

三

晴

桂
石  川

田

田

山

杉

岡

秋

神奈川
博

敬二郎

捷 彦

高校男子

浩

夫

毅

正
和

木

田

山

鈴

神

片

潟新
夫

修

一

芳

　

年

本

壁

森

橋

真

良奈
正
博

弘

野

野
林

立

盛

高

山富
昭

之

員|」

高校女子

木

島

田

栃  木
子

ヨ
枝

カタ

コ
初

植

大

武

内

本

野

竹

石
高

潟新
泰 子
恵美子

人重子

秋  田
フ  ミ
美枝子
ユ ミ子

佐々木

中 川
加賀谷

第 19回  昭和 39年  新潟県  県立三条高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

第 20回  昭和 40年  岐阜県  富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

第 21回  昭和 41年  大分県  日田林工高校体育館 (総合優勝 新潟県)

」
ι
ム
ｒ

」
ι
ム
ロ

２ 3 イ立

一般男子

雄

憲

彦

好

善

敏

宮

垣

川谷

小

板

長

知愛
一
司

六

栄

武

十

永

上

堺
宮

田

一ふ東
昭

朗

顕

義

立

条

口
礼

東

山

牟
香  川

一般女子

子
江

子

紀

博

康

木

野

田

高

天
高

阜岐
子

子

子

文
久

和

井

　

藤

横

森

加

香
子

子

子

和

妙

泰

藤

崎

内

後

石
竹

潟新

教員男子

夫

匡

一

晴山
方

西

原■■
レ
し

＋
リ

■
，

↓
「

＋
↑

石  川
良

剛
志

茂

　

弘

田
森

嶋

杉

笹

中

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三
柳

山岡

高校男子
一
之

雄

昌

信

邦

尾

前

坪

野栂

寺

中
富  山

矩

修

則智

幸

　

美

山

関

堀

杉

尾

阜岐
一　
一　
一

年
憲

公

壁

村

野

真

河
滝

良奈

高校女子

枝

子

子

光

妙

栄

藤

脇

田

近
才

池

阪大
子

子

子代

葉

良

美

橋

葉

本

高

稲

川
岐  阜

|1贋 位
種  別 1 位 2位

一般男子

長谷川 敏 彦
愛 知 板 垣 善 憲

安 沢 武 司

岡 崎 恵 三

山 梨 秋 山 真 男
三 上   勇

宮 永 武 司
大 分  田 中 大 也

春 武 俊 一

一般女子

高 木 紀 子

岐 阜 天 野 博 江
高 田 康 子

後 藤 和 子
新 潟 石 崎 妙 子

加 藤   操

横 山 満 子
秋 田 高 橋 奉 子

加賀谷 ユミ子

教員男子
杉 田 茂 良

北海道  安 達 憔 彦
上 山 功 夫

河原山

北 方
原

石  川
晴 夫
匡

栄 一

三 宅   勝
岡 山  毛 利 清 志

柳 本 尭 敏

高校男子

本 間 順 次

新 潟  高 橋   宣
奥 田 良 秋

我 妻
宮 城  市 川

寒河江

良6

イロ

利

西

西

イヽ

辻 和 一
崎 健 弘
田 忠 庸

香  川

高校女子

小 山
山 形  遠 藤

伊 藤

登茂子

幹 子
シゲ子

本 間 恵美子
新 潟 日 下 悦 子

高 坂   薫

湯 木 博 江
岡 山  浦 口 恵 子

佐 藤 民 子

68

纏「`前型夏i

北海道

上 野 明 美

栃 木  石 崎 喜代子
吉 田 サ ト子

3位

|



第 22回  昭和 42年  埼玉県  越ヶ谷市立体育館 (総合優勝 香川県 )

第 23回  昭和 43年  福井県  県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

第 24回  昭和 44年 長崎県  諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)

1位 2位 3位

,一般男子 愛  知
垣 善 憲
沢 武 司
林 一 宏

板

安

4ヽ

小 島 一 平

神奈川  山 本 洋 彦
遠 藤 啓 治

堺   栄 一
東 京  田 上 十´六

本 橋 平 人

一般女子

有 木 とみ子
横 井 文 子

山 本 真 江
香  川

五十嵐 明 美
新 潟 後 藤 和 子

加 藤   操

高 木 紀 子

岐 阜 天 野 博 江
虫 賀 雅 子

教員男子

清 水 芳 隆

正 木 史 郎

松 山 信 之
富  山

杉 田 茂 良
北海道  安 達 憔 彦

上 山 功 夫

加 茂 和 夫

宮 城 渡 部 紘 一

菊 地   功

高校男子

米 田
富 山  松 島

谷 ロ

実

保

寛

奈  良
野 公 一
林 正 昭
輪 博 一

滝

ガヽ

葛

門 間 幹 夫

官 城  山 田 哲 夫
木 戸 純 一

高校女子 新  潟
マチ子

美和子

薫

相

金

昌

沢

子

坂

香  川
小 片 千恵子
竹 森 経 子

山 下 清 美

田 仲 美津江
栃 木  枝   カロ代子

印 波 和 子

」
ι
ム
Ｐ

頂

1位 2位 3位

一般男子

三

男

登

恵

真

崎

山

中

岡

秋

田

梨山

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小
吉

渡
神奈川

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一只東

一般女子

子

江

子美

紀

博

久

木

野

藤

高

天

安
岐  阜

子

子

江

も

夜

津

と

小

美

橋

野
仲

高

水

田

一ス東

明

和

邦

嵐

藤

林

一
コ
ー五

後

小
新  潟

美

子

子

教員男子

治

参

身

直

勇

健

藤

原

南

工
芦

本熊

匡

一　
一栄

方

西

北

村

原
石

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三
柳

岡  山

高校男子

博

治

茂

敏

正

上

島

日

二
草

布

山富

男

男

臣

好

光

政

藤

所
藤

遠

田
伊

形山

昇

宏

男

路

守

田

藤

立

岩

後

足

阜岐

高校女子

子

子

子

よ

泰

き

弘

山

山

崎

平

柴

高

阪大

子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武

本

沢

官

福

赤
香  川

子

子

子

美

　

里

栄

礼

由

川

中

竹

堀

竹

大

潟新

位
旧

いロ
カ

1位 2位 3位

一般男子

三

男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

梨山

平

人

二

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂
神奈川

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西
関

一ス東

一般女子

子

江

美代

紀

博

千

本

野

橋

高

天

高

阜岐

子

江

子

も

津

夜

と

美

小

橋

仲

野

高

田

水

一只東

教員男子

明

参

身

壽

勇

健

田
藤

原

西

ェ
芦

本熊

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三

柳

山岡

北

原

村
石  川

匡

一

方

　

西

,4
く́

高校男子

享

司

敏正

間

泉

原

本

小

九

潟新

■
ヽ

Ｒ
Ｐ

Ａ
ぶ

「
フ

白
ハ

わ́
つ

次

通

台
田
生

辺

内

桐

渡

馬群

貴

久

幸

弘
昇

繁

原

田
本

菅

岡

山

良奈

高校女子

子

子

美

よき

弘

照

山

崎

場

柴

高

大
大  阪

子

子

子

恵

和

島

川

田

谷

及

脇

紅

阜岐

か

子

子

ず

　

さ

し

茂

ま

月

崎

津久

望

石

阿
栃  木

69

種  別

永 井 かおり
京 都  山 下 三枝子

岡 崎 繁 子



第 25回  昭和 45年  岩手県  釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県 )

第 26回  昭和 46年  和歌山県  湯浅中学校、耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

第 27回  昭和 47年  太陽国体  鹿児島県  南高校体育館 (総合優勝 東京都 )

種  別 1位 」
■
ム

ｒ
，
一

」
■
ム

ｒ
い
０

一般男子

三
男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

梨山
孝

一
二

信

昌

健

田
尾

木

野

池

栂

鈴

一只東
平

人

三

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂
神奈川

一般女子

子

子
子

チ

悦

マ
和

中

沢

藤
新  潟

竹

相

後

子
江

子士

紀

博
富

木

野

原

高

天

桑
岐  阜

子
子

か

代

ず

昭
喜

し

本
崎

月

松

石
望

木栃

教員男子

士

夫

彦

彦

邦

和

木

木

沢

々

々

佐

佐

永
岩  手

匡

一
之

栄

忠

方

　

本

北

原

松

石  川
明
参

身

壽

勇

健

田
藤

原

西

工
芦

本
じ
］ヽ
贅
パ

高校男子

司
真

美

康

　

繁

内

川

巽

竹

西
奈 良

治

治

吾

欽

勇

信

谷

村

山

銭

竹

青
石

夫

壮

雄

層一旧　
　
　
士
ロ

橋

藤

藤

高

佐

佐

手岩

高校女子

子
美

子

理
代

真

人
幸

尾
本

本

西

秋

秋

阪大
枝

子
江

敏

幸

静

林

井

田

小
藤

池

木栃
美

美

子

秀

清

静

東

　

所

川

森

田

香  川

ll頂 位
種  別 1位 2位 3位

一般男子 神奈川

渡

4ヽ

宮

辺

島

川

直 人
一 平
秀 樹

窪 田 恵 三
山 梨 秋 山 真 男

岩 下 一 雄

森   芳 夫
岐 阜  河 田  満

安 藤 義 治

一般女子

明 美
和 子
恵美子

鈴 木
新 潟  後 藤

本 間

杉 田
神奈川  味 蓼

秋 山

良 子
とも子

陽 子

田 村
北海道  高 野

今 川

静 子
美千子

喜佐子

教員男子

久保田 良 昌
滋 賀 藤 原 健 二

藤 上 良 信

森     隆
和歌山  中 西 詳 味

佐 藤 光 伸

本 郷 節 生
熊 本  南   直 治

工 藤 勇 参

高校男子

土 田 征 雄
新 潟  鈴 木   裕

佐 野 直 行

山 本 茂 樹
和歌山 倉 内   徹

岡   忠 成

西 り|1 繁 美
奈 良  佐 野   弘

中 井 基 夫

高校女子

真理子
人代美

幸 子

西 尾
大 阪  秋 本

秋 本

千 葉
福 島  宮 内

木 村

陽 子
すみ子

瑞 江

林

岡 山  平 田
三 宅

寿美子

喜久江
_  +
ヲく

種  別 1位 2位 3位

一般男子

小 島
神奈川  渡 辺

宮 川

一 平
直 人
秀 樹

鈴 木
東 京  池 田

栂野尾

健 二
信 孝
昌 一

窪 田 意 三

山 梨  秋 山 真 男
岩 下 一 雄

一般女子
湯 木 博 江

東 京  竹 中 悦 子
石 崎 茂 子

橋 本 香 代
愛 知  池 田 静 江

富 居 康 子

香  川
片 千恵子
西 幸 代
清 美

イヽ
4ヽ

森

教員男子
森     隆

和歌山 中 西 詳 味
門 間 幹 夫

別 井
栃 木  斉 藤

森 田

晃
′■
=|ロ

昇

1ヒ  :方

石 り|1 原
長谷川

匡

栄 一
進

高校男子
中 井 基 夫

奈 良  南 田 義 正
辻   敏 弘

原   敏 夫
石 川 山 下 敏 行

谷 島 助 男

古 西   悟
岐 阜  角 田   勝

後 藤 純 一

高校女子
秋 本 幸 子

大 阪  高 田 幹 子
徳 田 敦 子

矢 口 洋 子
本 間 浩 子

今 田 真知子
山 形

山 田
千 葉  平 野

瀬 野

尚 子
美千代
)= 半
{同  :天
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上
ム
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種  別 1位 2 イ立 3 イ立

一般男子 神奈川

小 島
宮 川
笠 井

一 平
秀 樹
教 行

関

東 京  栂野尾
池 田

一 誠
昌 一
信 孝

本 間 順 次

愛 知  松 島   保
谷 口   寛

一般女子

湯 木
東 京  相 沢

竹 中

博 江
マチ子

悦 子
香  川

清 美
東 秀 美
尾 弥 生

森

川

長

天 野 博 江

岐 阜 広 沢 功 子

日比野 悦 子

教員男子

藤 上 良 英

滋 賀 藤 上 良 信

藤 原 健 二
石  川

原

長谷川

和 田

栄 一
進

修

永 井   司
山 形  高 山 昌 三

斉 藤 和 夫

高校男子

西 村
富 山  梶 川

上

正 美
博 之
治 雄

寺 田   繁
福 島 矢 部 芳 光

五十嵐 弘 之

池 田 文 昭
奈 良 松 重 恵 三

坪 内 利 夫

高校女子

高 田 幹 子
徳 田 敦 子
植 野 恵美子

大  阪
山 田

千 葉  平 野
瀬 野

尚 子
美千代
0まョ  ーギ■
`日

 :末

堀 田 正 子
山 形  清 水 ネL 子

福 原 友 子

第 28回  昭和 48年  若潮国体  千葉県  県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第 29回  昭和 49年 水と緑のまごころ国体 茨城県 石岡小学校体育館、石岡三高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第30回  昭和 50年  たくましくあすをひらこう みえ国体 二重県 県立松阪高校体育館 (総合優勝 石川県)

種  別
1位 2位 3位

一般男子

池 田
東 京  栂野尾

今 井

′■■   ・ 夕_
1日  子
日   _
Fヨ

茂 満
神奈川

」ヽ

宮

笠

島

川

井

一 平
秀 樹
教 行

松 島   保
愛 知  本 間 順 次

谷 口   寛

一般女子

石 崎
東 京  今 田

柴 山

茂 子
員知子

きよ子
香  川

田

山

川

所 静 子
口 豊 子
東 秀 美

北海道

田 村 静 子

高 野 美千子
藤 島 百 子

教員男子

門 間 幹 夫

和歌山 武 藤 隆 志

森   隆

原

石 り|1 長谷川
高 来

,4  _
´ヽ   ~~

進

秀 夫

佐 藤 利 昭
茨 城  関 本 昌 和

大 り|1 健太郎

高校男子

米 山 孝 二

山 形 中 島 俊 彦

加 藤 信 之

ノ、 良

塚

イヽ

村

本 良 一
倉 久 和
田 信 博

長谷川 博 幸
福 井 諏 訪 芳 博

中 村 幸 平

高校女子

関 根
新 潟  大 塚

佐 藤

和 子
ソノエ

由喜子

牛 田
香 り|1 片 山

渡 辺

真由美

千英子

幸 子
大 阪

野 恵美子
川 好 子
村 寿弥子

植

石

」ヒ

位
種  別

1位 2位 3位

成

午
男

子

般

小 島
神奈川  宮 川

笠 井

一 平
秀 樹
教 行

池 田
東 京  栂野尾

銭 谷

信 孝
昌 一
欽 治

河 村 博 之

富 山  今 泉   勉
米 沢 和 男

教 員
原

石 り|1 長谷川
和  田

栄 一
進

修

今 井 勇 司

群 馬  関   俊 夫
桐 生 台次郎

渡 部 紘 一

官 城 木 戸 純 一

白 岩 良 治

成年女子

湯 木

東 京  池 田
柴 山

博 恵
美 加
きよ子

香  川
川 東 秀 美
田 所 静 子

山 口 豊 子

石 田 雅 子
岡 山  三 田 明 美

藤 原 敦 子

少年男子

吉 岡 伸 浩

冨 田 章 夫
田 島 裕 司

奈  良
官 森 庄 吉

石 川 酒 井 直 人

坂 本 宏 志

橘 り|1 光 孝
宮 城  沼 沢   隆

宍 戸 隆 夫

少年女子 大  阪
植
」ヒ
石

野

本す

川

恵美子

寿弥子

好 子

谷 口 元 美
二 重  根 野 いく子

野 崎 知 花

香  川
前 川
渋 谷
金 崎

加代子

茂 子
美 保

-71‐

位 .

」
ι
ム
ド

サ:頂



第 31回   昭和 51年   若楠国体  佐賀県  県立牛津高校体育館、町立牛津中学校体育館 (総合優勝 石川県 )

第 32回 昭和52年  あすなろ国体  青森県  浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

第 33回  昭和 53年  やまびこ国体  長野県  塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)

種  別
1位 2位 3位

成
年
中
フフ

子

:|、

小 島 一 平

神奈川  官 り|1 秀 樹
笠 井 教 行

今 泉   勉
宮 山 河 村 博 之

米 沢 和 男

石  川
相 川
米

堂谷内

進

正 隆
均

教  員 石  川
原

長谷川

和  田

栄 一
進

修

群  馬
関   俊 夫
今 井 勇 司

桐 生 台次郎
和歌口|

門 間 幹 夫

武 藤 隆 志

山 本 茂 樹

成年女子 東 只

湯 木 博 恵

石 崎 茂 子

今 田 員知子
香 川

石 原
田 所
牛 田

英 子
静 子
真由美

西 尾

大 阪  谷
秋 本

真理子

美津代

幸 子

少年男子

重 山 成 生

石 川  森 田   均
坂 本 昌 嗣

北 橋   進
滋 賀  西 山 博 司

西 堀   武

平 野 勝 彦

香 り|1 上 原   明
木 田 敬 二

少年女子

石 りll 好 子
大 阪  平   久美子

河 村 茂 美

青 木 恵 子

新 潟 藤 井 良 子

佐 藤 友 子

徳 永
東 京  松 枝

永 野

順 子
睦 子
ふみ子

種  別
2位 」

ι
ム
ｒ

成
年
男

子

几
ス
●
川

雄
孝

雄

幹

佳

証

崎

野

田

尾

飯

土
玉埼

孝

一
治

信

昌

欽

田
尾

谷

野

池

栂

銭
一泉東

一ι
　

一Ｔ
・
―
ム

「「
ｒ́
，
コ７

一
教

敏

島

井

小

笠

辻
神奈川

教  員
一
進

光

栄

　

吉

川

田

谷

原

長

舛
石  川

司

夫

郎次

勇

恒

台

井

原

生

今

栗

桐
群  馬

夫

樹

和

幹

茂

正

間

本

山

門

山

米
和歌山

成年女子

恵

加

子

博

美

茂

本

田

田

湯

池

池
一只東

子

代

子

理

津

真

美

幸

尾

　

本

西

谷

秋
大  阪

子

子

美由

英

静

真

原

所

田

石

田
牛

香  川

少年男子

司

司

樹

博

忠

和

山
部

田

西
矢

山

賀滋

永

明
忠

光

俊
田
郷

根

角

久

関

木栃
一
悦

二

勇

誠

俊

藤

美

内

丹
楠

島

森青

少年女子

子

美

子

美久

茂

恵

村

口

平

河

原
大  阪

理

香

枝

由

圭

史

田
村

田

浜

田
寺

知高

子

子

代

々

明
奈

端

西

下

沼

葛

山

柳

森青

位
種  別

1位 2位 3位

成
年
男
子

般

田 所 光 男

千 葉 大 場 和 博

西 村 龍 夫

棒     勇
新 潟  鈴 木  .裕

丸 山 法 男

石 川
相 川
米

堂谷内

進

正 隆
均

教  員 石  川
進

吉 光
修

長谷川

舛 田
和 田

今 井 勇 司

群 馬 栗 原 恒 夫

岩 崎 盛 和

工 藤 勇 参

熊 本  稲 津   悟
田 中 芳 文

成年女子

美津代

幸 子
文 子

谷

大 阪  秋 本
東海林

福  岡
桶 本 百合子
丸 山 富 江

山 口 峰 子

沼 能
栃 木  日 山

日向野

久 子
裕 子
藤 枝

少年男子

本 石 俊 憲

熊 本 権 藤 浩 二

井 上 哲 章

桜 井 雅 人

山 形  五十嵐 正 弘
須 貝 英 徳

滋 賀
保

横

川

科 正 浩
田 悟 司
嶋 栄 司

少年女子

月 岡 広 美

新 潟 中 沢 一 枝

斎 藤 優 子

栃 木
上 野 加代子
高 田 康 子
海 賀 里 美

′、
ロ

大  阪 原
」ヒ

川 裕 子
口 恵 子
田 スミ子
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種  別 1位 2 イ立 3  イ立

成
年
男
子

舟支

田 所 光 男
千 葉 大 場 和 博

織 本 富 之

小 島 一 平
神奈川  高 橋   清

菅   敏 明

遠 藤 好 男
北海道  木 村 敏 男

久 原 正 敏

教  員 石  川
長谷川

和 田

“
「  :コ  =L

進

修

光

今 井 勇 司

群 馬 栗 原 恒 夫

鏑 木 智 博

藤 原 健 二

滋 賀 藤 上 良 信
脇 坂 重 之

成年女子

日 山
栃 木  日向野

大 蔦

裕 子
藤 枝
和 代

東海林 文 子
大 阪 葛 西 明 子

原 口 恵 子

香  川
平 井
山 田
前 川

佐代子

高 子
加代子

少年男子

権 藤 浩 二

熊 本 村 上 英 介
井 上 哲 章

香  川
岡

小

竹

野 佳 浩
西   太
田 佳 史

馬 場 良 浩
栃 木  小野口   正

大 島 正 志

少年女子

」ヒ  田
大 阪  植 田

冨 田

スミ子

日出子

美千代

藤 井
新 潟  遠 藤

富 岡

直 子
えり子

栄 子
熊  本

川 添 安 代
高 峯 禾口 子
陣 内 貴美子

第 34回  昭和 54年  日本のふるさと宮崎国体  宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県 )

第 35回  昭和 55年  栃の葉国体  栃木県  真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県)

第 36回 昭和 56年 びわこ国体 滋賀県 大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)

種  別
Ｌ
ι
ム
や 2位 3 イ立

成年男子

勉

隆

博

正

敏

泉

　
　
上

今

米

二

山富

平

治

明

一　
隆

敏

島

田

小

池

菅

神奈川

進

光

均

士
ロ

川

田

内

谷
　
　
谷

長

舛

堂

石

成年女子

護

子

子

喜

洋

多

陽

辺

岸

端

渡

高

一只東

代

生

子

津美

弥

典

＋
Ｉ

　

ユ

未

ｌ
　

ｒ

谷

若

阪

滋  賀

子

美

子佳

澄

喜

智

松

辺

田

小

渡

柳

愛  知

少年男子

幸

夫

二

裕

英

進

本

端

浦

山

竹

松

賀滋

志

円

樹

正
　
　
・正

島

堀

村

大

大

戸

木栃

章

男

幸

哲

幸

和

上

東

田

井

伊

福

本熊

少年女子

子

子

美

美

口

　

彗

ヽ
　

′ム

禾

・　

ヨ
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コ
，

峯

内

山

高

陣

森

本能
ヽ

代

織

美

全

千

升

田

木

崎

松

新

尾

阪大

子

子

子美

満

美

登

新 潟

上

内

田

野

山

山

種  別
」
ι
ム
ド

」
■
ム

Ｐ
，
“

」
ι
ム
ロ

成年男子

勉

隆

永

正

加

泉今

米

林

富  山

伸

茂

美

光
　
　
英

藤

藤

元

佐

須

村

森青

司

行

博

勇

克

智

井

庭

木

今

秋

鏑

馬群

成年女子

恵

子

美

博

陽

広

木

岸

岡

湯

高

月

エス東

代

代

子

津

千

理

美

美

恵

村

野

谷

西

磯

賀滋

美

子

子

美

茂

久

明

村
　
　
西

河

平

葛

大 阪

少年男子

二

泰

昌

進
　
　
泰

浦

岡

田

松

片

辻

賀滋

二

次

二

修

健

康

野松

宮

宮

梨山

仁

博

啓

義
　
　
照

田

松

本

可つ
　
十
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」ヨ
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И
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エ
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石

少年女子

子

子

美

美貴

尚

弘

内

峯

山

陣

高

森

本
ム
ロ
＾

子

子

美

佳

貴

明

内
　
　
井

山

佃

永

香  川

子

子

子

知

代

美

咲

佳

内

崎

田

山

石

本

潟新

位

」
ι
ム
ｒ

|

位
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第37回  昭和57年  くにびき国体  島根県  大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県)

第 38回  昭和 58年  あかぎ国体  群馬県  桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県)

第 39回  昭和 59年  わかくさ国体  奈良県  田原本町中央体育館 (総合優勝 大阪府)

1位 2位 3位

成年男子

今 井 勇 司

群 馬 鏑 木 智 博

秋 庭 克 行

今 泉   勉
富 山 米 沢 和 男

米   正 隆

遠 藤 好 男

北海道  米 山 孝 二
千 葉 昌 弘

成年女子 岡  山

河

昌

小

本 イヽ 織
田 幹 子
寺 裕 美

河 村 茂 美

大 阪  平   久美子
国 奥 美智子

静  岡

山

川

原

本 美津子
島 直 子
田 純 子

少年男子

西 り|1   勉
滋 賀  辻 田 泰 昌

杉 本 吉 男

山 尾 克 則

石 川 岡 島 浩 一

羽 田 憲 治

長 内 征 美

埼 玉  新 井 利 幸
大 割 誠一郎

少年女子 大  阪

松 田 太嘉子
石 井 香 澄

鴻 原 春 美

熊  本

森 山 弘 美

高 峯 尚 子

青 木 きよみ

三 沢 真奈美
栃 木 岡 崎 仁 子

小 貫 早 苗

種  別 1位 3 イ立

成年男子

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群

裕

一　
英

圭

芳

木

下

塚

鈴

山

飯

潟新
　
・

之

孝

雄

和

佳

裕

藤

野

出

後

飯

井

岡静

成年女子

織

子

美

小

幹

裕

本

田

原

河

高

中

山岡

子

子

子

＋
″

直

千

純

島

松

田

川

白

原

岡静

子

美

子

代美

広

尚

岡

・峯

枝

月

高

東  京

少年男子

明
　
一　
昭

英

謙

英

本
　
　
次

川

林

三

本熊

浩

典

洋

・

泰

喜

藤

本

山

佐

松

村

庫兵

弘

哲

二

昌
　
　
友

一１
　
と
判
　
．コ

↓
――
　
ヨ
■

　

―Ｉ
Ｈ

野

ヨ
］
　

ヽ
　
　
キ
ー

輌

´
　

ノ
‐

．
　

■
↑

良奈

少年女子

美

子

美

春

貴

正

原

木

崎

鴻

新

宮

阪大

香

美

み

由

よ

美

真

き

村

井

木

上

平

青

本熊

恵

り

美

理

ど

真

み

智

田

田

名野

原

本

川

新 潟

種  別 1位 2位 3 イ立

成年男子

工 士 恭 司

熊 本 江 藤 正 治

権 藤 浩 二

今 井 勇 司

群 馬 栗 原 恒 夫

鏑 木 智 博

辻   敏 弘
奈 良 中 井 基 夫

吉 岡 伸 浩

成年女子

葛 西
大 阪  星

平 山

明 子
和 枝
美恵子

ひとみ

順 子
和 代

石  川

伊 東
小 野
小 路

枝

東 京  森 山
三  田

美代子

弘 美
知佳子

少年男子 滋 賀

江 藤 裕 樹

中 り|1  健
中 り|1  康

富 山

平 井 保 光

中 嶋 正 男
室 田 繁 行

松 元
埼 玉  生井沢

石 橋

功 一

勝 美
隆

少年女子

新 木 貴 子

大 阪  今 村   薫
山 田 陽 子

井 郁 子
池 由扶子
戸 香 織

新 潟

=Lイコ

4ヽ

青

徳 光
青 森  谷 地

西 田

由美子

春 子
美知子
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種  別 1位 2位 3  イ立

成年男子

工 士 恭 司

熊 本 権 藤 浩 二

堺   圭 一

今 井 勇 司

群 馬 栗 原 恒 夫

竹 内 康 夫

坂 本
愛 知  古 賀

坂 井

宏 志
勝 志
外喜男

成年女子

月 岡 広 美

新 潟 野 上 満 子

山 内 美 子

高 峯
大 阪  星

平 山

和 子
和 枝
美恵子

東海林

山 形  佐 藤
田 口

文 子
栄美子

真由美

少年男子

生井沢

埼 玉  菊 地
石 橋

勝 美
修

隆

気

山

中

石  川

篤 人
明 彦
守

谷

本

川

北 和 彦
村 徳 祐
本 義 久

熊 本

浜

中

ガヽ

少年女子

田 島
熊 本  田 代

松 尾

志 乃
美智世

知 美
新  潟

小 池 由扶子
青 戸 香 織

棒   匡 子

手 智江美
間 由 紀
井 智 秋

青 森

横

平

浮L

第40回  昭和 60年  わかとり国体  鳥取県  県立由良育英高校体育館 (総合優勝 熊本県)

第 41回  昭和 61年  かいじ国体  山梨県  勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県)

第 42回  昭和 62年  海邦国体  沖縄県  糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県)

種  別 1位 2位 3 イ立

成年男子

幸

二

次

裕

修

健

本

野

山

松

宮

梨山

夫

嗣

浩

一　
尚

正

下

田

科

森

谷

保

阪大

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本熊

成年女子

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

潟新

子

美

子

理真

鶴

和

ノゝ、

大

田

川

谷

向

富  山

子

代

和

幹

英

田

口

藤

高

野

清

山 梨

少年男子

猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

久

畑

本

本し
ヽ
台

パ

史

努

寿

高
　
　
延

田

石

佐

内

典

岩

梨山

樹

成

高

直

芳

夢

田

田

木

吉

越

城

山富

少年女子

美

美

美

士富

由

由

村

島

庭

福  岡

田

田

間

美

秋

子美

知

千

喜

熊  本

松

`=■」

渡

尾

禾ll

辺

元

田

水

秋

太

清

玉埼

美佐緒

悦 子
由紀子

1 位 」
ι
ム
ロ

，
一 3位

成年男子

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横

阜岐

夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐

栗

竹

片

馬群

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本熊

成年女子

子

美

子

理
　
　
美

真

鶴

由

川

谷

喜

今

大

伏

山富

宮

大

松

子

恵

美

津美

幸

清

本

屋

本

愛  知

子

代

代

佳

和

幸

島

路

本

石  川

少年男子

生

肇

崇

草麻木

井

原河

鈴

平

小

滋 賀

昭

也

美

秀

誠

宗

山

村

龍

本

高

度

本熊

勝

隆

二

英
　
　
秀

根

井

木

関

石

鈴

玉埼

少年女子

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

官

本熊

子

子

子佐

高

良

妃

里

田

井

南

岩

水

阪大

子

美

り力
″

匡

朱

ゆ

橋

賀

棒

高

加

潟新
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第 43回  昭和 63年  京都国体  京都府  長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )

第 44回 平成元年 1まなます国体 北海道 日本工学院北海道専門体育館 (総合優勝 熊本県)

第45回  平成 2年  とびうめ国体  福岡県 筑紫野市農業者トレーニンク・センター (総合優勝 大阪府 )

」
ι
た
Ｔ

」
ι
ス
ロ

，
一 3位

成年男子

幸

雄

昇

博

隆

川

場

谷

谷長

石

細

神奈川

勉

幸

男

込́一̈
　
士
ロ

尾

本

本

村

山

杉

都二只

博

夫

也

智

康

哲

木

内

桐

鏑

竹

片

馬群

成年女子

子

美

子

理
　
　
美

真

鶴

由

川

谷

喜

今

大

伏

山富

薫

世

枝

智美

照

村

代

崎

今

田

磯

阪大

恵

子

理

幸

明

恵

屋

田

々

大

丑

佐

知愛

少年男子

昌

剛

弘

知
　
　
隆

谷

村

賀

大

内

須

玉埼

和

治

樹

忠

謙

秀

藤

本

井

工

藤

村

北海道

肇

崇

晃一一

井

原

橋

河

′

一　
　
　

ヽ

　

　

コ

コ
，
　
‐４
　
Ｈ
■

賀滋

少年女子

子

子

子

佐

志

良

妃

美

田

井

木

岩

水

新

阪大

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

官

本熊

枝

子

古

久

直

亜

花

野

見

立

矢

伏

城宮

位
種  別 1位 2位 3位

成年男子

長谷川 博 幸
神奈川  石 場 隆 雄

細 谷   昇

伊 藤
北海道  山 尾

角 谷

雅

克

得

弘

貝」

村 尾   勉
京 都 山 本 裕 幸

杉 本 吉 男

成年女子 群  馬

野 口 英 代
中 島 真 美

藤 岡 美智子

今 村   薫
大 阪  奥 山 ・保 子

秋 元 美佐緒

都 木
東 京  毛 利

星 野

弘 美
千 秋
実智代

少年男子

佐 藤 嘉
北海道  郷 路 一

古 り|1 英

伸

良β

樹

片 山 卓 哉

埼 玉  久保田 雄 三
関 根 靖 則

田 上 厚 志

熊 本  本 田 和 裕
霜 上 和 宏

少年女子

宮 村 愛 子

熊 本  松 田 治 子
阪 本 雅 子

大  阪

妃佐子

二  員

美 佐

水

禾I」

坂

井

川

田

佐 賀

庄 島 由美子
寺 尾 美 紀

篠 原 久 子

種  別 1位 2位 3 イ立

成年男子 IF

福

中

常

実

健

兼 二

田

川

山

辻 田 泰 昌
大 阪  奥 野   勉

早 戸 敬 雄

荒 木 秀 文

福 岡 中 村 正 巳

石 井 正 行

成年女子 福  岡

清 水
田 村
田 頭

尚 美
富士美

美奈子

金 丸
静 岡  横 手

山 田

陽 子
智江美

美 紀

今 村
大 阪  奥 山

三ツ川

薫

保 子

貴 子

少年男子 大  阪

岸 田 明 宏
上 瀧 賢 二

片 岡 詔市郎

本 田 和 裕
熊 本 岡 部 英 朗

前 田 尚 文

関 根 靖 則

埼 玉  高 橋   真
増 田 直 樹

少年女子

貴 子
由美子
｀
忍

井 田
埼 玉  青 木

浜 崎

松 田 洋 子
大 阪 杉 田 暢 子

大 田 貴 子

寺 尾 美 紀

佐 賀 篠 原 久 子

鬼 塚 知 美
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種  別
1 位 2 イ立 3 イ立

成年男子

腱に
　
一　一　
士
心

兼

一

川

山

内

中

常

山

重〓
一

昌

勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

戸

辻

奥

早

阪大

彦

仁
　
一

達

義

健

利

田

田

毛

羽

崎

石  川

成年女子 東  京

子

美

枝

しよ

弘

久

児

木

花

田

都

立

神奈川

青 戸
森

加 賀

香 織
真由美

ゆかり

子

子

美

陽

陽

仁

泉

浜

尾

小

上

中

石  川

少年男子

二

法

二

慎

秀

裕

田

橋

藤

太

石

佐

葉千

増 田
埼 玉  高 橋

加賀谷

樹

真

洋

直 康

也

男

拓

明

木

鼻

本

青

竹

石

石

少年女子

子

美

泉

淳

裕

本

田

田

橋

山

貴

城宮 群  馬

重

子

奈

人

恭

美

野

野

井部

高

丹

田

田

田

●
出

津

安

丸

石

藍 子
香 奈
実支子

第 46回   平成 3年  石川国体 石川県  美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県)

第 47回 平成 4年  べにはな国体  山形県  新庄市体育館 (総合優勝 熊本県)

第 48回 平成 5年  東四国国体  香川県  坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府 )

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

順  位
種  別

1位 2位 3位

成年男子 大  阪

辻 田 泰 昌
今 井 彰 宏

鈴 木 草麻生

西 山
山 形  渡 辺

寺 島 」r

博

清

岡lサ

げ
| 角 谷
北海道  工 藤

古 川

淳 一
忠 和
英 樹

成年女子

大 堀 麻 紀

富 山  佐々木   忍
野々村 美 春

林   美 希
熊 本 田 畑 美 香

上 田 純 子

田 児
東 京  岡 山

立 花

よし子

登紀子

久 枝

少年男子

成 島 瑞 穂

茨 城  樋 渡 順 也
矢 部 正 博

高 橋 幸 治

群 馬 横 山 秀 之

坂 入 秀 貴

片 岡 直 茂

熊 本  花 田 政 文
野 田 亮 介

少年女子 大  阪

大

水

川

田 貴 子
井 泰 子
口 桐 香

小 室
埼 玉  伊 藤

浅 井

恭 子
さおり

康 代
熊  本

官 村 亜貴子
村 上 直 美

伊 藤 真由美

順 位
種  別

1位 2位 3位

成年男子

高 橋 英 治

東 京 峯 岸 康 史

須 賀 隆 弘

谷 田 尚 嗣

大 阪 植 村 昭 彦

常 山 兼 二

中 り|1  健
二 重 磯 部 昌 弘

吉 田 義 利

成年女子 大  阪

西 田 美由紀
村 上 直 美

大 田 貴 子

林   美 希
熊 本 田 畑 美 香

上 田 純 子
香  川

中 尾
川 本
磯 崎

仁 美
光佐子

照 枝

少年男子

樋 渡 順 也
茨 城 矢 部 正 博

大 橋 雅 道

千  葉

田

池

」ヽ

中 肇 一
田 哲 徳
倉 伸 彦

井 野 嘉 久

北海道  一 官 孝 一

馬 木 智 一

少年女子

水 井
大 阪  り|1 口

鬼 池

泰 子
桐 香
めぐみ

増 茂
北海道  中 山

田 村

孝 枝
智香子

裕 美

山 田 潤 子
富 山 進 藤 範 子

山 田 青 子
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1位 」
ι
ホ

ロ
，
一

一
ι
ム
ｒ

成年男子

弘

哉

三

隆

卓

雄

賀

山

田保

須

片

久

東  京

昌

宏

彦

泰

彰

昭

田

井

村

辻

今

植

阪大

人

一　
昭

篤

公

秀

谷

渕

山

気

岩

本

山富

成年女子

美

子

子

知

彰

雅

尾

上

本

松

道

阪

京東

忍

美

重

由真

人

木

辺

野

々佐

渡

高

富 山

子

き

恵

ゆ

景

み

幸

野

藤

田

竹

遠

亀

潟新

少年男子

之

人

徹

将

良

井

訪

本

酒

諏

松

賀滋

一　

一　
浩

孝

智

隆

官

木

西

一　
馬

今

北海道

郎

志

太

一光

正

圭

田

森

田

津

奥

舛

石  川

少年女子

佳

み

紀

ぐ

由

め

美

島

池

橋

福

鬼

市

阪大

子

子

里■ガ

裕

明

由

部

富

武

谷Ｆヌ
　
士
口
　
士
ロ

福  岡

子

紀

代

依麻

真

貴

中

岡

亀

群  馬 田

山

第 49回  平成 6年 わかしゃち国体  愛知県  大府市民体育館 (総合優勝 大阪府 )

第 50回  平成 7年  ふくしま国体  福島県  白河市中央体育館 (総合優勝 福島県)

第 51回  平成 8年  ひろしま国体  広島県  三原リージョンプラザ (総合優勝 熊本県)

種  別
■
ム
■
■

」
ι
■
■

，
“

」
ι
ム
ド

成年男子

哉

均

宏

辰
　
　
泰

谷

堀

野

柳

大

平

島福

人

昭

裕

篤

秀

和

谷

山

田

気

本

本

山富

二

義

宏

兼

哲

明

山

辺

田

常

渡

岸

阪大

成年女子

子

紀

紀

匡

麻

美

堀

尾

棒

大

寺

島福

子

枝

保

香智

孝

美

中

増

田

大  阪

山

茂

中

忍

子

重

治

人

本

田

野

々佐

松

高

富  山

少年男子

徹

樹

士

裕

馨

本
　
　
国

松

向

川

滋 賀

生

文

平

訓

逸

洋

部
　
　
俣

渡

沈

竹

島福

渉

男

太

正

圭

坂

代

田

徳

栄

舛

石  川

少年女子

美

子

子

希

珠

由

哲

島

糸

中

片

堀

石

子

子

子知

青

陽

真

田

橋

藤

山

石

加

富  山

子

瞳

子

明
　
　
華

富

石

田

吉

大

稗

岡福

一
エ
ム
μ

種  別 1位 2位 」
ι
ム
一ｒ

成年男子 富 山

宏

昭

裕

彰

貴

和

井

内

田

今

谷

本

宏

文

茂

和

政

上

田

田

霜

花

福

本熊

樹

伸

哉

秀

嘉

直

井

藤

澤

村

佐

水

北海道

成年女子 富  山

美

美

恵

緒奈

由

理

口

石

橋

河

明

市

子

り

美

お

景

か

直

野

藤

矢

竹

斎

住

潟新

美

愛

子

奈
　
　
夕

井

川

辺

福

吉

渡

島広

少年男子

太

明

相

圭

浩

忠

田
　
　
井

外

車

酒

石

彦

介

宙

公

洋

吹

西

嶺

小

中

長

玉埼

司

介

良

忠

伸

束

下

瓶

大

木

二

本熊

少年女子

美

史

蕩

里川

脇

井

岩

李

玉埼

幸

子

子

美

弘

純

浦

峰

本

杉

永

橋

本熊

香

旋

華

知

有

美

岡
　
　
城

吉

鄭

安

阪大
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」
ι
″
●

盾

いロ
カ

1位 2 イ立 3 位

成年男子

昇

彦

弘

三

嶋

田
賀

田保

見

町
須

久

文

隆

雄

東  京

生

二
彦

宏

峰

兼
昭

明

井

山
村

田

松
常
植

岸

阪大

裁

文

秀

一

水

居

嵐十

森

清

棟

五

岡福

成年女子

巳
子
子
枝
香

克
貴
智
孝

崎

田
山
茂

官
井
中
増

大  阪

章
子
子
子

佐
　
奈

妃
泰
未

口
井
井

辺

谷
水
水
渡

良奈

博
重
美
紀
緒

昭
人
奈
美

合
野
口
橋

河
高
河
市

山富

少年男子

寛

一
也
也

泰
修

和
和

田
尾
谷
川

和
仲

永
福

阪大

二
良
也
史

浩
　
真
寿

藤
瓶
東
村

権

二
大
中

本熊

範
明
相
靖

重
浩
忠
徳

島
　
井
谷

彼
車
酒
茶

石  川

少年女子

子

り

子

緒

お

智

か

景

奈

野

　

内

好

樽

森

中

三

岡福

修
幸

恵

理

美

　

恵

田
井

田
村

和

田
舛

田

石

一
美

華

子

正

麻

美

永

上

永

城

水

西

福

安

速

阪大

第 52回  平成 9年  なみはや国体 大阪府  大東市立体育館 (総合優勝 大阪府 )

第53回 平成10年 かながわ・ゆめ国体 神奈川県 大和市スホ・―ツセンター体育会館 (総合優勝 大阪府)

第 54回  平成 11年  くまもと未来国体  熊本県  ノヽ代市総合体育館 (総合優勝 熊本県)

順  位
種  別 1 位 2位 3位

成年男子

今 泉   勉
鈴 木 草麻生
今 井 紀 夫

大 山 宏 司

富  山

兒 嶋   昇
苗 青  町 田 文 彦ハ ′1｀

須 賀 隆 弘

渡 辺 清 一

大  阪

松
‐′'F
松

川

井 峰 生
田 明 宏
井   充
口 馨 士

成年女子

谷 口   章
去 .水 井 泰 子
示 民  松 田 治 子

市 橋 理 恵

磯 部
茨城交宴

岩 松

和 弘
加奈子

千 尋
絵理子

河 合

富山 :島 雷
明 石

昭 博
人 重
奈緒美
由 美

少年男子

権 藤 浩 二

能 十 大 束 真 也RR牟
中 村 寿 史
茂 見 祥 平

根   務
村 竜 彦
山 政 史
崎 和 宗

埼  玉

関
橋
¬ア
,~

川

彼 島 重 範
酒 井 忠 相
茶 谷 徳 靖
山 下   淳

石  川

少年女子

樽 野 智 子

中 内 景 子

藤 本 乃 恵

松 尾 美穂子

福 岡

吉 田 信 之
+ハ 末 綱 聡 子
ハ ノJ赤

尾 美 代

赤 尾 亜 希

加 藤   勝
春 千  大 熊 倫 子~円 ~ 

山 口 絵 美

謝   好 嬉

順 位
種  別

1 位 2位 3位

成年男子

久

宏

文

司

武之

和

政

忠

黒

上

田

束

石

霜

花

大

本じ
］ヽ
台
月

勉

夫

司

助

紀
宏

大

泉

井
山

川

今

今

大

吉

山富

雄

太
志

輔

隆

圭
隆

裕

場

田
水

川

石
舛
清

古

神奈川

成年女子

巳
み
り
子

ぐ

お

克

め
か
祥

崎
池
　
本

宮
鬼
森
関

阪大

佳
子
子
尋

奈
三
加
暁
千

塚
倉

島
坂

大
米
中
大

茨  城

博
香
子
子

昭
静
潤
青

合
本
田
田

河
山
山
山

富  山

少年男子

実
介

治

翔

康

翔

谷
村
藤
木々

渋
安
佐
佐

東  京

二
平
奈
義
緒

浩
祥
礼
真

藤

見

田

田

権

茂
池

土

本熊

浩
敬
博
喬

佳
和
丈

野
宮

田
場

岡
二
前
木

香  川

少年女子

一
子

恵

郁

穂

憲

美

乃

神

尾

本

坂

明

松

藤

脇

福  岡

雄
晴

子

加
一

幸
千

舞

理

東

上

本

国

伊

田
松

野

本熊

敏

郷

織

香

正

暁

詩

ま

島

　

下

岡

中

陳

大

広

玉埼
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位
憎

い９
カ

1位 2 イ立 3 イ立

成年男子

勉

夫
昭

司

紀
貴

宏

泉

井
内

山

今

今

谷

大

富  山

介

文
治

高

陽

政
良

博

中

田
上

井

村

花

田
古

本熊

雄

太
志

輔

隆

圭
隆

裕

場

田
水

川

石
舛
清

古

神奈川

成年女子

樹
子
子
子

奈
佳
理

洋
加
美
絵

鳥
倉
縄
松

下
米
長
岩

城茨

努
子
晴
予

祥
千
宏

多
本
上

喜
関
田
西

阪大

博
香
子
子

昭
静
潤
青

合
本

田
田

河
山
山
山

山富

少年男子

実
治
翔

一

翔

　

雄

谷
藤

木

田
々

渋
佐
佐
池

東  京

明
介
夫
遠

英
佳
隆
士
心

形

ロ

山

川
米

劉

山富

司
平
大
純

一
幸
圭

口
坂
田
村

井
早
石
竹

北海道

少年女子

仁

子
代

琳

理栄

靖

調

屋

瀬

府ロカ

高

度

今

楊

青 森

二
幸

代

品

正
美

幸

谷
村

井

麦

田
今

劉

富  山

三

美

子
香

鯉

也

良

友

真

早

野

田
山
津

春

松

西

宇

崎長

第 55回  平成 12年  2000年 とやま国体 富山県 高岡市民体育館 (総合優勝 富山県)

第 56回  平成 13年  新世界・みやぎ国体  宮城県  塩竃市体育館 (総合優勝 富山県)

第57回  平成 14年  よさこい高知国体  高知県  南国市立スボーツセンター (総合優勝 東京都 )

種  別 1位 2位 3 イ立

成年男子

勉

助

太

司

大

圭

忠

泉

川

田

東

今

吉

舛

大

富  山

介

高

文

治

陽

博
政

良

中

井

田

上

村

古
花

田

本熊

彪

尚

士

洋

生思
酬岬

條

村

井

谷賀

中

中

福

加

埼  玉

成年女子

一
子
美
希

新
悦
友
亜

村
本
田
尾

中
寺
松
赤

葉千

夫
子
澄
恵

一
裕
真
知

島
浦
木
津

小
松
正
梅

城茨

博
子
幸
佳

昭
潤
美
知

合

田
村
伯

河
山
田
佐

山富

少年男子

実
仁

一
士

尚
雄
慎

谷
浦

田
開

渋
山
池
新

一只東

司
伸
史
也

貴
元
敦
知

屋
藤
　
上

大
斉
堤
井

玉埼

潤
生
博
平

峰
克
佳

祭
脇
原

戸
岩
長
鉦

森青

子女年≫／
１

´

仁

琳

子
代

理

議

栄

靖

屋

　

瀬

府●カ

高

楊

廣

今

青 森

二
都

品

代

沙

庄

美

　

幸

田
伯

　

井

中
佐

劉

今

山富

之
衣

美

子衣

信

麻

一
麻

田
部

満

本

吉

服
倉

橋

ゝ
Ｊ
′
′̈

大

順 位
種  別 1位 2位 3位

成年男子

勉

夫

太

司

紀

圭

忠

泉

井

田

束

今

今

舛

大

富  山

樹
哉

司

博

英

直
裕

正

川

澤
上

原

古

水

三

長

北海道

義

士

一
昭

哲

馨

孝

貴

辺

口
宮

内

渡

川

一
谷

阪大

成年女子

一
香
美
希

新
静
友
亜

村
本
田
尾

中
山
松
赤

葉千

人
子
子
子

佳

正
尚

美
幸

並
川
縄
永

山
小
長
徳

官 城 東  京

夫
子
子
幸
奈

久
良
加
美

合

田
倉
井

落
岩
米

田

少年男子

実

一
士
平

雄
慎
洋

谷
田
開
木

渋
池
新
高

一只東

司
也
祐
巳

貴
知
駿
克

屋
上
山
井

大
井
秋
新

玉埼 滋 賀

藤 上
山 口
数 野
早 川

信
洋
太

一

良
公
健
賢

少年女子

仁

子
代

子

理栄

靖

知

青 森

高 屋
廣 瀬
今別府

小 柳

治
侑

舞

佳

伸

　

　

裕

藤

田
藤

尾
脇

後

林

阜岐

裕

美

優

希

貴

朝

　

咲

田
嶋

山
村

常

田
平

松

城宮

-80‐



種  別 1位 2位 3位

東  京

見 嶋   昇
久保田 雄 三
片 山 卓 哉
清 水   裕

岡  山

藤 原
松 川
尾 崎
佐 イ白

道 弘
大 記
勝 久
浩 一

原 田 利 雄
菅 掛  草 井   篤自 殊

山 下 洋 平
鈴 木 知 道

成年女子

中 村 新 一

千 警 寺 本 悦 子:本  松 田 友 美
赤 尾 亜 希

山 並 正 人
小 り|1 尚 子
長 縄 美佳子
徳 永 幸 子

宮  城

今 井 彰 宏

鮨 +末 綱 聡 子
熙
^中 内 景 子

今 井 幸 代

少年男子

藤 上 良 信

滋 智 数 野 健 太μ ス  早 り|1 賢 一
早 崎 修 平

東  京

月ヽ
局
堀
林

重 徳
洋 平
善 生
森

林
木
川

大 屋 貴 司

低 =中
尾 祐 介

倒 工  黒 田 俊 明
宗 形 俊 克

少年女子 宮 城

常 田 貴 裕
平 山   優
松 村 咲 希
麻 植 まさよ

青 森

仁
知 子
美佑紀
香 里

高 屋
小 柳
藤 澤
今別府

工 藤 勇 参

“
+吉 村 征 美

"R 
今  前 田 美 順
岡   ひとみ

第 58回  平成 15年  NEW!!わ かふじ国体 静岡県 富士宮市民体育館 (総合優勝 東京都 )

第 59回  平成 16年  彩の国まごころ国体  埼玉県 久喜市総合体育館 (総合優勝 埼玉県)

第 60回  平成 17年  晴れの国おかやま国体  岡山県 岡山市総合文化体育館 (総合優勝 埼玉県)

|1頂 位
千1「 男|」

1 位 2位 3位

成年男子

今 泉   勉
青 ,1. 舛 田 圭 太
目 円  大 束 忠 司

大 束 真 也

中 條  彪
山 田 英 孝
福 井 岡1 士
中 西 洋 介

埼  玉

小 倉 隆 司
松 本   章
竹 村   純
長 原 正 博

北海道

成年女子

今 井 彰 宏

能 未 末 綱 聡 子′釈 午
幡 谷 好 美
前 田 美 順

山 並 正 人
小 り|1 尚 子
長 縄 美佳子
平 山   優

官 城 東  京

岩 田
田 井
媚 山
今別府

良 子
美 幸
映 里
靖 代

少年男子 東  京

渋 谷
藤 田
堀 川
高 階

実
真 生
善 生
知 也

帰 山
遠 藤
山 田
小松谷

好 和
大 由
和 司
輝

埼  玉 滋 賀

藤
早
早
川

上 良 信
川 賢 一
崎 修 平
下 岡ll 士

少年女子 青 森
高 屋
今別府
本 間
藤 井

仁
香 里
ちさと
瑞 希

名 倉 康 弘

体 =高 橋 沙 織
刊 三

井 上 春 奈
李   舒 静

官 城

常 田 貴 裕
松 村 咲 希
麻 植 まさよ
大 阪 あ や

1位 」
ι
■
■

，
“ 3 イ立

成年男子

純
太
司
也

圭
忠
真

本

田
束
束

荒
舛
大
大

富  山

彪
孝
士
介

英
剛
洋

條

田
井
西

中
山
福
中

玉埼

彦
徹
士
裕

文
　
馨

日
本

国
水

東  京

町
松

川
清

成年女子

治
愛
侑
美

伸
　
　
征

藤
藤

田
村

尾
後
脇
吉

阜岐

宏
子
代
順

彰
聡
幸
美

井
綱
井
田

今
末
今
前

本熊

昭
郁
恵
里

貴
　
郁
香

内
坂

谷
府口″

谷
脇
多
今

大  阪

少年男子

司
司
希
馬

貴
純
智
拓

屋
　
橋

田

大
林
三
上

玉埼

貴
行
也
樹

文
祐
達
優

崎
伯
宅
元

西
佐
三
米

山岡

信
平
太
士

良
修
昭
剛

上
崎
中
下

藤
早
田
川

賀滋

少年女子

仁

と
希
佳

さち
瑞
令

屋
間
井
岩

高
本
藤

垣

青 森

郎
奈

子
美

秀
春

翔
智

井
上
永

山

部田
井
富
作

埼  玉 石  川
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成年男子 富  山

勉
太

司
遠

圭
忠
志

泉

田
束

今
舛
大
劉

彪

一
也
司

修
知
和

條
尾
上
田

中
仲
井
山

王埼

之
翔
広
平

理
　
和
佳

木

木
浦
々

鈴
佐
西
鉦

秋  田

成年女子

子
史

子
香

恭
　
倫
ま

室
脇
熊
岡

小
岩
大
広

玉埼

宏
美

代

みと

彰
好
幸
ひ

井
谷

井

今
幡
今

岡

本じ
ヽ
お
′

治
愛
侑
美

伸
　
　
征

藤
藤

田
村

尾
後
脇
吉

阜岐

少年男子

司
馬

一
啓

出

拓

資

屋

田
児

木々

大
上
田
佐

埼  玉

元
弘
司
平

直
里
勝

口
川
木
村

一層木
松
笹
川

福  井

二
三
士
悟

浩
修
健
啓

藤
山
村
田

権
武
嘉
園

本
●
Ｒ
台
Ｒ

少年女子

明
恵
菜
き

浩
　
唯
さ

野
村
出

車
樽
木
南

石

人
希
恵
佳

真
瑞
理
令

田
井
木
岩

々

藤
藤
佐
垣

青 森

郎
舞

子
紗
里

秀
　
佑

理

井
森

木
森

部田
大

三
中

埼  玉

第 61回  平成 ¬8年  のじぎく兵庫国体  兵庫県  宝塚市立総合体育館 (総合優勝 埼玉県)

第 62回   平成 19年  秋田わか杉国体  秋田県  美郷総合体育館 (総合優勝 )

種  別
順 位 1 位 2´位 3 イ立

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子
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競 技 記 録
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競技会場・練習会場案内図
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競技会場屋外配置図
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プール
管理凛
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更衣室様

No 施 設 名 称NoNo
国 体 タ ク シ ー 待 合 所13受 付 案 内 所

14 一般用タクシー乗降所交 流 テ ン ト次 試 合 選 手 招 集 所

一般用タクシー待合所交 流 テ ン ト準 備 所選 手 控 所

16 シ ヤトル バ ス乗 降 所輸 送 本 部10ランドリー コー ナー

駐 車 場 係 控 所11 店士
冗連 絡 通 路

18 コ 集  積  所12 国 体 タ クシ ー 乗 降 所ムプ レ ス ル
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招集所・選手控室

No 施 設 名 称 Oヽ 施 設 名 称 oヽ 施 設 名 称
競 技 本 部 11 プ ロ グ ラ ム 販 売 所 21 女 子 シ ャ ワ ー 室

競技会役員・競技役員席 12 記 録 速 報 箱 22 男 子 シ ャ ワ ー 室

記 録 本 部 13 ト ー ナ メ ン ト 表 23 喫 所

救 所 14 競 技 会 関 係 者 席

筆 ‖|: 所 15 オ ー ダ ー 交 換 所

実 施 本 部 16 放 送 係 員 席
来 賓 控 室 。会 議 室 17 女 子 更 衣 室

掲 示 ・ 得 点 委 員 室 18 男 子 更 衣 室

弁  当  引  換  所 19 女  子  ト イ  レ
10 監督・選手受付 (10/5) 20 男  子  ト イ  レ
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競技会場屋内配置図 1階 (美郷総合体育館 )
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競技会場屋内配置図 2階 (美郷総合体育館 )
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1 練習会場

会場番号 練習会場名 コー ト数

第 1練習会場 美郷町仙南体育館 い
０

第 2練習会場 美郷町立仙南中学校体育館
０
０

第 3練習会場 秋田県立六郷高等学校体育館
０
０

第 4練習会場 美郷町六郷体育館
Ｒ

）

2 練習会場の使用方法

① 各練習会場には受付を設けております。受付で使用申込をしてから、係員の指示に従っ

てください。なお、塾遣蟹翌1田菫,星妥」目ュニェ呈奎空豊と。必ず、練習会場に行き受付をして

ください。

② 各都道府県代表チームであることが判別できる服装でご来場ください。

③ 貴重品ほか個人及びチームの所有物は、各自及びチームで保管してください。また、下
足も各自で保管するようにお願いします。

④ ゴミは各自でお持ち帰りください。

3 練習会場開設期間における各日の使用について

① 割り当て練習を除き、練習時間は原則として 1区分 1時間とし、 1チーム 1コ ー トとし

ます。ただし、空きコー ト待ちのチームがない場合は、引き続き使用できます。

② 練習会場の開設日時、割当練習、プロック指定等の詳細は、「練習会場使用日程表」で
ご確認ください。

③ プロック指定の練習では、各ブロック内で調整しながら練習してください。

4 その他

(1)第 1練習会場 (美郷町仙南体育館)の使用について

第 1練習会場には駐車スペースがありません。車両で移動する場合は、美郷総合体育

館駐車場 (練習会場向かい)に駐車してください。

(2)第 2練習会場 (美郷町立仙南中学校)の使用について

① 学校敷地内全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。
② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにしてください。進入
経路及び駐車スペースは第 2練習会場概要図でご確認ください。また、第 2練習会場は

マイクロバスや大型バス等大型車両の進入が禁上されています。マイクロバス・バスで

の移動となる場合は、美郷町役場仙南庁舎駐車場 (徒歩約 3分)に駐車してください。

③ 進入禁上区域には、絶対に進入しないでください。
④ 平日、学校では授業を行っています。授業の妨げにならないようにご協力ください。
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(3)第 3練習会場 (秋田県立六郷高等学校)の使用について

① 学校敷地内全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。

② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにしてください。進入

経路及び駐車スペースは第 3練習会場概要図でご確認ください。また、第 3練習会場に

は、マイクロ歪堡宝至乙筆ム型皇亘の進入ができません。マイクロバス・バスでの移動

となる場合は、第 4練習会場の美郷町六郷体育館駐車場 (徒歩約 5分)に駐車してくだ

さい。

③ 進入禁上区域には、絶対に進入しないでください。

④ 男子更衣室は、練習会場ステージです。

⑤ 第 1体育館は、空きコー ト待ちチームの待機所としてご利用ください。

(4)第 4練習会場 (美郷町六郷体育館 )の使用について

トイレは、隣接する六郷公民館の トイレをご使用ください。なお、六郷体育館 と六郷

公民館は、渡 り廊下で接続 されています。
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練習会場使用日程表

‐
限
〕
‐

第1練習会場 第2練習会場 第3練習会場 第4練習会場

仙南体育館 仙南中学校体育館 六郷高等学校体育館 六郷体育館月 日

会場

時間

会場

時間

10月 2日 (火 ) 13100～ :0:00 自由練習 閉   館(練習会場開設準備) 閉   館 (練習会場開設準備 ) 閉   館 (練習会場開設準備 )

10月 3日 (水 ) 9:00～ 1フ :00 9100～ 17:00

10月 4日 (木 ) 9:00～ 1フ :00 9:00～ 17:00

四国・九州 東北〈青森・岩手・官城)・北信越・東海

9:20～ 10.00 W, W2 W3 W3 W4 W4 W5 VV5 W6 W6 W7 V′ 7
/

/
ノ
/
/

10i00～ 12:00 W8 W9 W9 W10 W10 Wil Wll W12 VV,2 VV1 3 W13 VV,4 V′ 14 V715 W15

12‐ 00～ ,3:30 Bl B2 B2 B3 B3 B4 B4 B5 B5 B6 B, B7 B8 B8
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10月 5日 (金 )

15:00～ 17:00 自由練習 自由練習
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第2練習会場 (美郷町立仙南中学校)概要図
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第2練習会場配置図 (美郷町立仙南中学校 )
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第3練習会場 (秋田県立六郷高等学校)概要図
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第3練習会場配置図 (秋田県立六郷高等学校 )
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第4練習会場配置図 (美郷町六郷体育館 )
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競 技 上 の 注 意

1 本競技会は、財団法人日本バ ドミントン協会平成 19年度競技規則、大会運営規程及び公認

審判員規程により行います。

3 勝敗は、 2点先取方式とし、勝敗決定後の残 りの試合は行いません。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従ってください。

6 コー ト入場後の公式練習は、当該試合の組み合わせ若番号のチームからとし、時間は 3分間

とします。ただし、 10月 5日 の第一試合 (成年女子・Wl～ W7)の 公式練習は、当該試合の

組み合わせ若番号のチームから5分間ずつ行ってください。

8 インターバルは、競技規則第 16条第 2項によります。

インターバル中、コー トに入れるのは当該選手の外ベンチ入 りしている 2人までとしますが、

「20秒」のコールがなされたら、選手以外の方は速やかにコー トから離れてください。なお、

第 1ゲームと第 2ゲーム間及び第 2ゲームと第 3ゲーム間並びに第 3ゲーム間のインターバル

では、選手がエン ドを替えた後に入るようにしてください。

9 同一選手による連続試合の場合は、ウエアの着替えのみ認めますが、その場合は必ず主審に

申し出てください。
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2 オーダー用紙は、当該試合開始時刻 45分前までに、監督がオーダー交換所へ提出してくだ

さい。 しかし、 45分前の時点で現に試合が継続 している場合は、試合終了後すみやかに提出

してください。指定時刻までに提出されない場合は 「棄権」とみなします。

(1)オーダー交換は、オーダー交換所で競技審判副部長立ち合いのもと行います。

※ 予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意してあります。

(2)オーダー用紙は、初回試合用を監督会議時に配布 します。

(3)試合終了後、勝利者チームに次のオーダー用紙を主審から配布 します。

4 監督・選手は、試合開始予定時刻 20分前に選手招集所に集合して、招集委員の確認を受け、
指示に従ってください。ただし、現に試合を継続している監督・選手は試合が終了次第選手招

集所に集合して、招集委員の確認を受け指示に従ってください。この場合、前の試合が終了し

て 15分後に次の試合を開始します。

7 シャトルは試打してありますので、選択は認めません。
※ シャトルの交換については、主審の許可を得てください。



10 試合が遅れている場合は、コー トを並行 して試合を行 うことがあります。

※ 第 1シングルス戦に同一選手が連続 して試合を行 う場合は、ダブルス戦の試合が終了し

て 10分後に開始 します。

11 試合進行の都合により、コー トを変更する場合があります。

12 試合中にコー ト内で事故が生 じた場合、コー トに入ることを許されるのは、通常、医師の他、

必要と認められる競技役員に限られています。

13 競技に際しては、上衣の背面中央に必ず都道府県名のみを明示 (文字は、上衣の色と明確に

区別できる文字色の漠字)してください。

また、試合前の練習を含め、ベンチに控えている際にも都道府県名の分かるジャージまたは、

ウエアを着用 してください。

14 水分の補給について、主審の指示に従ってください。

(1)蓋付のボ トルのみ使用を許可します。

(2)給水ボ トルは各ベンチに用意した脱衣カゴの中に入れてください。

15 各試合 (ダブルスまたは、シングルス)終了時には、勝敗に関係なく、主審及びサービスジ

ャッジと握手することを心がけてください。

16 競技場内では、携帯電話の電源を切るか、マナーモー ドにしてください。

17 その他、競技実施要項を遵守 してください。
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審  判  上  の 注  意

審判員は、財団法人 日本バ ドミン トン協会平成 19年度競技規則、大会運営規程及び公
認審判員規程にのっとり厳正に競技を運営する。

1

7

2 競技規則の第 9条 (サ ー ビス )、 第 13条 (フ ォル ト)、 第 16条 (プ レーの継続、不品
行な振舞い、罰則 )については、厳正に判定する。

3 すべてのグーム中に、一方のサイ ドのスコアが 11点 になったとき、 60秒 を超えない
インターバルを認める。また、第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの

間に 120秒 を超えないインターバルを認める。 [第 16条第 2項 ]

4 プ レーヤーは、 どんな事があっても、体力や息切れを回復できるように、または、ア ド
バイスを受けるためにプレーを遅 らせてはならない。〔第 16条 第 4項〕
ラケ ッ トの破損、ス トリングスの切断等のためラケッ トを交換する場合、あるいは、靴

の紐を締め変える場合などは、主審の許可を得て指示に従わなければならない。

5 選手がマ ッチ (試合 )中 にア ドバイスを受けることができるのは、シャ トルがインプ レ
ーでない場合に限る。〔第 16条第 5項 (1)〕
監督 。選手な どが、インプ レー中に選手 (プ レーヤー)に対 して、助言・指導すること
は認められない。

6 プ レーヤーは、第 16条 第 2項のインターバルを除き、マ ッチ (試合 )が終了するまで、
主審の許可な しにコー トを離れてはならない。〔第 16条第 5項 (2)〕
マ ッチ (試合)中 、プ レーヤーが汗拭きやそれに伴 う水分補給などのため、プ レーが中
断 しない範囲内でコー トを離れる場合でも、主審の許可を得なければならない。

競技の品位を保つため、色付着衣を使用する場合は、財団法人日本バ ドミン トン協会の

審査合格品とする。〔大会運営規程第 21条〕

8 プ レーヤーが競技規則第 16条 第 4・ 5・ 6項 に違反 した場合、主審は違反 したサイ ド
のプ レーヤーに警告 し、一度警告を受けた後、再び違反 した場合は、そのサイ ドにフォル

トを宣言する。一つのサイ ドによる二度 目のフォル トは執拗な違反 と見なす。 目に余る不

品行な振舞い、執拗な違反、第 16条 第 2項の違反には、その違反 したサイ ドをフォル ト
とし、直ちに競技役員長に報告する。

9 主審は、もし線審が明 らかに間違ったコールをしたと確信する場合には、線審の判定を

変更することができる。[第 17条 第 5項 ]

10審判員の判定に対 して疑間がある場合は、当該プ レーヤー と監督に限 り、主審に対 して
「質問」することができる。ただ し、「抗議」あるいは 「異議」であってはならない。

[大会運営規程第 33条 ]
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昼 食 弁 当 の斡 旋 について

斡旋期間

平成 19年 10月 5日 (金 )～ 10月 8日 (月 )ま で
※  10月 5日 分の弁当は、別途斡旋済み。

弁当料金

1個  945円 (消 費税込み、お茶付 き )

申込み方法

●競技 2日 日以降 (10月 6日 ～ 8日 分)の 弁当申込み方法

所定の申込書 に必要事項 を記入 の上、代金 を添え、弁 当必要 日前 日の午前 11時

～午後 3時 30分 までに競技会場弁 当引換所の トップツアー榊弁 当受付へ 申込み く
だ さい。 なお、競技初 日(10月 5日 分)の 弁当は別途斡旋済みです。

※ 申込み後の変更・ 取消はできません。 また、宿舎でのお弁 当の申込みは取 り扱
ってお りませんので ご注意 くだ さい。

4 弁当引換方法

競技会場の弁 当引換所にて、弁 当引換券 と引き換 えに弁 当を受け取って くだ さい。

なお、申込み された引換 日・引換所以外での引き換 えはできません。

先型□上L生固上量__生立 ■ 1時
一

時までです。_

5 その他

(1)食 中毒防止のため、弁当はお早めにお召 し上が りくだ さい。
(2)食 べ終わった後の弁 当容器 は割 り箸、お茶容器 と分別 し、午後 3時 まで弁 当引換所
にお持 ちくだ さい。

(3)弁 当引換券及び弁 当代金領収書の再発行はいた しません。

弁 当に関す るお問 い合せ 先

トップ ツアー輸秋 田支店

〒010-0951 秋 田県秋 田市 山王 2丁 目 1-40 田 ロ ビル 1階
TEL 018-866-0109    FAX 018-866-0177

※ 電話 でのお 問 い合せ は、月 ～金曜 日 9:30～ 17:30に お願 い します。

6
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医 療 救 護 について

1傷病者が発生したとき

(1)競技会場で傷病者が発生したとき

ア 競技会場には、救護所を設置しています。救護所に待機している医療救護係員に申し出てく

ださい。医師による診察・処置を行うか、救急車で医療機関へ移送します。

イ 救護所は、「看板」等により、所在を示してあります。

(2)練習会場で傷病者が発生したとき

練習会場に、応急処置程度の救護薬品は備えてお ります。万が一傷病者が発生した場合に

は、練習会場係員に申し出てください。傷病の状態によっては、競技会場内救護所で医師に

よる診察・処置を行 うか、救急車で医療機関へ移送することになります。

(3)民泊受入家庭・食事会場・集落の会館で傷病者が発生したとき

各食事会場にいる民泊係か国体協力会の方に申し出て、医療機関の紹介をしてもらうか、緊

急な場合は、救急車の手配を依頼してください。

※ いずれの場合においても、医療機関へ移送する場合はチーム関係者が必ず同行するように

お願いします。

2 治療の受け方

(1)救護所では、応急処置及び軽易な手当を行います。傷病者を医療機関に移送する必要がある

場合、救急車等で移送します。移送の場合は、チーム関係者が必ず同行してください。

(2)救護所から移送により医療機関で治療される場合は、救護所で交付する「処置記録兼診療依

頼書」及び 「健康保険証」を医療機関に提示してください。

(3)宿合において傷病者が発生し、医療機関で治療を受ける場合は、チーム関係者が同行のうえ

「健康保険証」を提示してください。

医療費の負担

(1)救護所で行 う応急処置及び軽易な手当並びに救急車の利用に要する費用はかかりません。た

だし、配置される医師によっては、点滴等を持参している場合があります。この場合の費用は、

受診者の負担になりますので、ご了承ください。

(2)医療機関で治療を受けた費用は受診者の負担となりますので、「健康保険証」を必ず持参し

てください。 「健康保険証」を提示しなかった場合は、医療費の全額が受給者の負担となりま

すので、ご注意願います。

※ 個人情報の取り扱いについて
「処置記録兼診療依頼書」 (第 1号様式)は人の生命、身体の保護のために必要な場合に使用し

ます。なお、国体終了後 「処置記録兼診療依頼書」 (第 1号様式)を もとに傷病者の統計を行い

実績報告書に掲載します。ただし、個人を特定できるものではありません。

（
０
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輸 送 に つ い て

大会期間中の選手・監督、役員等の輸送計画については、シャトルバス・国体タクシー・徒歩
による方法となっています。なお、宿舎・食事会場・競技会場・練習会場間の移動については、
タクシー輸送のため、各チームに 「タクシー乗車券」を配布します。

【輸送方法】

〇シャトルバス 10月 2日 (火)～ 8日 (月 )に、 JR飯詰駅～競技会場を運行します。
乗車は無料です。運行時間等については、シャトルバス乗降所等に掲示して
いる時刻表をご覧ください。
10月 2日 (火)～ 8日 (月 )に、次の区間で利用できます。乗車には「タ
クシー乗車券」が必要です。「タクシー乗車券」は、各チームに対して配布

します。乗車にあたり、乗務員に「タクシー乗車券」を渡し、行き先を告げ

てください。

○国体タクシー

宿舎(民泊受入家庭).食事会場

ノヽ
競技会場 → 練習会場

〈国体タクシーの待機場所〉

○競技会場   10月 2日 (火)～ 10月 8日 (月 )に国体タクシー乗降所に待機していま
す 。

○練習会場   各練習会場の開設期間、第 3・ 第4練習会場の国体タクシー待機所に待機し
ています。第 1・ 第 2練習会場は、競技会場の国体タクシー乗降所をご利用
ください。

※ 競技会場・練習会場に待機タクシーがない場合は、「国体タクシー
予約センター」に、直接ご連絡ください。

く日体タクシーの予約方法〉
○予約方法   国体タクシーを予約する時は、受付時間内に国体タクシー予約センターに直

接連絡してください。

国体タクシー予約センター

開設期間 10月 2日 (火 )～ 10月 8日
電話番号 050-3328-4535
受付時間 6:30～ 22100

(月 )

【輸送交通に関するお問い合せ】

○大会期間中のお問い合せ  競技会場輸送本部の係員にお問い合せください。
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名   称 所在地 電話番号

競技会場実施本部
(美郷町現地本部)

美郷町飯詰字糠渕 18-1
美郷総合体育館 内 TEL・ FAX 10 1 8 7-8 3-3 20 1

|

|

競技・記録本部
(競技団体現地本部)

美郷町飯詰字糠渕 18-1
美郷総合体育館 内

| ⌒
|  ^

「

三
=lr

EL 0187 a3-3202
AX 0187-83-3203

美郷総合体育館事務室
美郷町飯詰字糠渕 18-1
美郷総合体育館

TEL 0187-86-8300
FAX 0187-86-8033

競技会関係電話番号一覧表

【競技会場・現地実施本部・競技本部】

【監督会議・審判会議会場】

名   称 所在地 電話番号

仙南公民館事務室 美郷町飯詰字北中島37-1
TEL 0187-83-2280

FAX 10187-83-2451

【練習会場】

名   称 所在地 電話番号

第 1練習会場

美郷町仙南体育館
美郷町飯詰字北中島41 係員

携帯
090-6251-1629

第 2練習会場

美郷町立仙南中学校体育館
美郷町飯詰字轄町 26-1 係員

携帯
090-6251-1590

第 3練習会場

秋田県立六郷高等学校体育館
美郷町六郷字馬場 52 係員

携帯
090-6251-1639

第 4練習会場

美郷町六郷体育館
美郷町六郷字安楽寺 287 係員

携帯
090-6251-1681

【美郷町国体室】

【民泊拠点食事会場】

名   称 所在地 電話番号

美郷町国体室

(美郷町実行委員会事務局)
美郷町飯詰字北中島35-1

TEL
FAX
0187-84-4916
0187-83-3106

名   称 所在地 電話番号

仙南交流センター (宿泊本部) 美郷町飯詰字北中島37-1
′

「
EL 0187-83-2308
FAX 10187-83-2309

仙南保健センター 美郷町飯詰字北中島 35-1 ■■L40■■生里二■F里__
FAX 10187-83-3719

仙南中学校セミナーハウス 美郷町飯詰字樗町 26-1
TEL 0187-83-2385
0187-83-2386FAX

後三年コミュニティセンター 美郷町飯詰字東山本 107-1
TEL

FAX

,0187-83-2441
■―――――

―
―

―10187-83-2442

金沢西根コミュニティセンター 美郷町金沢西根字西今泉 141
TEL 0187-83-2196
0187-83-2197FAX

飯詰コミュニティセンター 美郷町上深井字松葉野 246
TEL 0187-82-1272
FAX 0187-82-1273

金沢 コミュニテ ィセ ンター 美郷町金沢字味噌森 10
TEL 10182-37-2931
FAX 10182-37-2932
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【救急・夜間協力病院】

【国体タクシー予約センター】

医療機関名 所在地 電話番号

仙北組合総合病院 大仙市大山通町 1-30 TEL 0187-63-2111

大山中通病院 大仙市大山上栄町4-3 TEL 0187-63-2131

平鹿総合病院 横手市前郷字八ツロ3-1 TEL 0182-32-5121

市立横手病院 横手市根岸町 5-31 TEL 0182-32-5001

会 社 名 所在地 電話番号

国体タクシー予約センター

(参加選手・監督専用)
美郷町上深井字中谷地 56-3 TEL 050-3328-4535
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(財)日 本体育協会・文部科学省・都道府県本部宿舎一覧

(財 )日 本体育協会・文部科学省宿舎

都道府県本部宿舎

018-832-1111

秋田市中通2-6-1
秋田市中通2-6-1

団 宿   舎   名 所   在   地
(財 )日 本体育協会 秋田ビューホテル

文 部 科 学 省 秋田ビューホテル

電 話 番 号

018-832-1111

13

14

22

31

都道府県名 宿   舎   名 所   在   地 電 話 番 号

」ヒ 海

森

道 秋田ビューホテル 秋田市中通2-6-1
秋田市中通2-6-1
秋田市大町2-2-12
秋田市大町2-2-41

018-832-1111

日 県 秋田ビューホテル 018-832-1111

7ゴ 県
一県一

手
一城

イーホテル秋田 018-865-7111

宮

秋

ダイワロイネットホテル秋田 018-883-0500

円

形

島

城

県 1秋 田ビューホテル

下頭T戸馬π萩百
秋田市中通2-6-1 018-832-1111

山 秋田市大町2-2-12 018-865-7111

福 県 |ホテルルートイングランティア秋田 秋田市中通5-2-1 018-825-5411

茨 県 ホ テルアルファーワン秋田

ホテル秋田

秋田市中通4-16-2 018-836-5800

朽 木 県 イー 秋田市大町2-2-12 018-865-7111

10 群 県 イーホテル秋田 秋田市大町2-2-12
秋田市大町2-2-12

018-865-7111

11 埼 県 イーホテル秋田 018-865-7111

12 千 県 ホテルはくと 1秋田市千秋矢留町1-1
1秋田市大町2-2-12

018-835-3311

都 イーホテル秋田 018-865-7111

神 奈 川 県 イーホテル秋田 秋田市大町2-2-12 018-865-71ll

15 山 県 アキタシティホテル 秋田市大町2-6-25 018-863-2525

16 新 県 ホテルアルファーワン秋田 秋田市中通4-16-2 018-836-5800

17 長 県

県

県

|イーホテル秋田

レ=蕉アル萩百
秋田市大町2-2-12 018-865-7111

18 山 秋田市大町2-2-12 018-865-7111

19 石 川

井

アキタシティホテル 秋田市大町2-6-25 018-863-2525

20 福 県 アキタシティホテル 秋田市大町2-6-25 018-863-2525

21 静 岡

知

県 ホテルルートイングランティア秋田 秋田市中通5-2-1
秋田市中通5-2-1

018-825-5411

愛 県 ホテルルートイングランティア秋 田 018-825-5411

23 重

阜

県 |ホテルルートイングランティア秋田 1軟田市中透5-2-1
,「
「
戸ラ=F西

ほ百五戸ラ=″

「
厳FF戸ラ=″了

~

薇面
「
頭ララ=「

恵面〒爾
「
=″

「

018-825-5411

24 岐 県 |アキタシティホテル 018-863-2525

251滋  賀  県 |アキタスカ
レTラス万

区亘型

イホテル

イホテル

イホテル

018-862-0501

26 示 都  府
阪  府

018-862-0501

大 018-862-0501

28 兵 lli 県 ホテルルートイングランティア秋田 018-825-5`111

29 奈 1' 県 |ホテルルートイングランティア秋田 秋田市中通5-2-1 018-825-5411

301和 歌 山 県 |ホテルルートイングランティア秋田 1秋田市中通5-2-1~¬
戻面百彊

「

石巧
018-825-5411

鳥 取  県 |ホテルルートイングランティア秋田 018-825-5411

島 根  県 ホテルはくと 1秋田市千秋矢留町1-1~~~¬
荻田市T雇
「
ち=1~

018-835-3311

岡 山  県 ホテルルートイングランティア秋田 018-825-5411

広 島  県 ホテルルートイングランティア秋田 秋田市中通5-2-1 018-825-5411

山
一一

田

一

秋

一

ン

一

ワ

一た一田
フ
一秋

ル
一″

ア
一テ

ル
一ホ

テ
一
一

ホ
一イ

ー
‐■
‐―

県
一県

口
一川

秋田市中通4-16-2
秋田市大町2-2-12

018-836-5800

香 018-865-7111

018-883-0500徳 島

に

，――

県 ダイ

イ

イ

一田
一田

田

一秋

一秋

一秋

一ル
一ル
一ル

テ
ニ
ア
〓
ア

・ホ

ホ
一ホ

一
ツ
　
シ
　
ツ

ネ

ネ

ネ

イ

イ

イ

ロ
一
口
一
ロ

ワ

ワ

一ワ

秋田市大町2-2-41
田市大町2-2-41
田市大町2-2-41
田市大町2-2-41

県 ダ 秋 018-883-0500

吉
回 県 ダ 秋

秋

018-883-0500

一細
・
ハ

一

こ
フ

一

一ホ

一

一ヽ

．

一
ツネイコ

一

一
勁

一

一
イ

一

一
夕

．

一

　

・

県

一
‐
〓

岡 018-883-0500

018-883-050041 佐 県|ダイワロイネットホテル秋田~戸
ララ天再下が万面

~~

頭互バ≡トホテル秋田_

1秋田市大町2-2-41~~恢
百嗣こ可石

「

扇~可
萩百〒天可不可三菱

42 1長
|~二
「

~~~

I H豪

1人

018-888-3333

018-888-3333

県 アキタスカイホテル 秋 田市大町2-2-3
田市大町4-3-22

018-862-0501

官 県 アルバートホテル秋田 秋 018-888-3333

46 島
一一縄

児
一
鹿
一沖

県 アルバートホテル秋田

県 アルバートホテル秋田

秋田市大町4-3-22 018-888-3333

47 秋田市大町4-3-22 018-888-3333
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会 長  金 谷 永 治会 長  成 田 昭 夫会 長  阿 部 公 洋
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秋田県バドミントン協会
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能代市バドミントン協会  ノヽ峰町バドミントン協会  男鹿市バドミントン協会
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祝 第62回国民体育大会

H
選手皆様のご健闘を

お祈り致します。
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選手の皆さん。素晴らしい■レーを期待しきす r

子
子
子
子
紀

満
愛
京
裕
登

渡
村
藤
崎
水

樋
米
伊
山
野理事長

会 長
副会長 菊地 美智代

江戸塚なつ子

秋田県レデイースバドミントン連盟

代 表 鈴 木 篤 子

代 表  今 川 利 恵

木 村 静 子代

代 表 奈 良 良 子

代 表  中 嶋 真 知 子

代 表 樋 渡 満 子

代 表 佐 藤 良 子

代 表 工 藤 朋 子

木津谷 智恵子代

代 表 山 崎 裕 子

代  表  中野谷 智加子

代 表 渡 辺 幹 子

橋 久美子代  表

代 表  斉藤 ユミ子

秋田レデイ…ス

勝平MBC

シャトルけやき

土崎シャトルクラブ

南部シャトルズ

秋田クラブM

D.シャトルズ

楽シャトル

大潟ポイントワン

大山シャトルメッツ

仙北フリーシャトルズ

能代さつきクラブ

湯沢バ ドミントン同好会

八郎潟バドミントン協会

代 表 小 宅 典 子

久 美子代 石

代 表  倉 嶋志津 子

代 表  井 川 睦 子

石 田 浩 美代

代
・
表  伊 藤 京 子

代 表 石 川 久 美 子

伊 藤 千 秋代

代 表 佐 藤 美 恵

代  表  佐々木 もと子

代 表 野 水 登 紀

代 表 斎 藤 久 子

代 表 佐 藤 由 美 子

代 表 斎 藤 幸 恵

御野場シャトルズ

シャトルエース

手形バドミントンクラブ

岩城バ ドミントン協会

大館リトルレデースバドミントン

象潟ウエンズデイークラフ

本荘マリーナ

本荘フレンズ

祝 第62回国体バドミントン競技 ガンバレ秋田県選手団

中央バ ドミントン

ビツグシヤトラー
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天王シャトルクラフ
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祝 第62回回民体育大会バドミントン競技会
■■■ 秋田わか杉国体 ■■■

選手の皆さんのご健闘を祈 ります

秋口高等学校
バドミントン部OB会
有志一同

敬愛高校 (現 国学館高校 )
バドミントン部OG会

´  ′ 〕全力
.尽専暮じ謳歌せょ!

樋渡 満子(S35卒 )
千葉 浜子 (S43卒 )
米村 愛子(S44卒 )
泉 ひめ子 (S51卒 )

■7 態11 .

1斉藤ユミ子(S39卒 )
1伊藤ツギ子(S44卒 )
1舟山 良子(S45卒 )
石井るり子(S51卒 )

く瘍、 
有志―同

箋
厖
秋田市立高等学校
(現秋田中央高等学校 )

バ ドミントン部OB・ OG会

書手の皆さんのご健日を祈ります頑張れ萩
〕『
選手団‖

秋田和洋女子高等学校バドミントン部

秋田和洋女子高等学校
バドミントン部OG会

一本集中|
ん

ん

ん

へ
ヽ
へ
ヽ
へ
」

美
半
美

咸
優
朝

人野
鈴木
伊藤

秋ロエ業高等学校
バ ドミントン部OB会

小野幸太郎 (32M)
熊地春悦 (37M)
荒木英勝 (44M)
石井貞義 (51M)
堀岡正紀 (52H)
小林俊明 (56H)

7ァイト′

「秋 工 健 児」

長
事

会
幹 石塚忠伍

高橋 厚
佐藤政勝
石井義光

(37C)
〈50M)
(51H)
(53M)

幹 事

羽後高等学校

洋 子
なみ子

子

子

晶
宗

京子
千か子

(S41卒 )
(S41卒 )

会 長
副会長

人口●(藤原)
斎藤(佐藤)
池口(横丼)
人友(横丼)

バドミントンをやってて
よかったね !
よきなとの出会いに融劉 :

能登良―・吹谷五十三・加賀谷幸雄・成田昭夫
宇佐美覚・加賀谷彰・佐藤晃・加藤信樹
三浦誠・能登谷武男・土谷亮―・武田彰
池田正樹・南都典忠・熊谷由美子・大村智子
遠藤善衛・加藤泉・安宅仁子・鎌田真由美

o_ ■_

薇薇極締漱り‐卜[[

ヽ

◎

4D

鋏

バ ドミントン部OG会

郷上の名誉と栄光に向かい
素晴らしいプレーを期待します l

苓 野
高橋 (小坂 )

(S44卒 )
(S51卒 )
(S51卒 )
(S52卒 )
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子

釧
裕
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坂
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渡

脇

井
樋

長
長
長
会
事

会
副
理
・岩城ジュニアシャトル

代  表  佐々木 ― 正
・ノヽ良「潟レイクジュニアバドミントンクラブ

代 表 齋 藤 嘉 生

・ACTジュニア
代 カロ 郁 子

・にしせんジュニアシャトルズ

代 田 正 良

・大曲バドミントンスピリッツ

代  表 田 文 夫

・美郷町バドミントンスポーツ少年団

代  表
. SHONANTTI,F )V) t- 7 2a)

原 田 ゆ り子代

・東由利バドミントンスポーツ少年団

畠 山 誠代

・ジュニアウイングス

代 表  庄 ロ

・能代バドミントンスポーツ少年団

代 表  安 宅 誠
・プレーシングトルシーダ大館

代 表  本 間 7
¬
~

・湯沢市ジュニアバドミントンクラブ

井 上 裕代

祝 第62 ロ 国体バドミントン競技  ガンバレ秋田県選手団

rt17'b-
´

l
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ヽ
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立, △   F口l) 2ミ  :口ζ

副 部 会 長
専門委員長

士
口
士心

晃
久

谷
友
浦

青

大

三

喜

治
雄
史

世
清
孝
秀

田
畑

田
間

福

江

石
本

長
長
長

会
陰
陰
剖

剖

口
Ｄ
・

＝
＝
●

＝
＝
リ

立
口
百
田

百
田

専門委員長

今 日も電気 です。
地球の明るい未来のために。

これからの未来へ 地域社会と共に…

● 刑後電設工業株式会社
電気工事、電気通信工事、消防籠餃工事、■機器具餃ロエ事

大仙市若竹町31番地 4号

TEL 0187-62-2675 FAX 0187-62-2670

,
′

′

秋田県小学生バドミントン連盟

ジュニア
■じ―を

に事を与える
期待してきす′

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

秋田県中学校体育連盟バドミントン部会

`lし
春す !!

誠

郷土の名誉のために
素晴らしい■じ―をr

秋田県高等学校体育連盟バドミントン部会



歓迎、ようこそ美郷町ヘ

ーおもてなしの心でお出迎え―

美 郷 町 商 工 会
会 長 近 藤 道 哲

〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170-2
丁EL 0187-85-2501  FAX 0187-85-2502

う青フトと鶉にの里・ オ=エ
リヽ とラベ ンタ

゛
― の里・ t‐千人ロマ ンと千循う原狙『

美郷町観光協会
美郷町観光情報センター「清水の館」

秋田県仙北郡美郷町六郷字本道町22-4
TEL(0187)84-0110 FAX(0187)84-3553

フアッシヨンはうす

し よしけ   小西合名会社

匠詩恙 美郷町六郷字馬町41番地

電話 84-1400  FAX 84-2222

皿盛 。お寿司・御弁当等

ご予約承つております !

ズサ   ト  フ

M口g風70「00Dg
〒019-1400 仙北郡美郷町六郷字安楽寺298番 1

1日,0187-86-7770
アックスの生鮮品は毎日がお買い得 !!

`1偶

ロマンの里へょぅこ奪

小原久次郎商店
小原則夫

秋田県仙北郡美郷町金沢西根字上四ッ谷197-8

■
'0187-83-2010

④ (3ま う
■六 郷 本 店

|]秋日の郷アイユくろまる

■バーラーくろまる

日]大曲ショイフルシテイ6

■中  イШ  店
1日名水市場ゆうちゃ励郷

1口lふるさと村かまくら店

秋田県仙北郡美郷町上肛15

秋田県仙北3美郷1六郷字島田6-1

秋田県イШ北郡美郷町米町67

秋田県大イU市大曲適町8-31

秋田県大仙市中仙町紫嶋

秋田県仙北郡美郷町六郷害馬町

秋田県横手市示坂7富ヶ沢62-46

TEL 0187(84)1472

FAX.0187(84)0382

TEL.0187(84)3850

TEL.0187(84)1396

TEL.0187(63)0797

TEL.0187(56)3900

TEL.0187(84)3855

TEL.0182(33)8816

お菓子の

くろまるのすべてのお粟子、

酒、稲庭うどんは.美郷の名水を
使用しております。



を応援します

有限会社 ルーキースポーツ

筋

秋田わか杉□体

し自す

美郷町バ ドミン トン協会

田沢湖町バ ドミントン協会

西木村バ ドミントン協会

中仙バ ドミン トンクラブ

協和町バ ドミントンクラブ

西仙北バドミントンサークル

太田町バ ドミン トン協会

角館町バ ドミン トン協会

神岡バ ドミントンサークル

大 曲バ ドミン トン協 会

ロ

ロ

ロ

ロ

祝
第62回国民体冑大会 秋田わか杉国体

MS『民夕鐵§劾囲飢|

〒014-0053 秋田県大仙市大曲花園町2番 3号

・T'EL 0187-63-5546  FAX 0187-62-0397

第62回国民体育大会バ ドミントン競技

仙北バドミン●
,1'l



範

第62口 国民大会 秋口わか彩国体

します

住む人へ、木づかいの選

木製建具・什器・製作施行

観介′f肝 丼 ギ 作 所
〒019-1235
秋田県仙北郡美郷町金沢西根字西今泉 172
TEL 0187-83-2540 FAX 0187-83-2523
E― mail:terui― ss@h4.diOn.ne.ip

感●を自■,日する0■
心に残る真心のサービス

プ姦多;吟2発ス『フォレスト』
秋田県大仙市大山西根字仁応治67‐26 〒014-0072
0■・曰.祝日は内覧できます。 (AMl∝Ю～0“∞ )
連絡先 :山の手ホテル L0187‐ 68‐2(Ю l

グランドパレス川端
秋田県大仙市大山浜町7-39 〒014‐∞51
T■ 0187・ 62-0354“0田 .0187・ 63・ 0354

ｌ

ｔ

●

１
●
１

●

■

１

１

未体験のゆとりとやすらぎ

山 の 手 ホ テ ル
秋田県大仙市大山西根字仁応治67-3 〒014-∝ ),2
1[1.0187-68‐ 2001“ 0 い10187‐ 68-2002

葬 餞 専 用 鯨
『 顕 彰 庵 』

秋田県大仙市内小友字中沢176-23 〒014-α )73
024時間体制でご要望にお応え致します.
連絡先 :グラントパレス川端 ][1(187-68-2215

(やすらぎ友の会直通0187-63■ ∝0

フ ォ ー シ ー ズ ン
秋田県大仙市佐野町2-4 〒014-0017
1[1.018762-6000“ O F出 0187-62-6005

G ROtlP・ SY～130[

薇笑み・やすらぎ・感動

選手の皆さん ガンバレ!!
私たちが、まごころこめて応援します

美郷町内国体協力会

″
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．

ケ

ー
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■
１
，
ｒ
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〓
Ｆ
”
】

, ) > Frt P.arlag#UrV-A http://www.vamanote-hotel.com/



■日1 秋田わか杉回体
¶L 第●2回国民体育大会バトミントレ競技
選手の皆様の健間をお祈‖いたし春す。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
環
境
や
地
球
環
境
。
戸
田
建
設

は
か
ね
て
か
ら
、
こ
れ
ら
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
を
推
進
し
、
環
境
へ
の
影
響
の
少
な

い
工
業
化
技
術
の
導
入
や
建
設
廃
棄
物
の
削
減
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
人
と
環
境
の
よ
り
よ
い
関
係
を
考
え
な
が
ら
、

お
客
さ
ま
に
高
い
品
質
を
お
属
け
す
る
こ
と
。
新
世
紀

に
向
け
て
私
た
ち
は
、
さ
ら
に
全
力
を
傾
け
る
決
意
で
す
。

QL・■
!SO g∞ 1・ 14∞颯 圧取得

●■の呂質をみなさんに

◎声由建設
東北支店/〒 98(H,0〕 1仙台市■8区 ―●町37‐23

●(022)222‐ 1251

人

と

環

境

の
あ

り

か

た

を

考

え

る
。

そ
れ
も
戸
口
建

設
の
品
質
の
ひ
と
つ
で
す
。
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〕

√
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1級建築士事務所

～あなたのため′ごせ クます～
お客様への安心 。つながりを提供する

地域密着企業

E-mail odasima@leans.ocn.ne.jp URL http://www.odasima.co.jp

◇ 期l小口島工務店

総 合 建 設 たと風のある空間・

シブヤ蒸設二黛林大会社
秋田県仙北郡美郷町金沢西根字北本田243
TI≡ L.0187-83-2625  FAX.83-3223

E-mail sibuyakk@axel.ocn.ne.jp
URL http://www.sibuyakensetu.com

人
間
の
こ
と
を
、
考
え
孔

環
境
の
こ
と
を
、
も
っ
と
考
え
る
。

■
●

Ｅ
■
目 ム

検 査
.l10

代表取締役 イ｀ 田 島   誠
秋田県仙北郡美郷町飯詰字北中島46番地5
TEL.0187‐82‐ 13141fヽ) FA)(.82-1660



ブ
レ
な
し
、
や
わ
ら
か
し
な
り
。

四
軸
シ
ャ
フ
ト
だ
か
ら
で
き
た
「柔
ら
か
い
し
な
り
」
と
「面
安
定
性
」
の
融
合
。

す彎●彙
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7TB■Ю245イエロー フレームのみソフトウース●
Y22,050 rre vzr.ooo ffifi
:3●価格は消費悦込みのメーカー希望小売価格です
.内は消費性抜き本体価格です
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是非―度お近くの店舗にご来店ください。

=`H「

あのHumpoo商品が、皆様の身近で
ご覧いただけます。実際に見て触って、
Hump00ブランドの良さを実感してください。

ナノラケットのパイオニア !大人気パワーショットナノシリーズ。

グームをしながら楽々筋力Up!大好評トレラケシリーズ。

ガチョウの両羽根、天然コルクを採用した大人気シャトル !マッチポイントプルマシリーズ。

動体視力UP!黒ガチョウの羽根を使用した業界初プラックシャトル !マッチポイントプルマ77B。

話題のハイパーソール搭載バドミントンシューズ :ダイナミックスキッパー、ワングースキッパー。

Humpoo商品 全国主要取扱店

We have a fine dream

ヒ73●
SPORTS

http://WWW.himaraya.co.ip/

ヒマラヤスポーツ スーバースポーツゼ断
お問い含わせ :058-271-6622

http:ノ /www.himaraya.oo.jロ ノ
お問い合わせ :0120… 345-299
http:ノノwww.supersports.oo.jpノ

株式会社 薫 風

〒272‐0142千葉県市川市欠真間2-1-25 TEL.047-300-2984 FAX 047‐ 300‐ 2985

○

,t@fi. ,tv.atvl-l\:r2. . .. Humpoo)=v FEfirlrBzztl !

上記のお店で10,000円以上お買上げのお客様にもれなく『HUmp00特製マルチ袋」をプレゼント!
X一部お取り扱いのない店舗もこざいますので.お問い合わせ、こ確認の上こ来店ください。お取扱店の詳細は、弊社ホームページ上でもこ紹介しております .

EHumpoo, @ KUMPoo
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MBR-3500P
(プラチナ) MBR-20

ナノパワー50 スーパーライトナノ20  スーパーライトナノ30
畠番    MBn‐ ∞
価格    ¥23,100(本体V22.000)
ラケット長 675mm(10mmロ ング)
●■    

“
0(■ 29)

ンヤフトロ性
iC==゛口■1■■■1■■■■■■■口■■D使
グリップ  UL‐2
秦材    ハイモジュラスグラファイト●

力~ボンナノチュープ
カラー   プルー
邊性張力    18～ 25ボ ンド
●考・付属品● ソフトケース付き
口1●日本バ ドミントン彗会検定合格畠

品番    MBR‐ 20
価格    ¥22,050(本体¥21.000,
ラケット■ 676mm(10mmロ ング)
重■    829(■ 29)
シャフトロ性
柔C二
=:‖
lロロl口■■■■■■■

―
■■D晏

グリ′ブ  Uし2
素,オ     ′ヽイモジュラスグラファイト●

力~ボ ンナノチュープ
カラー   プラック
■性張力    18～ 25ボ ンド
■■・付日品等 ソフトケース付き
い 日本バ ドミントンtB会検定合格品

品番     MBR-30

価格    ¥21,000(本 体Vm.o00)
ラケット■ 675mm(10mmロ ング)

`■
    829(± 29)
ンやフト輌性
彙⊂:二墨 □■■■■■Eコ■■■■■■■■■■D亜
グリソブ  UL・ 2
楽1オ     ハイモジュラスグラファイト●

力~ボ ンナノチュープ
カラー   レット
道性張力    10～ 25ボ ンド
備考・付属品● ソフトケース付き
い い バ ドミントン絵 疑 合編

ハ

“

糖評塾翻鰍co jp
モア・ジヤバン構式会社
T[:1_045‐ 730‐0495 f=A,(045‐ 743-0392

MM10AJAPAN CO"ビrD. www.badminton.cojp

革新的ナノテク素材が生み出す高次元ラケットシリーズ

|

+■

MBR 8500G
(」 ―ルド) MBR‐ 50 MBR-30

t,/tl7-as,ooc,)tt -affiP
E* MBR 35OOG MAF,85OOP

1EB Y24,150(tftY23,ooo)
.r) f, 67ann l1'nno>r)
II 360 (:t2o)
'/ r ) rql!
ta----_:\--l
*i, r\'( tr 1- 17-) 7-( t-+

, f,>) /, a-7
hr- J-r, t (MBF-8a!00G)

at+, lMBa 85@P)
l#tt 18-25f> t:
l=.tll&f ,)tr-alnt
laEt/r F: > r. >E+trtel's



26ボ ンドまで対応

フツテストンスホ|―り篠ヌ会社

Z anss′0″た,′ εχεειιξ″CF

′ZRz=26EsコaИE

′

」【

燿≡翌りヽ F″|こコZEフ:==7
XRABXl(●日ソフトケース付)f●格″13.900(本体¥10.000)■口國ロロ2日  と一

`ノ
クア・′″′

ハードヒットに耐 えられる面 安 定性 を高めた攻 摯 型モデル 665mmの ダフル スフレーヤー向 け

"ズ
/3U5,3U40フェース薔横(cいつ/3460フェース青輌(最大輌・mm)/13_0● ラケット長(mm)/665

●正テレション(ボン
"ノ

19～ 230彙材/ハイモジュラスカーボン・タングステンラバー・ニッケルチタン

1口■回 ‐:‐   屁口回

1
●自のシャフト製法赦術で、シャフト

蔽 ち方向とトルク●コントロール

打,方向にはしなり.打,に直角方

向へのしなり・トルクは抑制することで

スウィング′`ワーの,■とコントロー

ル性を百立します

ノ
↑

―

、

〕

~  
′

γ
》 》

ヽ
ヽ `::ョ

リ,(r‐

|

″ リカぐ‐

=ヨ
4フ|″″

ビーエックス・2000

シャープな燿 り薔 ●感 で操作性・ヨント

ロール性を■■ したダフルスプレーヤー

向け

XRABX3(専 用ソフトケース付 )
輌薔′¥16回 本体ギ16.∝0
サイズ/3U5.3υ 40フ ェース薔積(cm2)/346
●フェース背輌 (■大

"卜

mmソ 11.0● ラケット
■(mヽ /“5●■■テンンョン(ボンドソ19-23
0彙材′ハイモジュラスカーボン・タングステン
ラバー・チタンメッ′ュ

` 
″ :X‐″ ιフι=,″

‐″″‐
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60SEN.
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あなたのプレイは「藪り」で変わる。

あなたの街の張人に何でもご相談ください。
鮮しくはホームベージヘ>>>http:″ WWW・ gOSen・ ipノ

00SEN、
●式会社
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∞大阪市中央区内淡疇町3-1-17
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高コント
ロール

「4運結」特殊フィラメントの
編み上げ構造が抜群の食いつ

きと弾き、爽快な打球音を実現。

N□W
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・        「アークセイバー」から放たれた、その一撃は
.´磁.′           空気を切り裂き、コートに突き刺さる
鬱

“

″摯4  新秦材「カップスタツク型カーホンナノチコーフ」をフレームサイトに搭載することて
ロロ

"中

のたわみを増幅し、弓のようにパワーをため.剣のように一点を突く.新感党の打球感を実現

その■壼は高く、■
"を"る

ように、■った獲働は■実に逃がさない

その疇日、コートの上で、プレーヤーはハンターベと変わる
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本大会実行委員会では、環境に

やさしい大会運営をめざしてい

ます。環境にやさしい取り組み

は、ちよつとした配慮から始ま

ります。全ての大会関係者が一

体となり、「環境にやさしい大会

運営」を進めていきましょう。

こ協力をお願いします。

暉′

ゴミは持ち帰るか、会場内に設置されたゴミ箱に捨てるようにしましょう。

ゴミの分別
会場内のゴミ箱は全て 6分別となつています。ゴミは分別してゴミ箱に捨てるようにしましょう。
～分別方法～

燃えるゴミ・燃えないゴミ・ペットボトル・ビン・スチール缶・アルミ缶

自家用車で来場される場合は、できるだけ乗り合いで来場されるようお願いします。

二酸化炭素の排出量削減と騒音防止のためアイドリング・ストップにこ協力ください。

競技会場 (敷地含む)内は、指定された喫煙所以外は全面禁煙となります。喫煙される方は、
喫煙所での喫煙をお願いします。

○ゴミのポイ捨て禁止

○自家用車の乗り合い

○アイドリング・ストップ

○指定場所での喫煙を



2003 FUJINOMIYA 2004 KUKI

来年は

チャレシジ.′おおいた国体
大分県日田市 でお会いしましょう

2007 MISATO

2006 TAKARAZUKA

《競技記録速報》平成19年 9月 28日 (金)～ 10月 31日 (利

全競技・全試合の結果を速報します。

(イ ンターネット)http://www.kirokukensaku.com/kokuta12007/

(携 帯 サ イ ト)http://www.keital.kyOgikekka.com/kokuta12007/
携帯電話のバーコードリーダーで読み取ると携帯サイトに簡単にアクセスできます。

(未対応の機種があります。)

2008 HITA

参

影

2005 0KAYAMA

屁議垂幽亜Ⅲ このプログラムは.古紙 1∞ %再生紙及び大豆インクを使用しています。
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